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土状況，第102号住居跡完掘状況，第102号住

居跡遺物出土状況，第105号住居跡完掘状況，

第107号住居跡完掘状況，第107号住居跡遺物

出土状況

PL20　第110号住居跡完掘状況，第日1号住居跡・第

2号大形土坑完掘状況，第111号住居跡・第

2号大形土坑遺物出土状況，第112号住居跡

完掘状況，第112号住居跡遺物出土状況，第

115号住居跡完掘状況，第115号住居跡遺物出

土状況

PL21第116～118号住居跡完掘状況，第116号住居

跡コーナー部完掘状況，第116～118号住居跡

遺物出土状況，第119号住居跡完掘状況，第

119号住居跡遺物出土状況，第119号住居跡竃

調査状況，第122号住居跡完掘状況

PL22　第122号住居跡遺物出土状況，第122号住居跡

貯蔵穴遺物出土状況，第160号住居跡完掘状

況，第160号住居跡遺物出土状況，第161号住

居跡完掘状況

PL23　第161号住居跡遺物出土状況，第164号住居跡

完掘状況，第177号住居跡完掘状況，第177号

住居跡遺物出土状況，第44号土坑完掘状況，

第57号土坑完掘状況，第57号土坑遺物出土状

況，第182号士坑完掘状況

PL24　第14号溝完掘状況，第14号溝遺物出土状況

PL25　第1号住居跡完掘状況，第1号住居跡遺物出

土状況，第3・15号住居跡完掘状況，第3・

15号住居跡遺物出土状況，第4号住居跡完掘

状況，第4号住居跡竃遺物出土状況

PL26　第6号住居跡完掘状況，第6号住居跡竃遺物

出土状況，第7号住居跡完掘状況，第7号住

居跡遺物出土状況，第8号住居跡完掘状況，

第8号住居跡遺物出土状況

PL27　第9号住居跡完掘状況，第9号住居跡遺物出

土状況，第10号住居跡完掘状況，第120113

号住居跡完掘状況，第12・113号住居跡掘り

方完掘状況，第12号住居跡遺物出土状況

PL28　第12号住居跡遺物出土状況，第12号住居跡竃

遺物出土状況，第13・14号住居跡完掘状況，

第18号住居跡完掘状況，第18号住居跡遺物出

土状況

PL29　第19・20号住居跡完掘状況，第19・20号住居

跡遺物出土状況，第19号住居跡遺物出土状況，

第19号住居跡竃遺物出土状況，第20号住居跡

遺物出土状況，第22e124号住居跡完掘状況，

第22つ24号住居跡遺物出土状況，第22号住

居跡遺物出土状況

PL30　第23号住居跡完掘状況，第23号住居跡遺物出

土状況，第24号住居跡完掘状況，第28号住居

跡完掘状況，第28号住居跡遺物出土状況，第

28号住居跡竃遺物出土状況，第30号住居跡完

掘状況，第30号住居跡遺物出土状況

PL31第30号住居跡遺物出土状況，第39号住居跡完

掘状況，第39号住居跡遺物出土状況，第40号

住居跡完掘状況，第40号住居跡遣物出土状況，

第41号住居跡完掘状況，第41号住居跡遺物出

土状況

PL32　第42号住居跡遺物出土状況，第44号住居跡完

掘状況，第44号住居跡遺物出土状況，第45号

住居跡完掘状況，第45号住居跡遺物出土状況，

第45号住居跡ピット遺物出土状況

PL33　第46号住居跡完掘状況，第47号住居跡完掘状



況，第47号住居跡遺物出土状況，第48号住居

跡完掘状況，第48号住居跡遺物出土状況，第

52号住居跡完掘状況，第53号住居跡完掘状況

PL34　第60号住居跡完掘状況，第73号住居跡完掘状

況，第73号住居跡竃完掘状況，第73号住居跡

遺物出土状況，第75号住居跡完掘状況，第75

号住居跡住居内土坑確認状況，第75号住居跡

住居内土坑調査状況，第75号住居跡遺物出土

状況

PL35　第75号住居跡遺物出土状況，第79・80号住居

跡完掘状況，第79・80号住居跡遺物出土状況，

第87号住居跡遺物出土状況，第87号住居跡竃

遺物出土状況，第88号住居跡完掘状況，第88

号住居跡竃遺物出土状況

PL36　第89号住居跡完掘状況，第92号住居跡完掘状

況，第92号住居跡遺物出土状況，第93号住居

跡完掘状況，第93号住居跡貯蔵穴遺物出土状

況，第98号住居跡完掘状況，第98号住居跡竃

完掘状況

PL37　第98号住居跡遺物出土状況，第99号住居跡完

掘状況，第100号住居跡完掘状況，第100号住

居跡遺物出土状況，第101号住居跡完掘状況，

第103・104号住居跡完掘状況，第106号住居

跡完掘状況

PL38　第108号住居跡完掘状況，第108号住居跡竃調

査状況，第109号住居跡完掘状況，第120・

121号住居跡完掘状況，第120号住居跡遺物出

土状況，第123号住居跡完掘状況，第124号住

居跡遺物出土状況

PL39　第125～127号住居跡完掘状況，第125～127号

住居跡遺物出土状況，第126号住居跡遺物出

土状況，第127号住居跡遺物出土状況，第128

号住居跡完掘状況，第128号住居跡遺物出土

状況

PL40　第129号住居跡完掘状況，第129号住居跡遺物

出土状況，第130号住居跡完掘状況，第130号

住居跡遺物出土状況，第130号住居跡竃遺物

出土状況

PL41第131号住居跡完掘状況，第131号住居跡遺物

出土状況，第132号住居跡完掘状況，第132号

住居跡遺物出土状況，第133号住居跡完掘状

況，第133号住居跡遺物出土状況，第134・

144号住居跡完掘状況

PL42　第136号住居跡完掘状況，第136号住居跡遺物

出土状況，第139号住居跡完掘状況，第139号

住居跡遺物出土状況，第140号住居跡完掘状

況，第140号住居跡遺物出土状況

PL43　第140号住居跡遺物出土状況，第141号住居跡

完掘状況，第142号住居跡完掘状況，第142号

住居跡遺物出土状況，第143・145号住居跡完

掘状況，第143・145号住居跡掘り方完掘状況，

第143号住居跡遺物出土状況

PL44　第147つ54号住居跡完掘状況，第147つ54号

住居跡遺物出土状況，第148号住居跡完掘状

況，第148号住居跡遺物出土状況，第149号住

居跡完掘状況，第150号住居跡完掘状況，第

150号住居跡遺物出土状況，第152・153号住

居跡完掘状況

PL45　第155号住居跡完掘状況，第155号住居跡竃完

掘状況，第155号住居跡遺物出土状況，第155

号住居跡棚状施設遺物出土状況，第155号住

居跡竃調査状況

PL46　第157号住居跡完掘状況，第157号住居跡竃完

掘状況，第157号住居跡遺物出土状況，第158

号住居跡完掘状況，第158号住居跡遺物出土

状況

PL47　第159号住居跡完掘状況，第159号住居跡遺物

出土状況，第162号住居跡完掘状況，第162号

住居跡遺物出土状況，第163号住居跡完掘状

況，第163号住居跡竃完掘状況，第163号住居

跡遺物出土状況

PL48　第163号住居跡遺物出土状況，第165号住居跡

完掘状況，第165号住居跡遺物出土状況，第

166号住居跡完掘状況，第166号住居跡遺物出

土状況，第167号住居跡完掘状況，第167号住

居跡遺物出土状況



PL49　第167号住居跡遺物出土状況，第167号住居跡

竃遺物出土状況，第168号住居跡完掘状況，

第168号住居跡遺物出土状況，第170号住居跡

完掘状況，第170号住居跡遺物出土状況，第

173号住居跡完掘状況，第174号住居跡遺物出

土状況

PL50　第175号住居跡完掘状況，第175号住居跡遺物

出土状況，第176号住居跡完掘状況，第176号

住居跡遺物出土状況，第178号住居跡完掘状

況，第178号住居跡遺物出土状況，第179号住

居跡完掘状況，第179号住居跡遺物出土状況

PL51第180号住居跡完掘状況，第180号住居跡遺物

出土状況，第181号住居跡完掘状況，第181号

住居跡竃完掘状況，第181号住居跡遺物出土

状況，第182号住居跡完掘状況，第182号住居

跡遺物出土状況

PL52　第183号住居跡完掘状況，第184号住居跡完掘

状況，第184号住居跡掘り方完掘状況，第184

号住居跡遺物出土状況，第42号住居跡完掘状

況，第81号住居跡完掘状況，第169号住居跡

完掘状況

PL53　第1号大形土坑完掘状況，第1号大形土坑遺

物出土状況，第2号大形士坑遺物出土状況，

第61号土坑完掘状況，第84号土坑完掘状況，

第104号土坑完掘状況

PL54　第209号土坑遺物出土状況，第222号土坑遺物

出土状況，第239号土坑完掘状況，第239号土

坑遺物出土状況，第241号土坑遺物出土状況，

第1号方形竪穴状遺構完掘状況，第1号方形

竪穴状遺構遺物出土状況，第2号方形竪穴状

遺構完掘状況

PL55　第14。23号土坑完掘状況，第189号土坑完掘

状況，第1号堀完掘状況，第2号堀完掘状況，

第17号住居跡完掘状況，第25号住居跡完掘状

況

PL56　第27号住居跡完掘状況，第64号住居跡完掘状
l

況，第70号住居跡完掘状況，第76号住居跡完

掘状況，第83号住居跡完掘状況，第91号住居

跡完掘状況，第95号住居跡完掘状況，第171

号住居跡完掘状況

PL57　第3号土坑完掘状況，第6号土坑完掘状況，

第11号土坑完掘状況，第12号土坑完掘状況，

第13号士坑完掘状況，第19・20号土坑完掘状

況，第21号土坑完掘状況，第22号土坑完掘状

況

PL58　第24～26号土坑完掘状況，第27号士坑完掘状

況，第28・29号土坑完掘状況，第31号土坑完

掘状況，第34号土坑完掘状況，第35号土坑完

掘状況，第36号土坑完掘状況，第40号土坑完

掘状況

PL59　第46号土坑完掘状況，

第53号士坑完掘状況，

第63号土坑完掘状況，

第65号土坑完掘状況，

PL60　第70号土坑完掘状況，

第76号土坑完掘状況，

第48号土坑完掘状況，

第58号土坑完掘状況，

第64号土坑完掘状況，

第66号土坑完掘状況

第73号土坑完掘状況，

第78・80号土坑完掘状

況，第79号土坑完掘状況，第81号土坑完掘状

況，第82号土坑完掘状況，第83号土坑完掘状

況

PL61第85号士坑完掘状況，第86号土坑完掘状況，

第87号土坑完掘状況，第88号土坑完掘状況，

第89号土坑完掘状況，第112号土坑完掘状況，

第113号土坑完掘状況，第114号土坑完掘状況

PL62　第は5号土坑完掘状況，第123号土坑完掘状況，

第127号土坑完掘状況，第129号土坑完掘状況，

第130号土坑完掘状況，第133号土坑完掘状況，

第136号土坑完掘状況，第139号土坑完掘状況

PL63　第146号土坑完掘状況，第148号土坑完掘状況，

第151号土坑完掘状況，第153号土坑完掘状況，

第155号土坑完掘状況，第156号土坑完掘状況，

第159号土坑完掘状況，第161号土坑完掘状況

PL64　第166号土坑完掘状況，第168号士坑完掘状況，

第170号土坑完掘状況，第174号土坑完掘状況，

第183号土坑完掘状況，第184号土坑完掘状況，

第185号土坑完掘状況，第186号土坑完掘状況

PL65　第191号土坑完掘状況，第192号土坑完掘状況，



第193号土坑完掘状況，第1舛号土坑完掘状軋

第195号土坑完掘状況，第196号士坑完掘状手札

第197号土坑完掘状況，第198号土坑完掘状況

PL66　第200号土坑完掘状軋第204号土坑完掘状軋

第205号土坑完掘状況，第211号土坑完掘状況，

第212号土坑完掘状況，第213号土坑完掘状況，

第218号土坑完掘状況，第219号土坑完掘状況

PL67　第221号士坑完掘状況，第225。226号土坑完掘

状況，第228号土坑完掘状況，第231・232号

土坑完掘状況，第234号土坑完掘状況，第

237・238号土坑完掘状況，第243号土坑完掘

状況，第244号土坑完掘状況

PL68　第1号井戸跡完掘状況，第1号格納壕跡完掘

状況，第3号溝完掘状況，第7号溝完掘状況，

第8～10号溝完掘状況，第11・12号溝完掘状

況，第16号溝完掘状況，第20号溝完掘状況

PL的　第36・17・5り・61・信「71・77・り（「叫・

156号住居跡，遺構外出土遺物

PL70　第2・5つiつ3号住居跡，遺構外出土遺物

PL71第13・16・21弓1・調号住居跡出上遣物

PL72　第34。35038・43e51055865号住居跡出土

遺物

PL73　第65・66・68号住居跡出土遺物

PL74　第69e74・840102号住居跡出土遺物

PL75　第1（）コ・105・107号f日出亦出上遣物

PL76　第107・11（ト112号住居跡出十遣物

PL77　第Il巨112・115・日6・119・122号住居跡出

土遺物

PL78　第122号住居跡出土遺物

PL79　第122つ60・i6巨177号住居跡，第57号土坑，

第14号溝出土遺物

PL80　第1・3号住居跡，第14号溝，遺構外出土遺物

PL81第4・6～8号住居跡出土遣物

PL82　第8～10e12号住居跡出土遺物

PL83　第12号住居跡出土遺物

PL84　第12つ5・18～20号住居跡出土遣物

PL85　第22～24028号住居跡出土遺物

PL86　第28・30e39・40042e44号住居跡出土遺物

PL87　第44～48058の60073号住居跡出土遺物

PL88　第73・75・79e80の87088092号住居跡出土

遺物

PL89　第9209㌢㌣8月蹴巨旺拍㍉臓巨射旛号住居跡

出土遺物

PLり（）第1（）8・10り・11j el17・118・1コ（卜lyrlコ1

号住居跡出土遺物

PL91第120。125へ1270は・拍号住居跡出土遺物

PLり2　第は（ト132号住居跡出十遺物

PL93　第13トi338136e1390拍0号住居跡出土遺物

PL舛　第139㌦巨はe摘4の摘了や摘8号住居跡出土遺物

PL95　第148を1500i540拍号住居跡出土遺物

〕リ′－　∵・＼、、、′　1（．・！、－　′　′一一、川．、；－旧　∴．‘ノ，

PL97　第163616～摘号住居跡出土遺物

PL98　第167㌦摘　Oは～摘号住居跡出土遺物

PL興　第1780180～i84号住居跡出土遺物

PLlOO第1糾号住居跡，第1e2号太形土坑出土遺物

PLlOl第2号大形土軋　第6108躯20902220239の

2射号土坑，第2号方形竪穴状遺構出土遺物

PLiO2第1号方形竪穴状遺構，第15823号士坑夕　第

3・∴1・11・16・ヱ（）号溝，遺構外出十遣物

PLlO3第26033や36037号住居跡芦　第56号土坑，遺

構外出土遺物

PLl（14第5り・61・損号住居朝刊上遣物

PLl（15第71・77・り（）号f日出亦出上造物

PLlO6第舛e B・は号住居跡　遺構外出土遺物

PL用7第i8号住居跡，第15号土坑，遺構外出土遺物

PLlO8第12・12・jlつり・81・87・10り・117・174

号住居跡，第国号溝夕　遺構外出土遺物

PLlO9第40・87e98・132の158号住居跡，第1号太

形士坑，第10号士坑　第巨別号湛　遺構外

出土遺物

PLHO旧石器，第77号住居跡，第4号陥し穴，遺構

外出土遺物

PLlll第3・5　弓8・4十58・77・りコ・射・105・

目上144015　6摘号住居跡，遺構外出土遺

物

PL112第5・24・28・j8・ヰ0・87・111・1王，



133・148つ55つ74・184号住居跡，第1号

大形土坑，第10・15号土坑，遺構外出土遺物

PL113第3・8・22・40・43・48・73・75・87・

92・106～108・111・120つ25・126・128・

132・133・158・160つ67・180号住居跡，第

1号大形土坑，第189号土坑，第10・14・21

号溝，遺構外出土遺物

PLl14第5・9・23・40・48・58・73・75・121・

143e155つ67号住居跡，第1号大形土坑，

第1号方形竪穴状遺構，第4・12号溝，第1

号格納壕跡，遺構外出土遺物

明石北原遺跡

PLl15遺構確認状況，調査終了状況，第1号土坑完

掘状況，第2号土坑完掘状況，第3号土坑完

掘状況，第4号土坑完掘状況，第5号土坑完

掘状況，第6号土坑完掘状況

PLl16第1号溝完掘状況，第2号溝完掘状況，第3

号溝完掘状況，第6号土坑e第3号溝，遺構

外出土遺物

上白畑遺跡

PL117調査前風景，遺構確認状況，調査終了状況，

第1号住居跡完掘状況，第1号住居跡炉完掘

状況，第1号住居跡遺物出土状況

PLl18第1号住居跡遺物出土状況，第1号陥し穴完

掘状況，第9号土坑完掘状況，第9号土坑確

認状況，第9号土坑遺物出土状況，第24号土

坑完掘状況

PLl19第24号土坑遺物出土状況，第1号不明遺構完

掘状況，第1号不明遺構遺物出土状況，遺物

包含層土層断面，遺物包含層遺物出土状況

PL120遺物包含層遺物出土状況，第1号土坑完掘状

況，第2号士坑完掘状況，第11号土坑完掘状

況，第13号土坑完掘状況，第14号土坑完掘状

況，第16号土坑完掘状況
t

PL121第17号土坑完掘状況，第18号土坑完掘状況，

第19号土坑完掘状況，第22号土坑完掘状況，

第23号土坑完掘状況，第1・2号焼土遺構調

査状況，第1号溝完掘状況，第2号溝完掘状

況

PL122第1号住居跡，第9号土坑出土遺物

PL123第24号土坑，第1号不明遺構，遺物包含層出

土遺物

PL124遺物包含層出土遺物

PL125第1号住居跡，第1号不明遺構，遺物包含層，

第1号溝出土遺物

PL126第24号土坑，第1号不明遺構，遺物包含層出

土遺物

PL127遺物包含層出土遺物

PL128遺物包含層出土遺物

PL129第1号溝，遺構外出土遺物

PL130遺物包含層，第1号溝出土遺物



第162号住居跡（第288・289図）

位置　調査I区，C3b2区。

重複関係　本跡は第20号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第20号溝よりも古い。

規模と平面形　南部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸4．10m，短軸（3．2）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－50－E〕

壁　壁高は6～14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～20cm，下幅6～10cm，深さ6～14cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は二段掘り込みになっており，上段は径40～46cmの円形，深さ14～

24cmで，下段は径10～14cmの円形，深さ10～28cmで，床面から下段底面での深さは44～48cmである。Pl～P

4は規模や配列から主柱穴と考えられる。

竜　北壁中央部東寄りに付設されているが，西側は第20号溝によって壊されている。焚口部から煙道口部まで

の長さ86cm，両袖幅〔90〕cmで，壁外への掘り込みは40cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。

火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しなが

ら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。

」L29．．m

第288図　第162号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

寵土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土眉解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片153点，須恵器の小破片10点，灰粕陶器1点が出土している。第289図1～3は土

師器，4は灰粕陶器である。床面では，4の短頸壷が西壁際から出土している。竃では，1の皿が火床面と東

袖部から壊れた状態で出土している。また，2・3の小形嚢が竃の火床面及びP4の北側の覆土下層から散乱

した状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，南部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面及び竃から良好

な状態で遺物が出土している。中でも猿投黒笹90号窯3型式段階の短頸壷が出土しており，注目される。本跡

の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。
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第289図　第162号住居跡出土遺物実測図

第162号住居跡遺物観察表
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

－　　l　　　　　　　　　　　　－←－　　　　　　　　　　　　・

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 8 9 図 皿 A 〔1 5 ．4 〕 口 緑 部 片 。 休 部 は 線 や か に 外 傾 し な 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 石 英 ・ 長 石 ・ 雲 母 P 8 2 4 　 2 0 ％

1
土　 師　 器 B （ 1．1 ） が ら 立 ち 上 が り ， ロ 縁 部 と の 境 に 弱 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 内 ・ 外 面 黒 色 黒 色 電 火 床 面 ・ 束 袖 郎

い 稜 を も つ 。 口 緑 部 は 倭 や か に 外 傾

し ， 内 面 下 端 に 稜 を も つ 。

処 理 。 普 通

2

小　 形　 要 A　 1 6 ．4 底 部 欠 損 。 休 部 は 球 形 を 皇 し ， 最 大 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・ 外 面 桟 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 P 8 2 5 　 3 0 ％　 P L 9 6

土　 師　 器 B （ 6 ．1 ） 径 を 中 位 に も つ 。 頚 部 は く の 字 状 に 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 横 位 の ヘ ラ 削 に ぷ い 橙 色 奄 火 床 面 ，

屈 曲 す る 。 口 緑 部 は 外 反 気 味 に 開 き ，

端 部 を つ ま み 上 げ て い る 。

り ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通 P 4 北 側 覆 土 下 層

3

小　 形　 塑 B （ 8 ．0 ） 底 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 休 部 外 面 へ ラ ナ デ ， 下 端 横 位 の ヘ ラ 石 英 ・ 長 石 P 8 2 6 　 2 0 ％

土　 師　 器 C 〔 8 ．8 〕 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 削 り ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 黒 褐 色 竃 火 床 面 ，

る 。 普 通 P 4 北 側 覆 土 下 層

4

短　 頸　 壷 B （ 4 ．1 ） 体 部 片 。 休 部 は 内 暫 し な が ら 立 ち 上 体 都 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 外 面 に 灰 長 石 P 8 2 7 　　 5 ％

灰 粕 陶 器 が る 。 粕 を 施 粕 。 粕 ： 灰 オ リ ー ブ 色

胎 土 ：灰 白 色

良 好

酉 壁 際 床 面

猿 投 票 笹 9 0 号 窯 産

一374－



第163号住居跡（第290～292図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2a9区。

重複関係　本跡が第160号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第160号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3．4〕m，短軸2．60mの長方形と推定

される。

主軸方向　〔N－50－E〕

壁　壁高は32～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅18～28cm，下幅12－16cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl及びP2は径40～44cmの円形，深さ16～26cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径32cmの円形，深さ14cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4及び

P5は，P3の北側に掘り込まれており，径24～30cmの円形，深さ18cmで，位置や配列からP3に準ずる出入

可

第290図　第163号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

り廿施設に伴うピットと思われるJ P6は径36clllの円形言策き22cmで，中央部に据l）込まれているが，性格は

不明である。

篭　北壁中央部東寄りに付設されており，焚日部から煙道日部までの長さ118cm，両袖幅98cmでタ　壁外への掘

り込みは66cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されており，東。西両袖部とも補強材として須恵器甑の

破片を使用している。火床面は床面を16cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部

の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化して

いる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子を砂粒少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子e砂粒微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
5　にぷい褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中ブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量
9　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
10　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

11褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

13　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
14　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
15　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，粘土小ブロック微量

16　暗　褐　色　焼士粒子中量，ローム粒子e粘土粒子の砂粒少量
17　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

18　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・粘土中ブロック8砂粒少量，焼土粒子微量
19　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物e炭化粒子微量

20　暗　褐　色　焼士粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物も炭化粒子e粘土粒子・砂粒少量
21にぷい赤褐色　焼士粒子多量，焼土中ブロック中最，炭化粒子微量
22　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

23　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
24　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

25　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量
26　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
27　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

28　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
29　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

30　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

尊皇　7層からなる。7層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。6層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1　黒　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　褐

7　暗　褐

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量

遺物　土師器の小破片130点，須恵器及びその小破片209点が出土している。図示した土器は須恵器である。覆

土下層では，第291e292図1の杯がP4の南側から斜位の状態で，9の甑がPlの西側から壊れた状態でそれ

ぞれ出土している。床面では，3の杯が北壁際から壊れた状態で，4の埠がP2の北側から逆位の状態で，6

の高台付杯が南東コーナー部から逆位の状態でそれぞれ出土している。壁溝では，2の杯が南壁溝の上面から

正位の状態で出土している。竃では，5の杯が火床面から横位の状態で，8の甑が東袖部及び西袖部から竃の

補強材として使用された状態でそれぞれ出土している。また，7の鉢が竃の火床面及び南東コーナー部の覆土

下層から散乱した状態で出土している。

一一1376－－1一一一一一一
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第291図　第163号住居跡出土遺物実測図（1）



明　石　遺　跡

第292図　第163号住居跡出土遺物実測図（2）

第163号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第291図 杯 A　 13．8 平底。体都は外傾しながら立ち上が 口緑部及び体部内 ・外面ロクロナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 398 100％　 PL96

1 須　 恵　 器 B　　 3．9

C　　 7．8

り，目線部に至る。 デ。体郭下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

暗灰黄色

普通

P 4南側覆土下層

2

杯 A　 13．4 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 ロ緑部及び体部内 ・外面ロクロナ 石英・長石 ・雲母 P 399　 95％　 PL97

須　 恵　 器 B　　 4．2

C　　 7．6

しながら立ち上がり，口緑部に至る。 デ。休部下端へラ削り後，ナデ。底

部回転へラ削り。

褐灰色

普通

南壁溝上面

3

杯 A　 13．2 平底。体都は外傾しながら立ち上が ロ緑部及び体部内 ・外面ロタロナ 石英・長石 ・雲母 P 400　 70％　 PL96

須　 恵　 器 B　　 4．4

C　　 7．6

り，ロ緑部に至る。 デ。体部下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

灰白色

普通

北壁際床面

4

珂こ A 〔12．8〕 平底。休部は外傾しながら立ち上が 口縁部及び体部内 ・外面ロタロナ 石英・長石 ・雲母 P 401　 60％　 PL96

須　 恵　 器 B　　 4．3

C　　 7．4

り，口緑部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

貴灰色

普通

P 2北側床面

5

杯 A 〔13．4〕 底部欠損。体部は外傾しながら立ち 口緑部及び体部内 ・外面ロクロナ 石英 ・雲母 P 402　 20％

須　 恵　 器 B （3．2） 上がり，口緑部に至る。 デ。 灰黄色

普通

竃火床面

6

高 台付 杯 B （2．6） 底部片。底郡は平底で，ハの字状に 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 石其 ・長石 ・雲母 P 403　 30％　 PL96

須　 恵　 器 D　　 8．8

E　 1．3

開く高台が付く。 ヘラ削り後，高台貼り付け。 灰色

普通

南東コーナー部床面
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図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第29 1図 鉢 A 〔2 7 8〕 平 底。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上が 口緑 部内 ・外 面 ロ クロ ナデ。 体 部外 石 英 ・長石 ・雲母 P 4 04　 3 0％

7
須　 恵　 器 B　 15 ．2 り，頚 部 に至 る。 口緑 部は 外反 して 面 横 位の 平行 叩 き後 ，ナ デ， 下端 横 黄灰 色 竜 火床面 ，

C 〔14 ．4〕 開 き，端 部 を面 取 り して角張 らせて

い る。

位 の ヘ ラ削 り． 内面 ナデ 。内 面 に無

文 の当 て具痕が 残 る。

普通 南東コーナー部覆土下層

8

甑 A　 35．0 底 部 中央 に 円形 の孔 1 ， 周縁 に 木葉 ロ縁 部 内 ・外面 ロ クロナ デ。体 部外 石英 ・長石 ・雲母 P 405　 80 ％　 P L 97

須　 恵　 器 B　 29．8 形 の孔 4 を穿 孔す る 5 礼式 。 体部 は 面横 位 の平 行叩 き，下端 横 位 のヘ ラ 黄灰色 磁束袖 郎 ・西袖部

C　 13．8 外 傾 しな が ら立 ち上 が り， 頚 部 に至

る。 口緑部 は外 反 して開 き，端 部 を

面取 りして角張 らせ ている。

削 り，内面 ナデ。 穿孔面 へ ラ削 り。 普通 竃袖部補強材として転用

第292 図 甑 A 〔38 ，4〕 底部中 央に 円形 の孔 1 ，周縁 に木葉 口縁 部内 ・外 面 ロ クロナ デ。 体部 外 石英 ・長石 ・雲 母 P 40 6　 20 ％　 P L 97

9

須　 恵　 器 B　 27．0 形の 孔 4 を穿 孔 す る 5 礼 式。 体 部は 面 横位 の 平行 叩 き， 下端横 位 のヘ ラ 灰色 P l 西側 覆土下層

C　 14．8 外傾 しなが ら立 ち上 が り，頭 部 に至

る。 目線 部 は外 反 して開 き， 端部 を

面 取 り して角張 らせ てい る。

削 り，内 面ナ デ。穿孔 面へ ラ削 り。 普通

所見　本跡は，二本柱の住居跡である。また，竃の東・西両袖部からは，甑が補強材として使用されたままの

状態で出土しており，竃構築時の様子をうかがい知ることができる。この甑は元来一個体であったものが，破

損したために補強材として利用されたものと思われる。また，竃内から本葬供膳具である杯が二次焼成を受け

ずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可

能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第165号住居跡（第293・294図）

位置　調査I区，B2i5区。

重複関係　本跡は第204号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第204号土坑よりも古い。

5　　　　7

第293回　第165号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

規模と平面形　長軸3．22m，短軸2．94mの方形である。

主軸方向　N－3J－W

壁　壁高は20－26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁下だけ掘り込まれている。上幅12～16C恥　下幅4～8C恥　深さ6～10cmで，断面形はU字形をして

いる。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。東壁寄りの床面

を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状態で遺存していた。

ぽット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径36～44cmの円形，深さ22～26cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。

寵　北東コーナーに付設されており，焚口部から煙道日部までの長さ94C恥　両袖幅100cmで，壁外への掘り込

みは20cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土層解説
1灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子e砂粒少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐
4　暗　褐

5　灰　褐

6　暗　褐

7　暗　褐

8　暗　褐

9　赤　褐

10　暗　褐

11灰　褐

色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒・灰少量
色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
色　ローム粒子・焼土粒子少量
色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　粘土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼士粒子・砂粒少量

12　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
13　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
15　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土10層からなる。10層から8層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。7層から1層までは

ローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブッロク・炭化物・炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼士粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物0炭化粒子少量

7　褐　　　　色　ローム粒子多量・ローム中・小ブロック少量
8　褐　　　色　ローム粒子多量・ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
9　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量・ローム小ブロック・焼士粒子e砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片63点，須恵器及びその小破片51点が出土している。第294図1～3は土師器，4

は須恵器である。床面では，1の嚢がPlの北側から壊れた状態で，4の高台付杯が竃の南西側から正位の状

態でそれぞれ出土している。竃では，2の嚢が燃焼部から壊れた状態で出土している。ピットでは3の小形嚢

がP2の覆土中層から正位の状態で出土している。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する住居跡で，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思わ

れる。また，主柱穴が3か所検出されたが，四本柱を想定した場合，北東側の主柱穴は検出されなかった。本

跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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第294図　第165号住居跡出土遺物実測図

第165号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 294 図 嚢 A 〔2 1．4〕 底 部 欠 損 。 体 部 は 長 胴 形 を 呈 し ， 最 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 829　 20％

1
土　 師　 器 B （25 ．6） 大 径 を 上 位 に も つ 。 頚 部 は くの 字 状 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 縦 位 の ヘ ラ 磨 褐 色 P l 北 側 床 面

に 屈 曲 す る 。 口 緑 部 は 外 反 気 味 に 開

き， 端 部 をつ まみ 上 げ て い る。

き ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通

2

嚢 B （4．9 ） 底 部 片 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 体 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ磨 き ， 内 面 へ ラ 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 8 30　　 5％

土　 師　 器 C　　 9．0 立 ち 上 が る 。 ナ デ 。 黒 褐 色

普 通

竃 燃 焼 部

3

小　 形　 要 A　 14 ．4 平 底 。 休 部 は 球 形 を 里 し， 最 大 径 を 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 828　 90 ％　 P L 97

土　 師　 器 B　 14 ．9 中 位 に もつ 。 頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲 部 外 面 上 位 ナ デ ． 下 位 横 位 の ヘ ラ 削 に ぷ い 褐 色 P 2 覆 土 中 層

C　　 7 ．6 す る 。 口 縁 部 は 外 反 気 味 に 開 き ， 端

部 をつ まみ 上 げ て い る 。

り． 内 面 へ ラ ナ デ 。 底 部 木 葉 痕 。 普 通

4

高 台 付 杯 A　 13．4 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く 高 台 ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 831　 95％　 P L 97

須　 恵　 器 B　　 5．6 が 付 く。 休 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り 暗 灰 色 寵 南 西 側 床 面

D　　 8．8

E　 l．6

が り， 口 緑 部 に 至 る 。 付 け 。 普 通

第166号住居跡（第295・296図）

位置　調査I区，C2a5区。

重複関係　本跡が第184号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第184号住居跡よりも新しい。また，第

167・168号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。
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明　石　遺　跡

第295図　第166号住居跡実測図

規模と平面形　長軸2．82m，短軸2．62mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は14－22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁及び南壁下を巡っている。上幅12－16cm，下幅4－10cm，深さ4－6cmで，断面形はU字形をして

いる。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。壁溝の内側は，ローム主体の中に少量の粘土を混ぜた貼床となっている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl及びP2は径22－28cmの円形，深さ12－14cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径30cmの円形，深さ12cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は径

24mの円形，深さ32cmで，性格は不明である。

住居内土坑　中央部南寄りの貼床下に掘り込まれており，長径96cm，短径86cmの楕円形，深さ20cmで，断面形

はU字形をしている。性格は不明である。
住居内土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ130cm，両袖幅138cmで，壁外への掘

り込みは72cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿
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状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　灰褐色　粘土粒子多畳，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗褐色　ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量
6　暗褐色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量

9　灰褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少畳
10　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

11暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム′トブッロク・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

：‾‾‾‾環
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第296図　第166号住居跡出土遺物実測図

第166号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 裡 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 296 図

1

小　 形　 変 A 〔15 ．2〕 休 部 上 半 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 口 縁 都 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 8 32　 10％

土　 師　 器 B （5．9） 片 。 体 部 は 内 野 し な が ら 立 ち 上 が る。

頸 部 は くの 字 状 に 屈 曲 す る 。 口 縁 部

は 外 反 気 味 に 開 き ， 端 部 を つ ま み 上

げ て い る 。

都 外 面 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 に ぷ い 橙 色

普 通

電 火 床 面

2

高 台 付 杯 A　 lO．6 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く 高 台 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 833　 60％　 P L 97

須　 恵　 器 B　　 4．6 が 付 く 。 休 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ． 高 台 貼 り 褐 灰 色 磁 火 床 面 ，

D　　 7 ，6

E　 l．3

が り， 日 縁 部 に 至 る 。 付 け 。 普 通 電 南 側 覆 土 下 層

3

高 台 付 杯 A 〔11．0 〕 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く 高 台 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 8 34　 5 0％　 P L 97

須　 恵　 器 B　　 5．2 が 付 く。 休 部 は 外 傾 し な か ら 立 ち 上 デ 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 高 台 貼 り 灰 色 竃 火 床 面

D　　 6．4

E　 l．2

が り， 口 縁 部 に 至 る 。 付 け 。 普 通
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明　石　遺　跡

図版番号 器　　 楯 計測値如） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第296図 盤 B （2．9） 底部は平底でラ　バの字状に開 く高台 体部内 さ外面 ロクロナデ。体部下端 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 8 35　 3 0％

4 須　 恵　 器 D　　 9．0 が付 く。休部は緩やかに外傾しなが 回転へラ削 り。底部回転へラ削 り後， 灰黄色 竃南側覆土下層

E　 l．5 ら立ち上がる。 高台貼 り付け。 普通

鉢 Å 〔26．4〕 底部欠損。体部は外傾 しながら立ち 口縁部内 e外面ロクロナデ。体部外 石英 ・長石 ・雲母 P 83 6　 10％

5
須　 恵　 器 B （14．7） 上が り，頚部 に至る。目線部は外反

して開き，端部を面取 りして角張ら

せている。

面横位の平行叩き，下端横位のヘラ

削 り，内面ナデ。内面に無文の当て

具痕が残る。

灰黄色

普通

中央部覆土下層

遺物　口碑器及びその中破片（日工　須恵器及びその中破片14点が出上している。第296図1は土師器，2～5

は須恵器である。覆土下層では，4の盤が竃の南側から壊れた状態で，5の鉢が中央部から横位の状態でそれ

ぞれ出土している。竃ではタ　且の小形聾が火床商から壊れた状態で，3の高台付杯が火床面から斜位の状態で

それぞれ出土している。また，2の高台付杯が竃の火床面及び竃の南側の覆土下層から散乱した状態でそれぞ

れ出l二している、－、

所農　本跡楓　一辺が3m未満の小形の住居跡である。またタ　竃内から本来供膳具である高台付埠が二次焼成

を受けずに出土していることから　住居を廃棄するに当たって，高台付輝を竃の中に埋納するという祭祀行為

が行われた可能性が考えられる。、本跡の時期は言旧二遣物から8世紀第3四半期・、第4つ呵半期と考えられる。

シー　∴・l　イ　ヴ、ン．′三；′　′こ；i、‥鋸

位置　調査　区　B釣区。

重複関係　本跡が第166・181描一住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第＿180号上坑に掘り込まれているため．本跡の方が第180号上坑よりも古い．、、、・、

規模藍平面形　床面の広がり及び士層断面中の壁の立ち上がりから，長軸射臓恥　短軸は5〕mの長方形と推定

される、、．

主軸方向　〔N－881、、－E〕

壁　壁高は18～22cIllで，ほぼ垂直に立ち上がる。、

壁溝　電及び北西コーナーの部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～18clu∴下幅6～8cln言果さ2～14cmで，

11舶1［形はU字形をしている＿、＿、・

床　全体的に平出である。主柱穴の内側及び竃の焚＝部にかけて，特に踏み固められている．

ピット　2か所（Pl・P2主　Pl及びP2は径36～38clllの円形言莱さ14～36cmで．規模や配列から主柱

穴と考えられる、、．

竃　東壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道日部までの長さ98cm，両袖幅130cmで，壁外への掘

i）込みは64cIllである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿

状をしている。、L　燃焼部内には支脚として使用された礫（雲母片岩）が遺存しており、その支脚の周囲には粘土を

貼っている。煙道部の平面形は遜U字形で　媛やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を

受けて赤変種化している、、、．

竃土層解説
1　灰褐色　粘土粒子多量タ　ローム粒子の砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量．ローム小ブロック少量．粘土粒j′一・砂粒微量

3　暗褐　色　ローム粒J二・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗褐色　ローム粒子の焼土小ブロック。焼土粒子の粘土粒子e砂粒少量

5　暗褐色　ローム粒子中豊，廃土粒子少量ヲ　粘土粒子・砂粒微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼士粒子少量

7　暗赤褐色　焼土龍子中量ク　ローム粒子の粘土粒子0砂粒少量
8　灰褐色　ローム粒子も焼土粒子8粘土小ブロックの粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
し）暗褐　色　ローム粒‾j・ナ中量．焼上中プロ、ソク・焼土粒ナ・粘「二粒J’一・秒粒少量
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覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片119点，鉄鎌1点，刀子1点が出土している。覆土中層では，第298図10の刀子が

西壁際から出土している。覆土下層では，8の小形嚢が中央部から壊れた状態で出土している。床面では，3

の高台付椀が中央部から壊れた状態で，6の小形嚢がPlの東側から壊れた状態で，11の鉄鎌が竃の西側から

それぞれ出土している。竃では，2の高台付椀が火床面と北袖部から壊れた状態で，7の小形藍が北袖部から

正位の状態で，9の羽釜が燃焼部から壊れた状態でそれぞれ出土している。また，4の要が竃の燃焼部と煙道

部と南袖部，竃の西側の床面及びPlの北側の床面から散乱した状態で，5の小形嚢が竃の燃焼部と煙道部と

北袖部，竃の西側の床面及び西壁際の覆土中層から散乱した状態でそれぞれ出土している。さらに，1の高台付

椀が竃の火床面と煙道部及び東壁溝の底面から散乱した状態で出土している。
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ノ　ー・・　　　　　　　　　　　／、　√．　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、∴　′　　　二　一　ノ′、′一二、′ノノ′、　．　一′　　一′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　・

高台付椀の破片が接合関係にあることから撃　住居を廃棄するに当たって賢　意図的に破砕した高海相椀をタ　一方

‾・・：′′・　－　　）′　　　．　一了．・　：－、／．　　、‘：　′　′　′　．．　　一、－J　ノ　ン∴′．．：　′

出土遺物から臓世紀第　四半期～第　四半期と考えられる。

第蟻号佳屠跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i 胎圭 色調 潮 目　 備＋ 考

第298図 高 台 付 椀 Å 15・0　 底部は平底で，ハの字状に開く高い 五臓 部及 び体部内 や外面 ログロナ　 石英磁 石凍 色賂子　 ㌘837　 80％ P L 98

1
土　 師　 器 B　　 5．9 高台が付 く。休部は内攣 しなが ら立　 デ。休部下端手持ちへラ削 娠　 底部　 橙色　　　　　　　 竃火床面 の煙道弧

B　 7．4　 ち上が り，＝縁部は外傾する。ラ　　　　 回転へラ切 り後言海台貼　 仙 ナん．ラ　　　 普通　　　　　　　 東壁藩底面

E　 l．8

高 台 付 椀 A 14す2　 底部は平底で＼ ノ≠の字状に開 く高い　 汀縁部及び体部内 の外商 ロタロナ　 石英 の赤色粒子　　　 ㌘838　 8 ％　 PL鱒

2
土　 師　 器 B　 5・1　 高台が付 く。体部は内攣しながら立　 デ。体部下端手持 ちへラ削 り。底部　 にぷい黄橙色　　　 竃火床画 弓ヒ袖部

0　 8．4　 ち上がりヂ「璃毅郎来り中隠する。。　　　 ナデ後，高台貼 附寸け。）　　　　　　 普通

E　　 ま．8

高 台 付 椀 A　は 湖　 底部は平底で　 ハの字状に開　 高台　 ‾‾‾縁部及 び体 部内 も外面 ロタロナ　 石英茂鉦 雲紗赤色粒子　 P の9　 渕％　 P L≦抒

3
土　 師　 器 B　　 4．8 が付 く。ノ体部は内攣 しなが ら立ち上　 デ。、底弧 司転糸切 り胤　 高台貼 り付　 にぷい橙色　　　　 中央部床面

D 〔‘760〕 がり高 二了縁部は外傾する。　　　　 けこ　　　　　　　　　　　　　　 普通

E　　 ユ．0

4

l
登

土　 師　 器

！

㌘8購　 醐％　 P L粥

鼠酎離針應乱酔南袖乳

竃西側床面，

るc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P　 北側床面

こ）

小　 形　 登 Å　 摘．　 平底く‥　休部は長胴形 を＿呈し　 最大径　 ‾＿＿縁部及び頭部内 の外面横ナデ。体　 石英 を長石　　　　　 ㌘鋸ユ　 翻％　 PL粥

土　 師　 器 B　 2ユ．0 を上位にもつぐ頚部は　 の字状に屈　 部外繭 i二位ナデ言　 A位横位のヘラ削　 暗褐色　　　　　　 竃燃焼吾凋 磯部瀧袖鼠

C　 9・8　 曲す る。）＝縁部は外反気味 に開 きき　 り9　内海へラナデ。′－j　　　　　　　　 普通　　　　　　　 竃西側床軋

端部をつまみ上げている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 西壁際覆土中層

6

小　 形　 棄 A　 ユ588 「底部欠損。体部は球形 を＿星 しヲ　中位　 目線部及び頸部内 の外商横ナデ。体　 石英 を長石　　　　　 ㌘842　 4 ％　 P L粥

土　 師　 器 B （1繍 ） に最大径をもつ。）頭部は くの字状 に　 部外而上位ナデ∴ ‾F位横位のヘ ラ別　 にぷい橙色　　　　　 P L 東側床面

屈曲す嵐。＝縁部は外反気味に開き， り9　内面へラナデ。，　　　　　　　　 普通

端部をつまみ上げている。

7

小　 形　 婆 Å 〔1姐〕 休部上半か ら［コ縁部 にかけての破　 H 縁部及び頚部内 の外面横ナデ。体　 石英 も長石　　　　　 ㌘843　 20％　 P L 98

土　 師　 器 B （8ぷ　 片。）休部は内傾気味 に立ち上が る。。 部外南ナデチ　内面へ ラナデ。）　　　 黄灰色　　　　　　 竜北袖部

頭部は緩やかに屈曲する。ノ［二号縁部は　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

外反気味に開凱　 端部を丸 く収めて
いる〇　　　　　　　　　　　　　　 ！

8

小　 形　 聾

土　 師　 器

i誓 （；：；黒 雲デも霊 霊 窓雲、 慧 禁 僻 的 ㈲ ラげ 滝 部木葉痕C 誓 霊 色　 器 帽 票 層

中位にもつ。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

9

羽　　　 釜
ま

A 16。6　 底部欠損。休部は長胴形を呈 し　 巌　 L 縁部及び頸部内 や外面横ナデく＝）体　 石英 e長石　　　　　 P 845　 6 ％　 P L鮮

土　 師　 器 B （18．0） 太径を上位にもつ。体部上位に鍔 を　 部上位外面ナデ乳　 鍔張　 仙 名　 ‾下　 橙色　　　　　　　 竃燃焼部

貼 り付けた痕跡が認め られる。頸部　 位横位のへラ削 り，内面へラナデ。　 普通

は くの字状に屈曲する。日縁部は外

反気味に開き，端部を丸 く収めている。

図版番号

種 別 長さk m ） 縮 。m ）；忘 炭 」　 出 土 地 点

i　 備　　　 考

第298図10 刀　　　 子　　 （6．5）　　　 1．3　　　　　 0。3　　　 （6．6）　 西壁際覆土中層 刃部fA　M 舶　　　　 PLH 3

11 鉄　 鎌 巨 ・封 （6．6ラ 中　 細　 竃酉鵬 面
刃部片　 M 43　　　 PLH 4

；l無言′、ふ　言∴′＼∴　工′′′ノ

ー．／－　　′（　．・・　′
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　…l1　　　　　　－－

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　，l

重複関係　本跡が第166・170号住居跡，第3号陥し穴を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも

新しい。また，第171号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第171号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は10～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅16～20cm，下幅6～12cm，深さ6～14cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径30～40cmの円形，深さ14～20cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P5は径36cmの円形，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径

32cmの円形，深さ20cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ110cm，両袖幅140cmで，壁外への掘り込み

は54cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。
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埴土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
6　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

7　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
8　暗　赤褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

－＼
ノ 一一∵　 ∴

第300図　第168号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺∴跡

遺物　上師器及びその中破片1：う：抽＼須恵器及びその中破片二は点が出上している、第：30（佃11、3は上師器，

l－l・5は須恵器である、、覆トト層では，3の悪がI－）2の北側からl日、：！：の状態で出上している一木面では，2の

婆が竃の南側から横位の状態で出十している、、竃では．1の悪が火床面と‾llLf袖部から壊れた状態で．4－の杯が

火床面から斜位の状態で，5の甑が燃焼部と両袖部から壊れた状態でそれぞれ出上している、、

所見　本跡は言芯内から本来f別封Lである林が　二次焼成を受けずに出上していることから，住居を廃棄するに

当たって．杯を竃の中に理納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる言本跡の時期は，J仕上遣物か

ら9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第且68号住居跡遣物観察表

図版番号 i 器　 楯 計測値如） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 の焼成 備　　　　 考

第300図

1

襲 A　 21．4 休部上半か ら＝縁部 にか けての破 仕縁部及び潮 部内 や外商横ナデ。）体 存掛良行雲掛 赤色粒子 P 846　 20％

土　 師　 器 B （13．6）

i

片。休部は内攣しながら立ち上がる。

頚部は くの字状に屈曲する。H 縁部

は外反気味に開 き，端部をつまみ上

げている。）

部外面ナデ9　内面へラナデ。 明褐色

普通

！

竃火床面 e西袖部

2

婆 Å 〔21．2〕 頭部から汀縁部ぶかけての破片。）頸 汀線部及び溺 部内 を外面桟 ナデ。）体 石英 。長石 の雲母 P 84 7　 10％

土　 師　 器 B （8．7） 部は くの字状に屈曲す駁。目線部は

外反気味に開 き，端部をつまみ上げ

ている。

部外面ナデ言勾面へラナデ。。 橙色

普通

竃南側床面

3

婆 B （5．1ラ 底部から体部下半にかけての破片U 体部外面縦位のへラ磨 き言 句面へラ 石牒「つを石 P 8∠皇8　 ユ0％

土　 師　 器 C　　 7．0 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が

る。

ナデ。） にぷい褐色

普通

P 2北側覆土下層

4

杯 A　 13．6 平底。体部は外傾 しながら立ち上が 目線 部及び体部内 の外面 ロクロナ 有某 ・長有 ・実母 P 849　 60％　 PL 98

須　 恵　 器 B　　 4．5

C　　 5．8

り言 二縁部に至る。 デ。休部下端手持ちへラ削 り。底部

手持ちへラ削 り。＿）

黄灰色

普通

竃火床商

5

甑 B （12劇 底 部か ら体部下半 にかけての破片。．） 体部外面縦位の平行叩き∴下端横位 石英 の長石 を雲母 ㌘851　 10％

須　 恵　 器 C　 14．0 底部中央に円形の孔 1 ，周縁に木葉 のヘラ削 り言内面ナデ。穿孔面へラ 灰色 竃燃焼部 を酋袖部

形の孔 4 を穿孔する5 孔式 と思われ

る。体部は外傾 しなが ら立ち上がる。）

削 り。〕 普通

第礪考住居跡（第30鼠¢3の2回）

位置　調査IつズH C2屈区、

規模と平面形　南部は調査区域外に延びているため．碓認できたのは長II山．1Olll．紬柚（1．0）111であるが．、白面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－2‾．－I三〕

壁　壁高は26、36eIllで言まぼ由出二立ち上がる、

壁溝　竃の部分を除き．壁下を巡っている「＿上幅＿1（ト18clll∴下幅8～・12elll，深さ十、8mlで，l新而彬はU字形

をしている。

床　全体的に平」月である．∴I恒夫部から竃の焚‖部にかけて，特に踏み回められている、＿、

竃　北壁中央部東寄りに付設されており．某日部から煙道＝部までの長さ‾12L一五Ill言l舶用出：30cIllで，唯外への握

り込みは68〔mである、一、．袖部は粘上と砂粒を混ぜて構築されている、一　火床面は両川Iiを・8川握りくぼめており．皿

状をしているご　煙道部の平面形は逆t’字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる、l　柚部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変碩化している二

竃土層解説

1　暗褐色　ローム中を小ブロックをローム粒子少量，焼士粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロックせローム粒子中量ク　ローム中ブロックを焼土粒子少量，粘土粒子の砂粒微量

二葉）0
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第301図　第169号住居跡実測図

3　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
6　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
8　黒褐色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

10　灰褐色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
11赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
12　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量

第169号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 302 図 変 B （ 4．3 ） 底 部 片 。 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら 休 部 外 面 縦 位 の ヘ ラ 磨 き， 内 面 へ ラ 長 石 ・雲 母 P 862　　 5％

1 土　 師　 器 C　　 8．4 立 ち 上 が る 。 ナ デ 。 底 部 木 棄 痕 。 に ぷ い 橙 色

普 通

北西 コー ナー 郎覆土下層

2

巧こ A　 13 ．8 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 日 録 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 863　 70％　 P L 98

須　 恵　 器 B　　 4 ．7

C　　 6．8

り， 臼 緑 部 は わ ず か に外 反 す る 。 デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ削 り。

褐 色

普 通

電 南 側 覆 土 下 層

3

杯 A 〔13．4〕 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が ロ 緑 都 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 864　 40％　 P L 98

須　 恵　 器 B　　 4．3

C　　 6，8

り， 口縁 部 に 至 る。 デ 。 体 郎 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

灰 色

普 通

竃 南 側 覆 土 下 層

4

杯 A 〔13．2〕 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 86 5　 2 0％

須　 恵　 器 B　　 4．7

C　　 7．6

り ， 目 線 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

灰 色

普 通

竃 煙 道 部

391－－



明　石　遺　跡
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第302図　第169号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器及びその小破片31点，須恵器及びその小破片13点が出土している。第302図1は土師器，2～4

は須恵器である。覆土下層では，1の嚢が北西コーナー部から横位の状態で，2・3の杯が竃の南側から斜位

の状態でそれぞれ出土している。竃では，4の杯が煙道部から斜位の状態で出土している。

所見　本跡は，南部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，竃から良好な状態で

遺物が出土している。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居

を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，

出土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第170号住居跡（第303図）

位置　調査I区，B2j4区。

重複関係　本跡は第168号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第168号住居跡よりも古い。

規模と平面形　西部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸3．40m，短軸（2．3）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－10。－W〕

壁　壁高は10～12C皿で，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～16C皿，下幅6～10cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径28～30cmの円形，深さ20～26cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径34cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

寵　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖幅104cmで，壁外への掘り込み

は28cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受け

て赤変硬化している。

ー392－



④

F
29．2m

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　】　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　＿＿＿＿　　j　　　　！

第303図　第170号住居跡実測図

寵土屑解説
1灰褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片2点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，西部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく，出土遺物も少なかった。本

跡の時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第173号住居跡（第304・305図）

位置　調査I区，B2i6区。

規模と平面形　長軸3．16m，短軸2．96mの方形である。

主軸方向　N－4。－W

393－



明　石　遺　跡
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第304図　第173号住居跡実測図
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壁　壁高は10～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅8～12cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24～28cmの円形，深さ14－22cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径28cmの円形，深さ16cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ78cm，両袖幅104cmで，壁外への掘

り込みは30cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

寵土屑解説

1暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量

I　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

0　　　　　　　5cm

！；　」

第305図　第173号住居跡
出土遺物実測図

覆土　2層からなる。2層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えら

れる。1層は自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片30点，須恵器及びその中破片21点が出土している。
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所農　本跡はタ　偽の住居跡とは重複していないにもかかわらず撃　床面及び竃内からの遺物の出土量は少なかっ

た。本跡の時期はタ　出土遺物から8世紀第3四半期一第4四半期と考えられる。

∴・；′ノ′　亘、し．∴・信工＼二、

図版番可 若　 種 恒 廟 m）「　 器用 の 酢 徽＋ 「 二 流 の 特 徴
胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第305回　　　 杯　　 B　は ．3日 目磯部 欠鼠言動駄 体部下端は丸み　 体部内 ゆ外面ロクロナデ。⊃体部下端

l　　 須　 恵　 器　 C　 7．4－　 を帯びゥ　外傾しながら立ち上がる。．　 ヘラ削 り後，ナデ。ノ底部手持へラ削

石英 ・長石 の雲母

灰黄褐色

P 866　 20％

P 5 東側覆土下層

り。．ラ 普通

．′‘’ノ　ー　、、、　′ノ′：、、　ふ、〈．

位置　調査‾I区、B2117区一

重複関係　本跡が第膵号佳屠跡を掘　込んでいるため　本跡の方が第膵号住居跡より　新しい。

l　　　　　′　、　　、・　′　　　′　　　　　　′．′．‘′　　　　　／　、・∴三一三・　∴：．ノ．　∴′f：・．ノ言′ノ　、′

面彬は方形と思われる、

主軸方向　〔N－1十一E〕

壁　曜高は8、つ0川で，ほぼ重直に立ち上がる＿、．

／′′、、′　‘　　ノ′′　　　‥　・・　　　ノ　　　′′・、：′　－′　′、－ノ′ノ　ノ′．‾、ら

竃　北壁中央部に付設されているが　焚打部及び火床部しか道春していない。焚日部から火床部までの長さ

温摘cmである。火床面は床面とほぼ同じレベルで　浅い皿状をしてお酌　火熟を受けて赤変硬化している。遺

在状況から．本跡の芯は人紬裾二壊されたものと思われる、、

尊堂　2層からなる。2層は含有物から竃が壊されて堆積したものと考えられる。l層は自然堆積である。

土層解説

l　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックの焼土粒子少還

2　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子0粘土粒子少量

．：・、′　一／′　′／　′、．一　工；′

：弓〔）5



明　石　遺　跡

遺物　土師器の小破片50点，須恵器の小破片20点，球状土錘1点，砥石1点が出土しているが，土器類はいず

れも細片で，図示できるものはない。第307図2は砥石で，中央部の床面から出土している。また，北西区の

覆土中から1の球状土錘が出土している。

所見　本跡は，南部が大規模な撹乱を受けているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少なかった。

本跡の時期は，出土遺物から8世紀代と考えられる。

［⊃
第307図　第174号住居跡出土遺物実測図

第174号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　一　　　　！

図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第307図1球状土錘2．0 2．2 0．4 7．9北西区覆土中 DP24　　　　　　　　PLlO8

図版番号種　　別

計　　　　　測　　　　　値
石　　質 出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第307図2砥　　　石（9．3）6．0 3．7 （330．3）凝灰岩中央部床面 Q32　　　　　　　　PLl12

第175号住居跡（第308・309図）

位置　調査I区，B2e6区。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は10～14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅14～22cm，下幅6～12cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～32cmの円形，深さ20～32cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径28cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竜　北壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ122cm，両袖幅140cmで，壁外への掘

り込みは52cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，穣やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内画及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

一396－



第308図　第175号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　＿　；　　　！

亀土層解説

1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

2　灰褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量
3　灰褐色　灰中量，ローム粒子・焼土粒子少量
4　灰褐色　焼土粒子・灰中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
6　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

覆土　3層からなる。3層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。2層及び1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　土師器の小破片30点，須恵器及びその小破片3点が

出土している。図示した土器は須恵器である。第309図1の

杯が竃の南側の床面から正位の状態で出土している。また，

中央部付近の覆土中から2の蓋が出土している。

所見　本跡は，他の住居跡とは重複しておらず，床面から

良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺

Jh・一二＿＿＝

2

0　　　　　　　5cm

！［l

物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。　　　　第309図　第175号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

第175号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 309 図 杯 B （2 ．0） 底 部 片 。 平 底 。 休 部 下 端 は 丸 み を 帯 体 部 内 ・外 面 ロ グ ロ ナ デ 。 底 部 周 縁 長 石 ・雲 母 P 867　 20 ％

1 須　 恵　 器 C　　 7 ，4 び ， 下 半 に 稜 を も ち ， 外 傾 しな か ら 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部 手 持 ち へ ラ 削 黄 灰 色 屯 南 側 床 面

立 ち 上が る。 り。 普 通

2

蓋

須　 恵　 器

B （ 1．1）

F　　 3 ．2

G　　 O．4

ボ タ ン 状 の つ まみ 片 。 つ ま み 都 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・雲 母

灰 白色

普 通

P 868　　 5％

覆 土 中

第176号住居跡（第310・311図）

位置　調査I区，B2e4区。

規模と平面形　南部は大規模な撹乱を受けているため，確認できたのは長軸3．12m，短軸（1．6）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－90－W〕

壁　壁高は12－14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁下を巡っている。上幅12－16cm，下幅4－8cm，深さ6－10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径20－22cmの円形，深さ14～22cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖幅114cmで，壁外への掘り込み

は50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i i

398－
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第310図　第176号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！



竜土層解説

1暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・壌土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
4　黒褐色　灰多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土′トブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　灰赤色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
9　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

10　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
11褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層及び3層は含有物から竃が壊れて堆

積したものと考えられる。2層及び1層は自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片51点，須恵器の小破片20点が出土

している。第311図1は土師器嚢で，竃の火床面から壊れた状

態で出土している。

、－肇等撃㌔’
0　　　　　　　5cm

［；！

第311図　第176号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，南部が大規模な撹乱を受けているため，遺存していたところが少なかったが，竃から良好な状

態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第176号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第311園 琵 B （3．8） 底部片。平底。体部は外傾 しながら 休部外面縦位のヘラ磨 き，内面へ ラ 石英 ・長石 ・雲母 P 86 9　 10％

1 土　 師　 器 C　　 8．4 立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。 にぷい赤褐色

普通

薗火床面

第178号住居跡（第312・313図）

位置　調査I区，A2j4区。

規模と平面形　南部は大規模な撹乱を受けているため，確認できたのは長軸3．70m，短軸（1．7）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－8。－W〕

壁　壁高は22～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅6～8cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径34cmの円形，深さ22cmである。P2は二段掘り込みになっており，上

段は径46cmの円形，深さ16cmで，下段は径22cmの円形，深さ26cmで，床面から下段底面までの深さは42cmであ

る。Pl及びP2は規模や配列から主柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ120cm，両袖幅128cmで，壁外への掘

り込みは50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

第312図　第178号住居跡実測図

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，横やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　灰　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　黒　褐　色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

9　褐　　　　色　ローム粒子多呈，焼土粒子少量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

11褐　　　　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
12　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

13　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
14　灰　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
15　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

16　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量

覆土　5層からなる。5層及び4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然

堆積である。
土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片32点，須恵器及びその小破片21点が出土している。第313図1・2は土師器，3

は須恵器である。床面では，1の嚢が竃の南側から横位の状態で，3の鉢が竃の南側から斜位の状態でそれぞ

れ出土している。ピットでは，2の小形嚢がP2の上面から横位の状態で出土している。

ー400



＼

3

．一▼－ 一－一‾‾、一．．．・．・一’

二二≡ ≡ 曇 竿．；17

二、九．：

、、

　、‘‘コへ－しこ誌よね

等 発 寝

“、－．一　　　端

．と′

←

第313図　第178号住居跡出土遺物実測図

第178号住居跡遺物観察表

10cm

（

l
ハ1

！　　　i　＿＿－」

図版番号器　　種計測値匝）話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第313図

1

嚢A　19．8底部一部欠損。平底。休部は長胴形口緑都及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母・赤色粒子P872　20％　PL99

土　師　器B　32．7

C〔10．2〕

を呈し，最大径を中位にもつ。頚部

はくの字状に屈曲する。口縁都は外

反気味に開き，端部を丸く収めてい

る。

部内・外面へラナデ。 にぷい褐色

普通

電南側床面

2

小　形　襲A　16．0底部一部欠損。平底。体部は長胴形ロ緑部及び頚都内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母P873　80％　PL98

土　師　器B　19．9を里し，最大径を中位にもつ。頚部部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨赤褐色 P2上面

C　　7．6はくの字状に屈曲する。口緑部は外

反気味に開き，端部をつまみ上げて

いる。

き，内面へラナデ。底部木葉痕。普通

3

鉢A〔24．8〕平底。休部は外傾しながら立ち上が目線部内・外面ロクロナデ。体部外石英・長石・雲母P874　50％　PL98

須　恵　器B　ll．4り，頚部に至る。口緑部は外反して面横位の平行叩き，下端横位のへラ暗灰黄色電南側床面

C　13．6開き，端部を丸く収めている。削り，内面ナデ。 普通
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明　石　遺∴跡

所農　本跡は，南部が大規模な撹乱を受けていたため，遺存していたところが少なかったが，床面から良好な

状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第膵考健贋跡（第314¢315図）

位置　調査I区，B2b2区。

規模と平面形　長軸3．34m，短軸3。30mの方形である。

主軸方向　N－8、‾、－E

壁　壁高は14～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅8～14cm，下幅4～6C恥深さ4～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚日部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径20～26cmの円私深さ20～24cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径22cmの円私　深さ蟻cmで　位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚日部から噂遺口部までの長さ130C恥両袖幅124cmで，壁外への掘り込み

は68cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を22cmはど皿状に掘り込んだ後，埋

め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及

び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
2　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子e焼土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子や粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子e砂粒少鼠　廃土小ブロック微量
5　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

6　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子。砂粒少量，炭化粒子微量
9　にぷい褐色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
11にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
12　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子e砂粒少量

13　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
14　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

15　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土中ブロック微量
16　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
17　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆蓋　3層からなる。3層から1層まですべてローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子e炭化粒子少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

遣物　土師器及びその小破片91点，須恵器及びその小破片33点が出土している。第315図1は土師器，2～4

は須恵器である。覆土下層では，4の高塚が竃の南側から壊れた状態で出土している。竃では，1の嚢が燃焼

部と西袖部から壊れた状態で出土している。また，3の鉢が中央部の床面から覆土下層にかけて散乱した状態

で出土している。その他にも北西区の覆土中から2の杯（墨書有）が出土している。
l

所見　本跡の遺物としては，判読できないが底部外面に墨書された須恵器杯が出土しており，注目される。本

跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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第314図　第179号住居跡実測図
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第315図　第179号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

第179号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 315 図

1

登 A 〔23．4 〕 休 部 上 半 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 口 縁 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 構 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 P 8 75　 20 ％

土　 師　 器 B （12．6 ） 片 。 休 部 は 内 噂 し な が ら立 ち 上 が る 。

頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲 す る 。 ロ 緑 部

は 外 反 気 味 に 開 き ， 端 部 を わ ず か に

つ まみ 上 げ て い る。

部 外 面 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 橙 色

普 通

竃 燃 焼 部 ・西 袖 都

2

珂： B （1．1） 底 部 片 。 平 底 。 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 手 持 ち へ ラ 削 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 876　　 5％　 P L 98

須　 恵　 器 り。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

北 西 区 覆 土 中

底 部 外 面 墨 書 「□ 」 ？

3

鉢 A 〔23．2 〕 体 部 上 半 か ら ロ 緑 部 に か け て の 破 ロ 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 外 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 877　 20％

須　 恵　 器 B （10．5 ） 片 。 体 部 は外 傾 しな が ら 立 ち 上 が り， 面 横 位 の 平 行 叩 き ， 内 面 ナ デ 。 内 面 に ぷ い 橙 色 中央 部 床 面 一 覆 土 下層

頚 部 に 至 る 。 ロ 縁 部 は外 反 し て 開 き ，

端 部 を 面 取 り し て 角 張 らせ て い る。

に 無 文 の 当 て 具 痕 が 残 る 。 普 通

4

高　　　 杯 D 〔10 ．0〕 脚 部 片 。 脚 部 は 柱 状 を 呈 す る 。 裾 部 脚 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 穿 孔 面 ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 8 78　 3 0％　 P L 98

須　 恵　 器 E （10 ．0） は ハ の 字 状 に 開 き ， 端 部 を つ ま み 出

し て い る 。 脚 部 上 位 か ら 中 位 に か け

て 長 方 形 の 透 か し孔 が 3 方 向 空 く。

デ 。 灰 色

普 通

竃 南 側 覆 土 下 層

第180号住居跡（第316・317図）

位置　調査I区，B2bl区。

規模と平面形　西部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸3．28m，短軸（2．0）mであるが，平面

形は方形と思われる。

第316図　第180号住居跡実測図
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主軸方向　〔N－30－E〕

壁　壁高は22～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

璧溝　竃の部分を除き芦壁下を巡っている。上幅12～14C恥　下幅6～8cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚日部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径28～30cmの円形，深さ22～46cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。

囁　北壁中央部に付設されているが，西側は調査区域外である。焚口部から煙道口部までの長さ140cm，両袖

幅（110）cmで，壁外への掘り込みは66cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を

10cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。

袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子を焼土粒子。粘土粒子。砂粒少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
4　黒　褐　色　灰多量，焼士粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

5　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
8　暗　赤　褐　色　焼士粒子・灰中量，ローム粒子・精工粒子・砂粒少量

9　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
10　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
11にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆丑　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

第180号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第317図

1

嚢 A　 2 1．0 体 部上半か ら目線部 にかけての破 目線部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 879　 30％　 P L 99

土　 師　 器 B　 30．8 片。体部は内攣しながら立ち上がる。 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 明赤褐色 中央部床面，

C 〔8．0〕 頸部は くの字状に屈曲する。目線部

は外反気味に開き，端部 をわずかに

つまみ上げている。

き，内面へラナデ。 普通 P l 西側覆土下層

2

杯 A　 13．8 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 目線部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 880　 70％　 P L 99

須　 恵　 器 B　　 4．8

C　　 6．6

り，ロ縁部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持ちへラ削 り。底部

回転へラ切 り後，手持ちへラ削り。

にぷい橙色

普通

竃火床面

3

杯 A 〔14．2〕 平底。体部は外傾 しながら立ち上が 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 88 1　 40％　 P L 98

須　 恵　 器 B　　 4．4

C　　 7．6

り，口縁部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持 ちへラ削 り。底部

回転へラ切 り後，手持ちへラ削 り。

灰黄褐色

普通

P l西側覆土下層

4

杯 A 〔12．6〕 底部一部欠損。平底。体部は外傾 し ロ縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 882　 20％

須　 恵　 器 B　　 4．7

C 〔5．2〕

ながら立ち上がり，目線部に至る。 デ。休部下端手持ちへ ラ削 り。底部

手持ちへラ削 り。

灰黄色

普通

竃火床面

5

甑 A 〔29．6〕 底部一部欠損。底部中央に円形の孔 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。体部外 石英 ・長石 ・雲母 P 88 3　 5 0％　 P L 98

須　 恵　 器 B　 22．5 1 ，周縁に木葉形の孔 4 を穿孔す る 面縦位の平行叩 き，下端横位のヘラ にぷい黄褐色 中央部床面，

C 〔13．4〕 5孔式 と思われる。体部は外傾しな

がら立ち上が り，頚部に至 る。目線

部は外反して開き，端部を面取 りし

て角張 らせている。

削り，内面ナデ。穿孔面へラ削 り。 普通 北壁溝上面，

P l．付近床面～覆土下層

一一一1、一405・一一一1－1－



明　石　遺　跡

′〆完

第317図　第180号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第317図6 鉄　　　 赦 13．5 1．0 0．5 14．2 東壁溝上面 ほぼ完形　 M 45　　 P L l13
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遺物　土師器及びその小破片61点，須恵器及びその小破片44点，鉄鉱1点が出土している。第317図1は土師

器，2～5は須恵器である。覆土下層では，3の杯がPlの西側から壊れた状態で出土している。壁溝では，

東壁溝の上面から6の鉄鉄が出土している。竃では，2の杯が火床面から逆位の状態で，4の杯が火床面から

斜位の状態でそれぞれ出土している。また，1の賓が中央部の床面及びPlの西側の覆土下層から散乱した状

態で，5の甑が中央部の床面，北壁溝の上面及びPl付近の床面から覆土下層にかけて散乱した状態でそれぞ

れ出土している。

所見　本跡は，西部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面及び竃から良好

な状態で遺物が出土している。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることか

ら，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡

の時期は，出土遺物から9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第181号住居跡（第318・319図）

位置　調査I区，A2i3区。

重複関係　本跡が第182号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第182号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸2．66m，短軸2．62mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は12～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10～14cm，下幅6－8cm，深さ2～6cmで，断面形はU字

形をしている。

5

第318図　第181号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。西壁及び北壁寄りの床面を中心に，垂木と思われる炭化材が壁際から中央部に向かうような状

態で遺存していた。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～32cmの円形，深さ18～20cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径16cmの円形，深さ14cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竜　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ82cm，両袖幅96cmで，壁外への掘り込みは

48cmである。燃焼部内には支脚として転用された土師器賓が遺存していた。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築さ

れている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに

外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。

埴土眉解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

3　褐　　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ロー・・．

ロ－

ロー

ム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
ム粒子中量，焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量

0　　　　　　　　5cm

L l　：

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したもの

と考えられる。3層及び2層はローム，焼土及び炭化物の含有状

況から人為堆積と思われる。1層は自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片11点，須恵器の小破片30点が出土し

ている。第319図1は土師器聾で，竃の燃焼部から支脚として転用

された状態で出土している。

第319図　第181号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，一辺が3m未満の小形の住居跡で，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思わ

れる。また，竃の燃焼部からは，嚢が支脚として転用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をう

かがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第181号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第319図 碧 B （9．0） 底部片。平底。体部は外傾しなが ら 体部外面ナデ，下端横位のヘラ削 り， 石英 ・長石 P 88 4　 30％　 P L 99

1 土　 師　 器 C　　 7．4 立ち上がる。 内面へラナデ。底部木葉痕。 にぷい黄橙色

普通

竃燃焼部

竜支脚として転用

第182号住居跡（第320・321図）

位置　調査I区，A2i4区。

重複関係　本跡は第181号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第181号住居跡よりも古い。
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第32図　第柑2号住居跡実測図

0　　　　　　　2m

』こここことニ二二ここここヨ

規模と平面形　北部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸3．12m，短軸（2．2）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－5ローW〕

壁　壁高は26～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅6～8cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径34～38cmの円私　深さ20～44cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径30cmの円形，深さ16cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

第182号住居跡遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器 ’形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 321 図 林 A　 12．6 平底 。体 部 は外 傾 しな が ら立 ち上が 目線 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 885　 100％　 P L 99

1 須　 恵　 器 B　　 4．1

C　　 7．8

り， 口緑 部 に至 る。 デ 。体 部 下端 手持 ち へ ラ削 り。底 部

手持 ちへ ラ削 り。

灰色

普通

西壁 際 覆土上 層

2

杯 A　 13．2 平 底。 体 部下 端 は丸 み を帯 び，外 傾 目 線 郎 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 88 6　 7 0％　 P L 9 9

須　 恵　 器 B　　 4．0

C　　 7 ．6

しなが ら立ち上 が り，口縁 部に至 る。 デ。 体 部下 端へ ラ削 り後 ，ナ デ。 底

部手持 ちへ ラ削 り。

灰色

普通

南壁 溝上 面

3

杯 A 〔12 ．6〕 平底 。 体部 下端 は 丸み を帯 び ，外傾 目線 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 887　 60 ％　 P L 99

須　 恵　 器 B　　 3．6 しなが ら立 ち上 が り， 口緑 部 はわず デ。体 部 下端 へ ラ削 り後 ， ナ デ。底 灰 色 南壁溝 上面

C　　 7．4 か に外 反す る。 部 回転へ ラ切 り後 ，手持 ちへ ラ削 り。 普 通

4

高 台 付 杯 B （2〕1） 底 部 片。 底部 は平底 で ，ハ の字 状 に 底 部回転 へ ラ削 り後 ，高 台貼 り付 け。 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 888　 20％

須　 恵　 器 D 〔 8．0 〕

E　　 O．9

開 く低 い高台 が付 く。 灰 黄褐色

普通

中央部床 面，

P l 上部 覆土 中層

rD

盤 A　 17．2 底 部 は平 底で ，ハ の 字状 に 開 く高台 口 綾 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 88 9　 90％　 P L9 9

須　 恵　 器 B　　 4．0 が 付 く。体 部 は緩 や か に外 傾 しなが デ。 底 部 回転 糸切 り後 ，高 台貼 り付 灰 白色 中央 部覆 土下層 ，

D　　 9 ．8

E　 l．1

ら立 ち上 が り， 目線 部 との境 に稜 を

もつ 。 口縁 部 は外 傾す る。

け。 普通 東壁 際覆 土下層

l一一一一一一409一一一1－－－



明　石　遺　跡
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第321回　第182号住居跡出土遺物実測図

10cm

「一一一一一一一1　－－－－－－－－－－」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第321図 盤 B（3．0）底部は平底で，ハの字状に開く高台体部内・外面ロクロナデ。底部回転石英・長石・雲母 P890　40％　PL99

6 須　恵　器D　lO．6

E　l．2

が付く。休部は壌やかに外傾しなが

ら立ち上がる。

ヘラ削り後，高台貼り付け。 灰色

普通

PZ北側覆土中層

7

蓋 A　ll．4 つまみ部欠損。天井部は笠形である。ロ緑部及び外周部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母 P891　70％　PL99

須　悪　器B（1．6）ロ縁部は短く折り返している。 デ。天井部回転へラ削り。 灰色

普通

南壁際覆土下層，

Pl上部覆土中層

遺物　土師器の小破片50点，須恵器及びその小破片47点が出土している。図示した土器は須恵器である。覆土

上層では，第321図1の杯が西壁際から斜位の状態で出土している。覆土中層では，6の盤がP2の北側から

逆位の状態で出土している。壁溝では，2の杯が南壁溝の上面から壊れた状態で，3の杯が南壁溝の上面から

斜位の状態でそれぞれ出土している。また，4の高台付杯が中央部の床面及びPlの上部の覆土中層から散乱

した状態で，5の盤が中央部の覆土下層及び東壁際の覆土下層から散乱した状態で，7の蓋が南壁際の覆土下

層及びPlの上部の覆土中層から散乱した状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，北部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面から覆土下層に

かけて良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考え

られる。

第183号住居跡（第322・323図）

位置　調査I区，A2i5区。

規模と平面形　北部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸3．24m，短軸（1．3）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－00〕

壁　壁高は16～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅12～14cm，下幅6－8cm，深さ4～6cJnで，断面形はU字形をしている。
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第322図　第183号住居跡実測図

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側にかけて，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は二段掘り込みになりており，上段は径34～42cmの円形，深さ14

～20cmで，下段は径16－18cmの円形，深さ16～40cmで，床面から下段底面までの深さは30～60cmである。Pl

及びP2は規模や配列から主柱穴と考えられる。P3は径30cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に

伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器の小破片4点，須恵器及びその小破片2点が出土

している。第323図1は須恵器杯で，西壁際の覆土下層から逆

位の状態で出土している。

所見　本跡は，北部が調査区域外に延びているため，確認でき

たところが少なく，出土遺物も少なかった。本跡の時期は，出
0　　　　　　　　5cm

「　l　：

土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。　　　第323図　第183号住居跡出土遺物実測図

第183号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第3 23図 杯 A　 ll．6 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体 部内 ・外面ロ タロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 892　 70％　 P L 99

1 須　 恵　 器 B　　 3．8

C　　 7．0

しなが ら立ち上が り，口縁部に至る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底

部回転へラ切 り後，手持 ちへラ削 り。

灰色

普通

西壁際覆土下層

第184号住居跡（第324図）

位置　調査I区，B2j5区。

重複関係　本跡が第177号土坑を掘り込んでいるため，本跡の方が第177号土坑よりも新しい。また，第166・

167号住居，第180号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．66mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は30～38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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明　石　遺　跡

14

第324図　第184号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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壁溝　西壁北側及び北壁下を除き，壁下を巡っている。上幅14～18cm，下幅8～10cm，深さ4～6cmで，断面

形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径34～46cmの円形，深さ12～24C皿で，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P5は径36cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

寵　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ102cm，両袖幅140cmで，壁外への掘

り込みは34cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竜土屑解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
4　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

一一一112　－



7　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

8　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

11暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
12　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

覆土　2層からなる。2層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。1層は自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその小破片13点，須恵器及びその小破片97点，ガラス製丸玉1点が出土している。第325・

326図1～3は土師器，4～10は須恵器である。覆土下層では，1の賓が中央部から正位の状態で出土してい

る。床面では，8の高台付杯が中央部から逆位の状態で，10の盤がP2の西側から正位の状態で，11のガラス

製丸玉がPlとP2の間からそれぞれ出土している。竃では，4の杯が東袖部から斜位の状態で，5の杯が煙

道部と東袖部から壊れた状態でそれぞれ出土している。ピットでは3の嚢がP2の上面から出土している。ま

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

r一一　　　　：　　　一一一　一一」

第325回　第184号住居跡出土遺物実測図（1）
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明　石　遺　跡

た，2の嚢が竃の南側の床面及び中央部の床面から散乱した状態で出土している。その他にも南西部の覆土中

から6の杯，北西区の覆土中から9の高台付杯，中央部付近の覆土中から7の杯（墨書有）がそれぞれ出土して

いる。
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第326図　第184号住居跡出土遺物実測図（2）

第184号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　2cm

・一一1　一一i

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　一特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第325回璽A　23．8平底。体部は長胴形を呈し，最大径ロ緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石 P852　95％　PL99

1
土　師　器B　32．2を中位にもつ。頚部はくの字状に屈郡外両上位ナデ，下位縦位のヘラ磨にぷい橙色 中央部覆土下層

C　　9．2曲する。口緑部は外反気味に開き，

端部をつまみ上げている。

き，内面へラナデ。底部木葉痕。普通

414－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第326図 應：瓦 A　 23．4 底部欠損。体部は長胴形を皇 し，最 口縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 853　70％　 PL 99

2
土　 師　 器 B （30．7） 大径を中位にもつ。頚部は くの字状 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 にぷい褐色 竃南側床面，

に屈曲する。目線部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

き，内面へラナデ。 普通 中央部床面

3

聾 A 〔22．6〕 体部上半か ら口縁部 にか けての破 日縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 P 854 10％

土　 師　 器 B （12．6） 片。体部は内攣しながら立ち上がる。 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 にぷい赤褐色 P 2 上面

頚部は くの字状に屈曲する。 臼縁部

は外反気味に開き，端部をつ まみ上

げている。

き，内面へラナデ。 普通

4

杯 A 〔14．6〕 平底。休部下端は丸みを帯 び，外傾 ［：1縁部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 P 856　30％

須　 恵　 器 B　　 4．6

C　　 8．0

しながら立ち上がり，日縁部に至る。 デ。休部下端へラ削 り後，ナデ。底

部手持ちへラ削 り。

灰色

普通

磁束袖部

5

林 A 〔13．0〕 底部一部欠損。平底。体部は外傾 し 目線 部及び体部内 ・外面ロ クロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 855　30％　 PL lO O

須　 恵　 器 B　　 4．0

C 〔7．8〕

ながら立ち上がり，口縁部に至る。 デ。底部手持ちへラ削り。 黄灰色

普通

電燈道都 ・束袖部

6

l

杯 A 〔13．0〕 底部一部欠損。平底。体部下端は丸 口縁部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 85 7　30％　 PL lOO

須　 恵　 器

l

B　　 4．5 みを帯び，外傾 しながら立ち上がり， デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 灰色 南西区覆土中

C 〔8．4〕 口縁部に至る。
l
部回転へラ切 り。 普通

7

杯 B （1．7） 底部片。平底。体部は外傾 しなが ら 体部内 ・外面ロクロナデ。体部下端 石英 ・長石 ・雲母 P 858　 5％　 PL lOO

須　 恵　 器 C 〔7．0〕 立ち上がる。 手持ちへラ削り。底部手持ちへラ削

り。

灰黄色 覆土中

普通 休部外面墨書 「［］」？

8

高 台 付 杯 A 〔16．8〕 底部は平底で，ハの字状 に開 く高台 口縁 部及び体 部内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 859　70％　 PL lO O

須　 恵　 器 B　　 6．4 が付 く。体部は外傾 しなが ら立ち上 デ。休部下端回転へラ削 り。）底部回 灰色 中央部床面

D　 lO．8

E　 l．3

がり，＝縁部はわずかに外反する。 転へラ削 り後，高台貼 り付け。 普通

9

高 台 付 杯 B （2．0） 底部片。底部は平底 で，ハの字状 に 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 石英 ・長石 ・雲母 P 860　10％

須　 恵　 器 D 〔9．4〕

E　　 O．7

開く低い高台が付 く。 褐灰色

普通

北西区覆土中

10

盤 A 〔19．0〕 底部は平底で，ハの字状 に開 く高台 口縁 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 861 4 0％　 P L 99

須　 恵　 器 B　　 4．1 が付 く。体部は緩やかに外傾 しなが デ。底部回転へラ削 り後，高台貼 り 灰色 P 2 西側床面

D 〔12．4〕

E　 l．1

ら立ち上が り，口縁部との境 に稜を

もつ。ロ縁部は外反する。

付け。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 長 さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第326図11 丸　　　 玉 1．2 1．0 0．3 1．9 青色ガラス P l ・P 2 間床面 Q 31　　　　　　　 PLl12

所見　本跡の遺物としては，判読できないが体部外面に墨書された須恵器杯や，ガラス製丸玉が出土しており，

注目される。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

（2）大形土坑

大形土坑については調査中，土坑（SK）として扱っていたため，その番号も併記しておく。

第瑠号大形丑坑（SK－62）（第327～329図）

位置　調査Ⅲ区，F3bO区。

重複関係　第64e76号住居跡を掘り込んでおり，第64e76号住居跡より新しい。また，第1号方形竪穴状遺構

に掘り込まれており，第1号方形竪穴状遺構より古い。

規模と平面形　径5．50mほどの円形，深さ2．48mである。

壁面　緩やかに外傾して立ち上がり，捨鉢状である。

底面　皿状を皇している。

覆土　8層からなる。ロームe焼土ブロック及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

一一一一……415　－一一



明　石　遺∴跡

第327図　第笥号大形土坑実測図
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第328図　第1号大形土坑出土遺物実測図（1）
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明　石　遺　跡

ミヨ≡芽。

打
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第329図　第1号大形土坑出土遺物実測図（2）

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中屋，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　粘土多量，ローム大ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・粘土・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土中量，ローム大ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土少量

遺物　土師器及びその小破片678点，須恵器及びその小破片86点，灰粕陶器3点，土製品4点，石製品1点，

鉄製品1点，その他に馬歯が出土している。馬歯は原型を留めておらず図示できなかったため写真のみとする。

図示できたものは土師器，須恵器，土製品，石製品，鉄製品のみである。第328・329図1～7は土師器で，8

－14は須恵器，15・16は土製品，17は石製品，18は鉄製品である。1の杯，11の高台付杯は中央部の覆土上層

から，1は正位の状態で，11は逆位の状態で出土している。2・3の賓は南東部の中央付近覆土上層から，2

の嚢は横位の状態で出土している。4の嚢，10の杯，17の双孔円板は覆土中から出土している。5の嚢は北部，

6の嚢と14の地は南東部，13の嚢は中央部のそれぞれ覆土中から出土している。7の甑は中央部の覆土下層

から正位の状態で出土している。8・9の杯は中央部の覆土中層から，8は横位の状態で，9は正位の状態で

出土している。12の嚢は中央部の覆土上層と中層から散乱した状態で出土している。15の置き竃は北部の覆

土中から出土している。16の置き竃は，南部の覆土中から散乱した状態で出土している。18の鉄鉱は中央部の

覆土上層から出土している。馬歯は中央部の覆土中層から出土している。

所見　細片も含め覆土上層及び中層から平安時代の遺物が多く出土している。中央部の覆土下層からは古墳時

代前期から中期にかけての土師器甑が完形で出土しているが1点のみである。古墳時代の遺物は少なく土器細

片とともに須恵器墟片，双孔円板も覆土中から出土しており層位による時期差は見られなかった。近くに古

墳時代の住居跡があることから古墳時代の土器は流れ込みと思われる。平安時代の遺物が集中して出土してい

るため，土器類を投棄するための土坑か，あるいは馬歯が出土していることから祭祀的意味合いを持つ土坑と
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も考えられる。本跡の時期はタ　出土遺物から9健紀後半と考えられる。

第1号太形土坑出土遺物観察衷

図版番号 器　　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 ！ 備　　 考

第328回 杯 B （2腐 底部か ら体部下半にかけての破 片。〕 体部外蘭 ロタロナデ。内面 ロクロナ 離日鋳餞拇 凍鋸抒 P 721　 亜％　 PLlOO

ユ 土　 師　 器 E　　 6．3 平底。休部下端は丸みを帯び，内攣 デ後，横位のヘ ラ磨き。）内面異色処 中央部覆土上層

しなが ら立ち上がる。 理。j 普通

2

悪 A 〔19．4〕 休部上 半か ら日縁 部にかけての破 日縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英茂着受母凍色粒子 P 722　 20％

土　 師　 器 B （12．5） 片。休部は長胴形を皇 し，最大径を 部外 面ナデ，内面へ ラナデ。体部 にぷい橙色 南東部中央付近覆

上位 にもつ。頭部はくの字状に屈曲

する。口縁部は外反気味に開き，端

部はつまみ上げている。

内 や外面とも指頭痕が若干残る。‥う 普通 土上層

聾 A 〔22月〕 体 部上位か ら日録 部にかけての破 臼縁部及び頸部内 ・外面桟ナデ。体 石英 。長石。赤色粒子 P 723　 10％

3

土　 師　 器 B （6．1） 片。頚部はくの字状に屈曲する。口 部外面ナデ，内面へラナデ後，横位 灰黄褐色 南東部中央付近覆

縁部は外反気味に開き，端部はつ ま

み上げている。甑の可能性 も考えら

れる。

のヘラ磨き。内面異色処理。 普通 土上層

4
！ 婆

！土師器

橙 目線部片。日縁部は外反気味に開き，
端部はつまみ上げている。甑の可能

目線部外面積ナデ，内面横ナデ後，
横位のヘラ磨獣　内面黒色処理。

石英・長石が赤色粒子
浅黄橙色

忠 5％

性 も考えられる。 普通

b

婆 B （9．1） 底部か ら体部下半にかけての破 片。 体部下位外面縦位のヘラ磨 き。内面 石英・長石・赤色粒子 P 725　 20％

土　 師　 器 C　　 7．4 平底。体部は外傾して立ち上がる。 へラナデ。底面に木葉痕有 り。 にぷい橙色

普通

北部穫土中

6

襲 B （2．0）

C　　 7．7

底部か ら体部下端 にかけての破片。

休部下端は緩やかに外傾 して立ち上

がる。

底部内面パケ目調整′） 石貯 炭存 霊妙 白色粒子 P 726　 30％

土　 師　 器 浅黄橙色

普通

南東部覆土中

7

甑 A　 19．6 単孔式で，底部は突出する。体部は 汀縁部及び内 や外面横 ナデ。体部内 有薬 ・長有 ㌘728 100％　 PLlOO

土　 師　 器 B　 lO．8 鉢形を皇 し，外傾しなが ら立 ち上が 面ナデ，外商パケ目調整。 にぷい黄橙色 中央部覆土下層

C　　 4．9 る。＝縁部は折 り返 し汀縁で，外魔

して開 く。

普通

8

杯 A　 13．2 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 目線部及 び体部 内 も外面 ロクロナ 有薬 ・長有 ・実母 P 729　 70％　 PL lOO

須　 恵　 器 B　　 3．8

C　　 7．6

り，口嫁部に至る。 デ。休部下端回転へラ削り。底部手

持ちへラ削 り。）

灰色

良好

中央部覆土中層

杯 A 〔13．5〕 平底。体部は外傾 しながら立ち上が ＝縁 部及び体部内 0 外面 ロクロナ 有薬 ・長石 ・実母 P TJO　 60㌦　 PL lOO

9 須　 恵　 器 B　　 4」 りプ　ロ縁部に至る。 デ。）休部下端回転へラ別当㌧ ノ底部手 灰色 中央部覆土中層

C　　 8．5 持ちへラ削り。 良好

第329図 杯 A 〔12．6〕 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 日縁部及 び体 部内 の外面ロクロナ 石英 ∵昆石「 賢母 P 731　 40％　 PLlOO

10 須　 恵　 器 B　　 3．4

C 〔7．6〕

り，［」縁部に至る。 デ。底部回転へラ切 り後，ナデ。 黄灰色

良好

覆土中

高 台 付 杯 A　 lO．2 休部は外傾 して立ち上が り，＝縁部 ＝縁 部及び体部内 0 外面 ロクロナ 石英や長石・白色粒子 P733　 80％　 PL lOO

11
須　 恵　 器 B　　 5．3 に至る。底部は平底で，ハの字状に デ。底部回転へラ削 り後，高台貼付 灰色 覆土上層

第328図 聾

D　　 6．1

E　 13

A　 23．4

開 く高台が付く。 け。高台部内 ・外面ロクロナデ。 普通

体部は外傾 して立ち上がり，最大径 ＝縁部及び頸部内 ・外面横 ナデ。）体 石英 ・長石 0雲母 P 734　 90％　 PLlOO

12

第32 9図

13

須　 恵　 器

整

須　 恵　 器

旭

B　 35．3

C　 15．9

A 〔25ぷ

B （13．8j

B （3．7）

を上位にもち，頚部は くの字状に属 部外面縦位の平行叩き。体部下端斜 灰色 中央部覆土上層 。

曲する。H 縁部は外反して開き，端

部を面取 りして角張 らせている。

位 ・怖位の削 十 良好 中層

体部上半か ら目線部 にかけての破

片。休部は内攣 しなが ら立ち上が り，

L首線部及 び頸部内 の外面横ナデ。休

部外面ナデ，内面へラナデ。）体部下

端横位の削 り。

石英や長石を白色粒子 P 732　 ユ0％

中央部の覆土中灰色

普通最大径を中位にもつ。頭部は くの字

状 に屈曲する。目線部は外反気味に

開き，端部を丸 く収めている。

頚部片。∴頭部はくの字状に夕も傾する。， 頭部下端に櫛歯状工具による波状文 長石 P 735　 20％　 PLlOO

14 須　 恵　 器 が13本施されている。 灰色 南東部の覆土中

良好

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第329図 置　 き　 竃 B （8潮 底部片。底端部は婆の＝縁端部のよ　 体部内 を外面ナデrj　内面に輪積み痕 長石 の赤色粒子 り㌘21 10％　 PL lO9

15 士　 製　 品 うにつまみ出している。）　　　　　　 が残る。′ にぷい橙色 北部の覆土中

普通

・11P



明　石　遺　跡

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第3 29図

16

置　 き　 竃 B （11．5） 休部上端か ら掛 口都にかけての破 掛口部内 ・外面へラ削 り。体部内 ・ 石英・長石・赤色粒子 D P 22　 5 ％　 P L lO9

土　 製　 晶 片。 外面ナデ。内面に輪積み痕。 橙色

普通

南部の覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径（cm ） 厚さ（c m ） 孔径（cm ） 重量（g ）

第329図17 双 孔 円 板 〔3．8〕 0．4 0．3 （3．3） 滑　　 石 覆土中 Q 29　　　　　　　　 P L 1 12

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第3 29図18 鉄　　　 鉄 （5．2） 0．6 0．6 （4．1） 中央部覆土上層 茎部片　 M 34　　　 P L l13

第2号大形土坑（SK－68）（第330・331図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3i6区。

重複関係　第117号土坑に掘り込まれており，第117号土坑より古い。また，第111号住居跡の中央部及び第14

号溝を掘り込こんでおり，これらの遺構より新しい。

規模と平面形　上面径2．60mの円形，深さ1．96mである。形状は深めの括鉢状で，底面に一段の掘り込みを持

っている。底面径65～70cmの円形，深さ40cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸状である。

覆土16層からなる。全体的に，焼土粒子，炭化粒子，ロームブロックを含んでおり，また，不自然な堆積状

況から人為堆積と思われる。

④）

第330図　第2号大形土坑実測図

420

0　　　　　　　　　　　　　　2m

Jl一一一　　I　一一－」



で＿　ノ ∈‾‾‾謬

／

第331図　第2号大形土坑出土遺物実測図

土眉解説

1　暗褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化物・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中・小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化物・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム大・中・小ブロック微量
4　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化物・ローム粒子微量
5　極暗褐色　炭化物・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土中・小ブロック・ローム粒子微量
6　暗褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
8　赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量

9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土粒子微量
13　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
15　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
16　極暗褐色　粘土少量，ローム粒子微量

遺物　土師器及びその小破片413点，須恵器及びその小破片137点，灰粕陶器片4点が出土している。灰粕陶器

は細片のため，図示できたものは土師器と須恵器である。第331図1～6は土師器で，7～14は須恵器である。

1と2の杯は，中央部の覆土中層から逆位の状態で出土している。3の杯は，中央部の覆土中層から正位の状

態で出土している。4の杯は，覆土中から南東部と北西部に散乱した状態で出土している。5の嚢と7の杯は，

中央部の覆土上層から横位の状態で出土している。6の手捏土器は，覆土中から出土している。8の杯と11・

12の蓋は，南東部の覆土中から出土している。9の蓋は，中央部の覆土上層から斜位の状態で，10の蓋は中央

部の覆土中層から逆位の状態で出土している。13の蓋は，北東壁付近の覆土上層から逆位の状態で出土してい

る。14の長頚瓶は，中央部の覆土上層から逆位の状態で出土している。

所見　底面からの遺物はなく，細片も含め覆土上層及び中層から奈良時代の土器が集中して出土しており，層

位による時期差は見られなかった。焼土は中央部分に広がり，覆土中層の8層日に見られた。土器が多く出土
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明　石　遺　跡

していることや，堆積日柄二焼十が見られることから祭祀的意味合いを持つ上坑とも考えられる」1封！肌ま，出

土土器から8世紀前半と考えられる。

第2号太形士坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測凰cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第33 1図 杯 Å　 17．6 丸底。体部は内攣 しながら立ち上が 口縁部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英 の長石 P 220　6 0％　 P L lOO

1 土　 師　 器 B　　 4．6 り，明瞭な稜を経て，目線部は外傾 部外面へ ラ削 り，内面ナデ後，縦位 にぷい橙色 中央部覆土中層

する。〕 のヘラ磨き。 普通

2

土不 A 〔16．6〕 丸底。体部は内攣しながら立ち上が 目線部内 ・外面横ナデ。休部及び底 長石 ・雲母 P 221 4 0％　 P L lOO

土　 師　 器 B　　 3．8 り，明瞭な稜 を経て，目線部は外傾

する。

部外面へラ削り，内面へラナデ。 明赤褐色

普通

中央部覆土中層

3

林 A 〔14．8〕 体部から日縁部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英 ・雲母 P 222　30％

土　 師　 器 B （4．6） 部は内攣 しなが ら立ち上が り，明瞭

な稜を経て，［］縁部は外傾する。

部外面へラ削 り，内面へラナデ。＞ にぷい赤褐色

普通

中央部覆土中層

4

林 A 〔13．3〕 体部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英 ・長石 P 22 3　20％

土　 師　 器 B （3．3） 部は内攣 しながら立ち上が り，明瞭 部外面へラ削 り，内面へラナデ。 橙色 南東部，北東部覆

な稜を経て，口縁部は直立する。 普通 士中

5

婆 B （2．7） 底部から体部下半にかけての破片。 休部外面下位縦位のヘラ削 り。内面 石英 ・雲母 ・赤色粒子 P 224 10％

土　 師　 器 C　　 6．2 平底。休部は外傾して立ち上がる。 ヘラナデ。底部へラ削 り。 にぷい褐色

普通

中央部覆土上層

6

千　　　 捏 A 〔17．0〕 底部か ら口縁部にかけての破片。平 目線部 及び体部 内 ・外面 指ナ デ。 石英・長石・雲訃 赤色粒子 P 225　 30％　 P L lOl

土　 師　 器 B　　 4．3

C　　 6．6

底。体部は外傾しながら立ち上が り，

目線部に至る。

内 ・外面に指頭痕。 にぷい橙色

普通

覆土中

7

棒 A　 14．7 平底。体部は外傾しながら立ち上が L」縁 部及び体部内 さ外面 ロクロナ 石英 の長石 ゆ雲母 ㌘226　7 0％　 P L lOl

須　 恵　 器 ・B　　 4．0

C　 ll．5

り，口縁部に至る。 デ。底部へラ切り後，ナデ。 褐灰色

良好

中央部覆土上層

8

林 A 〔15．8〕 体部から日縁部にかけての破片。体 日縁部及 び体 部内 ・外 面ロク ロナ 石英 6長石 ・雲母 P 2 27 15％

須　 恵　 器 B （3．7） 部は外傾 しながら立ち上が り，＝縁

部に至る。

デ。〕 にぷい黄橙色

普通

南東部覆土中

9

蓋 A　 17．4 天井部一部欠損。天井部は伏せ皿形 目線部及び外周部内 ・外面 ロクロナ 石英 や長石 ・雲母 P 22 8　65％　 P L lOO

須　 恵　 器 B　　 2．3 で，ボタン状のつまみが付 く。口縁 デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ 灰色 中央部覆土上層

F　　 3．4

G　　 O．6

端部には短いかえりが付 く。 接合。つまみ部ロクロナデ。 良好

10

蓋 A 〔16．5〕 天井部及びつまみ一一一一一部欠損。天井部 口縁部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 229　 60％　 P L lOl

須　 恵　 器 B　　 3．3 は伏せ皿形で，ボタン状のつまみが デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ にぷい黄褐色 中央部覆土中層

F　　 3．2

G　　 O．6

付 く。目線端部には短いかえ りが付

く。

接合。つまみ部ロクロナデ。 普通

11

蓋 B （1．8） 天井部片。天井部は伏せ皿形で，ボ 外周部内 ・外面ロクロナデ。天井部 石英 ∵艮石 ・雲母 P 232 15％

須　 恵　 器 F　　 3．0

G　　 O．8

タン状のつまみが付 く。 回転へラ削 り後，つまみ接合。つま

み部ログロナデ。

灰黄色

普通

南東部覆土中

12

13

14

蓋 B （2．1） 天井部片。天井部は伏せ皿形で，扁 外周部内 ・外面ロクロナデ。天井部 石英 e長石 ・雲母 P 2 31 15％

須　 恵　 器

蓋

F　　 3．7

G　　 O．6

B （2．1）

平な擬宝珠状のつまみが付 く。

天井部片。天井部は伏せ皿形で，ボ

回転へ ラ削 り後，つまみ接合。つ ま

み部ロクロナデ。

外周部内 ・外面ロクロナデ。天井部

黄灰色

普通

石英 ・長石・白色粒子

南東部覆土中

P 23 0　30％　 P L lOO

須　 恵　 器

長　 頸　 瓶

F　　 4．8

G　　 O．7

B （3．1）

タン状のつまみが付 く。

底部か ら休部にかけての破片。高台

回転へラ削 り後，つまみ接合。つま

み部ロクロナデ。

体部内 。外面ロクロナデ。底部回転

灰色

普通

石英 ・長石

北東壁付近覆土上層

P 233　 20％　 P L lOO

須　 恵　 器 D　　 9．3 は短く，ハの字状に開 く。平底。体 ヘラ削 り。高台部貼 り付け。（底部内 褐灰色 中央部覆土上層

E　 l．0 部は内攣気味に立ち上がる。 面自然粕） 普通

表3　明石遺跡大形士坑一覧表

士
坑
番
。号

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備考

新旧関係 （古→新）
旧番号

長径纏由）×短径潮目扉 深さ（mj

1 F 3bO － 円　形 5．52×5．48 2．48 緩斜 皿状 人為 嫡 庸 減舶鼠土鮎澤 凱硝　胤 礪 溜鮎磯数 SI64・7→繍 →第1号方形竪穴状遺構 （旧SK62）

2 D 3i6 － 円　形 2．60 ×2．60 1．96 外傾 凹凸 人為 土捕牒鰭 摘締 SB141SIm →本跡→SKl17 （旧SK68）
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（3）士坑

第閥号豊坑（第3328333図）

位置　調査Ⅲ区，F3e6区J

重複関係　第49の59号住居跡を掘り込んでおり，これらの住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸1．64m，短潮級88mの隅丸長方形で，深さ19cmである。

長軸方向　N－8、1－E

壁面　外傾して立ち上がる、＿、

底面　平坦である。

覆蓋　3層からなる。ロームブロックが含まれており，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片3息　須恵器片1息　土製品1息　砥石1点が出土している。第333図1の土製品の置き竃と

2の砥石は，東壁際中央の覆土中層から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

第馴考量坑（第332。333図）

位置　調査Ⅲ区、E3110区。

重複関係　第66077号住居跡を掘り込んでおり，第66e77号住居跡より新しい。

規模と平面形　径0．92mほどの円形と思われ，深さ43cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

尊堂　5層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遣物　土師器片11息　須恵器1点「灰粕陶器1点が出土している。第333図1の須恵器杯は，覆土中から出土

している。

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀後半と考えられる。

第錮考量坑（第332・333図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2h9区。

規模と平面形　径0．74mほどの円形で，深さ13cmであるご

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状を呈している。

覆豊　4層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム大ブロック少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
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第332図　第10・61・84・104・209・222・239・241土坑実測図

遺物　土師器及び土師質土器とその小破片2点が出土している。第333図1土師器杯は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後半と考えられる。

第104号土坑（第332・333図）

位置　調査Ⅱ区の北部，D2a7区。

重複関係　第142号住居跡を掘り込んでおり，第142号住居跡より新しい。また，第141号住居，第105号土坑に

掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　長軸（1．5）m，短軸0．66mの長方形で，深さ23cmである。

長軸方向　N－410－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ロームのブロックが含まれており，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器1点が出土している。第333図1の高台付椀は，南東壁南コーナー寄りの底面から逆位の状態で

出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。
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第翌の9考量坑（第332の333回）

位置　調査II区の北部．C3111区、、

重複関係　第5号溝に掘り込まれており，第5号溝より古い。

規模と平面形　長軸2．03111．虹軸0．68111の隅丸長方形で，深さ13cmである：

長軸方向　N－6、、－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　、上田である、・、

尊堂　3層からなる。ロームブロックが含まれており，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム太p中や小ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量

遺物　土師器とその小破片2点が出土している。第333図1の土師器高台付椀は南西コーナー付近の覆土下層

から斜位の状態で出上している、、

所見　本跡の時期は，出目二器から10世紀前l、トと考えられる√

軌は硝漉威（第332の334回）

位置　調査［区の中央部．I：）3ぐ2区、、

重複関係　第13蝿・住居跡を掘り込んでおり，第139号住居跡より新しい。、また．第223号上坑に掘り込まれて

おり，第223号土坑より古い。

規模と平面形　長軸（1．1）111，虹軸0．95111の隅丸長方形と推定され、深さ13eIllである。

長軸方向　〔N－32。－E〕

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆羞　5層からなる。ローム，焼土及び炭化物のブロック掛粒子が含まれており，不自然な堆積状況から人為

堆積と思われる。

土層解説
1　赤褐色　炭化物・炭化粒子・焼土粒子のローム粒子少量

2　赤褐色　焼土中ブロック0焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　焼土粒子0炭化粒子・ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子のローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片25点，須恵器片3点が出土している。第334図1の土師器甑は，南西壁及び南東

壁際中央の覆土中層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，山上土器から10世紀前半と考えられる。

第調号丑坑（第332。333図）

位置　調査Ⅲ区の「卜央部，D2bO区。

規模と平面形　径0．63111の円形で，深さ15cIuである。．

壁面　外傾して立ち上がる∴

底面11臣医を呈しているニ
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第333図　第10・61・84・104・209・239土坑出土遺物実測図
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SK241

10cm

［　　　i　　　」

第334図　第222・241号土坑出土遺物実測図

覆土　4層からなる。ロームブロックが含まれており，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片36点，須恵器片4点が出土している。第333図1・2は土師器である。1の杯は

南壁中央付近の覆土上層から正位の状態で出土している。2の杯は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

第241号土坑（第332・334図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，C3jl区。

規模と平面形　径1．00mの円形と推定される。

壁面　削平されて，残っていない。

底面　平坦である。

遺物　土師器及びその小破片38点，須恵器10点，灰粕陶器1点，鉄棒1点が出土している。第334図1は土師器

で，2は灰粕陶器である。1の碧は中央部の底面から正位の状態で出土している。2の高台付椀は覆土中から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。
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第柑号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第333図

1

置　 き　 竃 恒 8・9） 体部片。焚口部に沿うと思われる隆 体部内 ・外面ナデ。内面に輪積み痕 石英 ・長石 D P 17　 5 ％　　 P L lO 9

士　 製　 品 苛が付 く。 が残る。 にぷい橙色

普通

東壁中央覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cIn） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第333図 2 砥　　　 石 （12．4） 8．7 4．2 （796．6） 凝　 灰　 岩 東壁中央覆土中層 Q 24　　　　　 P L l12

第61号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第33 3図

1

林 A 〔13．4〕 底部から口縁部にかけての破片。平 目線部及び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P l 12 1　30％　　 P L lOl

須　 恵　 器 B　　3．9 底。体部は外傾しながら立ち上がり， デ。体部下端手持ちへラ削 り。底部 にぷい黄橙色 西部穫土中

C 〔6．0〕 目線部に至る。 手持ちへラ削 り。 普通

第84号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第333図

1

杯 A 〔10．0〕 底部か ら口縁部にかけての破片。平 目線部内 e外面横ナデ。体部外面横 石英・長石・赤色粒子 P llO 1 40％　　 PL lO l

土　 師　 器 B　　3。6 底。体部は内攣 しながら立ち上が り， 位のヘラ削 り，内面へラナデ。底部 にぷい橙色 覆土中

C 〔6．6〕 目線部は直立する。 に木葉痕。 普通 目線部内面油煙付着

第104号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第3 33図

1

高 台 付 椀 B （2．1） 底部片。底部は平底で，ハの字状に 底部回転へラ削 り後，高台貼付け。 長石 ・石英 P lllO　2 0％

土　 師　 器 D　　 7．2 開 く高台が付 く。高台端部の外面が 内面ロクロナデ。高台部内 ・外面ロ にぷい橙色 南東壁南コーナー寄りの底面

E　 l．4 張 り出す。 クロナデ。 普通

第209号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第333図

1

高 台 付 椀 A　 13．6 底部は平底で，ハの字状に開 く高台 口緑部か ら体部外面 ロクロナデ，内 長石 ・石英 P llO 7　95％　　 PL lOl

土　 師　 器 B　　 5．5 が付く。高台端部の内面に段をもつ。 南口クロナデ後，横位のヘ ラ磨 き。 にぷい橙色 南西 コーナー付近壁際

D　　 6．7 体部は内攣 しながら立ち上が り，口 底部回転へラ削 り後，高台貼付け， 普通 の覆土下層

E　 l．1 縁部は外傾する。器形にやや歪みが

ある。

内面へラ磨 き。椀部内面黒色処理。

体部外面に 「万」の墨書あ り。

第222号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第334図 甑 B （14．5） 底部から体部下半にかけての破片。 休部外面縦位の平行叩き，内面桟ナ 長石・雲母・赤色粒子 P llO4　 40％　　 P L lO l

1
土　 師　 器 C　 14．7 底部中央に円形の孔 1 ，周辺に木葉 デ。体部下端外面縦位のヘラ削 り， にぷい橙色 覆土中

形の孔 4 を穿孔する5 孔式。体部下

半は外傾 しなが ら立ち上がる。

内面横ナデ。穿孔面へ ラ削 り。外面

に輪積み痕。

普通

第239号士坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　　　 考

第333図

1

圭不 A　 13．6 平底。体部下端は丸みを帯び，内攣 目線部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P l lO5　80％　　 PL lOl

土　 師　 器 B　　 4．2 しなが ら立ち上がり，口縁部は外傾 デ。体部下端回転へラ削 り。底部回 にぷい橙色 南壁中央付近の覆土上層

C　　 8．6 する。器形に歪みが若干ある。） 転へラ切 り後，手持ちへラ削り。

2 次焼成痕あ り。

普通
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図版番号 器　　 杵 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴
胎土 も色調 も焼成 備　　　　　　　 考

第333図 棒 A 13．6　 平底。体部は内攣 しながら立ち上が　 廿縁部及び体溺外面ロクロナデ言内 長石・雲母・赤色粒子 P llO6　80％　　　 PL lO l

2
土　 師　 器 B　 4．5　 り，目線部はわずかに外反する。　 面ロタロナデ後，横位のへラ磨 きこ にぷい褐色 覆土中

C　 6．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 底部回転へラ切 娠　 内面へラ磨 き。 普通

内面黒色処理。

第別号士坑出土遺物観察表

図版番可 器　 種
計測衝 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 の色調 潮 目　 備　　 考

第334回　　　 婆 B （12．2） 底部から休部中位 にかけての破片。） 体部中位の外面へラナデ言 下半横位 石英 の長石　　　　　 P lユ08　4 ％　 PL 用1

1　　 土　 師　 器 C　　 9．3 体部は球形を呈し，最大径 を中位に

もつ。

のへラ削り言内面へラナデ。） 黒褐色　　　　　　　 中央部の底面

普通

高 台 付 椀 B　 （3．2） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部内 も外面 ロクロナデ。底部回転 石英 e長石　　　　　 P llO9　 5 ％

粕 ：灰黄色　　　　　 覆土中

胎土 ：灰白色

灰 粕 陶 器
2

D　 賂4〕

E　　 O．8

体 部下半は内攣 しなが ら立 ち上が

るご　底部は平底で，低い角高台が付

ヘ ラ切 り後 学　高台貼付け。高台部

内 0外面ロクロナデ，体部 の高台部

く。 内 や外面灰粕施粕。＞ 普通

拍　遺構外出士遺物

今回の調査で撃　表土層撃　遺構確認面及び竪穴住居跡などの遺構覆土中から資　遺構に伴わない奈良の平安時

代の遺物が出土している。ここでは　奈良0平安時代の特徴的な遺物について実測図及び拓影団を掲載し，

解説は一覧表等に記載した。

遺構外出士遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測俄C面 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 0色調 0焼成 備　　　　 考

第335回 杯 Å　 13．9 平底。休部は内攣 しながら立ち上が ＝縁部及び体部外海口クロナデ，内 石英豆討圭赤色粒子 P l149　60％　 P L lO2

1
土　 師　 器 B　　 3．7 り，口縁部は外傾する。 南 口クロナデ後予　横位 のへ ラ磨き。 にぷい黄橙色 第111号住居跡南

C　　 6．4 底部回転糸切 り，内面へラ磨 き。内

面窯色処理。

普通 西部覆土中

2

杯 A　 13．3 底部欠損。休部は内攣しなが ら立 ち 日縁部及び体部外面ロクロナデ，内 石英・長石e赤色粒子 P l150　50％　 P L lO2

土　 師　 器 B （3．7） 上がり言二j縁部は外傾する。） 面ロクロナデ後，横位のへラ磨き。）

内面へラ磨 き。内面異色処理。

灰黄色

普通

Ⅱ区表土中

3

埠 B （3．9） 底部か ら体部にかけての破片。休部 目線部及 び体部外面 ロクロナデ学　内 長石・雲母・赤色粒子 P l153　30％　 P L lO2

土　 師　 器 C　　 8．2 は内攣しながら立ち上がる。 南 口クロナデ後，横位のヘ ラ磨 き。

底部回転糸切 り。＝）内面黒色処理。〕

浅黄橙色

普通

第16号住居跡覆土中

4

杯 A 〔1 1．6〕 体部から目線部にかけての破片。体 口縁部及び体部外南口クロナデ，内 長石 ・雲母・赤色粒子 P l155　 5 ％　 PL lO2

土　 師　 器 B （2．6） 部は外傾 して立ち上が りタ　ロ縁部に 面ロクロナデ。 黄橙色 Ⅱ区表土中

至る。 普通 体部外面墨書

5

杯 A　 13．4 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が ＝縁部 及び体部 内 も外面ロ クロナ 有葉 ・長石 ・実母 P l160　75％　 P L lO2

土　 師　 器 B　　 4．0

C　　 5．8

り，目線部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。〕 にぷい黄橙色

普通

Ⅱ区表土中

6

小　　　　 …L A 〔8．4〕 平底。体部は外傾 して立ち上が り， 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石卦 長石・雲掛赤色粒子 P 1200　50％　 P L lO 2

土　 師　 器 B　 l．9

C 〔5ぷ

口縁部に至る。 デ。底部回転糸切 り。 灰白色

普通

Ⅲ区表土中

7

椀 Å 〔16．6〕 体部か ら目線部にかけての破片。体 甘縁部及び休部外面ロクロナデ。内 長石増録か赤色粒子 P 1157　20％

土　 師　 器 B （3．9） 部は内攣 しなが ら立ち上が り，日経 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。口 にぷい黄橙色 Ⅱ区表土中

部はわずかに外反する。 縁部内面黒色処理。 普通

8

椀 A 〔17．4〕 体部からH 縁部にかけての破片。体 日縁部及び休部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母 P l162 10％

土　 師　 器 B （4詔 部は内攣 しながら立ち I二が り，＝縁 海口クロナデ後夕　横位のヘラ磨 き。） にぷい橙色 Ⅱ区表土中

部は外傾する。 内面異色処理。 普通

9

高 台 付 椀 B （2．7） 底部片。底部は平底で，ハの字状に 底部回転へ ラ削 り後，高台貼付け， 石英・長石や赤色粒子 P l163　20％

土　 師　 器 D　　 8．4

E　 l．4

開 く高台が付 く。 内面へラ磨 き。高台部内 ・外面 ロク

ロナデ。椀部内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

Ⅱ区表土中

・一一然）
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第335図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第336図　遺構外出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第335図

10

高台付椀A〔14．8〕底部は平底で，ハの字状に開く高台口緑部及び体部外面ロクロナデ。内石英・長石・赤色粒子Pl152　60％　PLlO2

土　師　器B　　5．9 が付く。休部は内攣しながら立ち上面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。にぷい黄橙色 I区表土中

D　　7．8

E　l．4

がり，口緑部は外傾する。 底吾β回転へラ削り後，高台貼付け，

内面へラ磨き。椀吾β内面黒色処理。

高台部外面上端に沈線が1条巡る。

普通

11

高台付椀B（2．7）底部片。底部は平底で，ハの字状に底部回転へラ削り後，高台貼付け，長石・雲母・赤色粒子Pl185　20％

土　師　器D　　6．8

E　1．0

開く高台が付く。 内面へラ磨き。高台部内・外面ロク

ロナデ。椀部内血黒色処理。

にぷい橙色

普通

Ⅳ区衷土中

12

高台付椀B（2．5）底部片。底部は平底で，ハの字状に底部回転へラ削り後．高台貼付け，長石・雲母・赤色粒子Pl15120％

土　師　器D　　8．4 開く高台が付く。高台端部の内面に内面へラ磨き。高台部内・外面ロクにぷい黄橙色 Ⅱ区表土中

E　l．3 段をもつ。 ロナデ。椀部内面黒色処理。高台部

外面上端に沈線が1条巡る。

普通

13

小　形　粟A〔12．9〕平底。休部は球形を呈し，最大径を口緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英∵長石・雲母 Pl187　50％　PLlO2

土　師　器B　13．0 中位にもつ。頚部は屈曲して口緑部部内・外面ナデ。休部下端に横位のにぷい黄褐色 第40号住居跡覆土中

C　　7．4 は外反する。端部は外上方へつまみ

上げられている。

ヘラ削り。底部に木葉痕。体部外面

の摩滅が著しい。

普通

14

小　形　褒A〔10．8〕体部は内暫しながら立ち上がり，頸ロ緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母 P1167　20％

土　師　器B（6．5）部はくの字状に屈曲する。口緑部は部外面上位ナデ，下位横位のヘラ削にぷい橙色 Ⅱ区表土中

外反気味に開き，端部をわずかにつ

まみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

15

甑 B（2．8）底部片。平底。体部は外傾して立ち休部内面ナデ。休部下端縦位のヘラ石英・長石・雲母 Pl168　5％

土　師　器C　　6．2 上がる。 磨き。 にぷい橙色

普通

Ⅱ区表土中

16

杯 A〔13．6〕底部からロ緑部にかけての破片。平ロ緑部及び体部内・外面ロタロナ長石・白色粒子 Pl172　20％

須　恵　器B　　3．8 底。休部は外傾して立ち上がり，口デ。休部下端手持ちへラ削り。底部赤灰色 Ⅲ区表土中

C〔8．0〕緑部に至る。 回転へラ切り後，手持ちへラ削り。普通

17

杯 B（3．0）底部から体部にかけての破片。平底。体部内・外面ロタロナデ。休部下端石英・長石・雲母 P1207　20％

須　舌　器C　　6．6 体部は外傾して立ち上がる。 持ちへラ削り。底部手持ちへラ削り。にぷい黄色

普通

I区表土中

18

杯 B（1．2）底部片。平底。体部は外傾して立ち休部下端手持ちへラ削り。底部手持石英・長石・雲母 P1208 10％　PLlO2

須　悪　器C〔7．4〕上がると思われる。 ちヘラ削り。 暗灰黄色

普通

I区表土中

底部外両に墨書

19

蓋 B（1．5）天井部片。扁平な擬宝珠状のつまみ天井部回転へラ削り後，つまみ接合。長石・雲母 Pl173　5％

須　恵　器F　　3．1

G　　O．6

が付く。 つまみ部ロタロナデ。 にぷい黄橙色

普通

Ⅲ区表土中

20

蓋 B（1．5）天井部片。ボタン状のつまみが付く。天井部回転へラ削り後，つまみ接合。石英・長石・雲母 P1174　5％

須　恵　器F　　3．5

G　　O．5

つまみ部ロクロナデ。 灰色

良好

］区表土中

21

董 B（1．3）天井部片。ボタン状のつまみが付く。天井部回転へラ削り後，つまみ接合。石英・長石・雲母 Pl175　5％

須　恵　器F〔3．3〕

G（0．5）

つまみ部ロタロナデ。 灰白色

普通

Ⅱ区表土中
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明　石　遺　跡

岡 版 番 号 器　　 種 計測 倒 cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 33 5図 蓋 F　　 2 ．8 ボ タ ン状 の つ ま み 部 片 。 つ ま み 郭 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・雲 母 P l176　 5％

22 須　 恵　 器 G （ 1．0） 灰 色

良 好

Ⅱ 区 表 土 中

23

高　　　 上不

須　 恵　 器

B （9，4）

E （8，0）

脚 部 片 。 脚 部 は 柱 状 を呈 す る 。 脚 部 ロ ク ロ ナ デ 。， 石 英 ・長 石

青 灰 色

良 好

P l177　 20 ％

Ⅲ 区 表 土 中

24

長　 頸　 瓶 A 〔 5．0 〕 頸 部 か ら 目 線 部 に か け て の 破 片 。 頸 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 P l18 0　 5 ％

須　 恵　 器 B （2．6 ） 部 は 直 立 す る 。 口 縁 部 は 外 反 し ， 端

部 を わ ず か に つ ま み 上 げ て い る 。

デ 。 内 ・外 面 に 自 然 寒由。 灰 黄 褐 色

普 通

Ⅲ 区 表 土 中

25

長　 頸　 瓶 B （4．2 ） 頚 部 片 。 頚 部 は や や 外 傾 し て 立 ち 工 頚 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 灰 粕 を 施 長 石 P l 18 2　 5 ％

灰 粕 陶 器 が る 。 柚 。 灰 白色

良 好

Ⅱ区 表 土 中

砥 石 転 用

26

高 台 付 椀 B （ 1．1） 底 部 片 。 底 部 は 平 底 で ， 直 線 的 に 開 底 部 回 転 へ ラ 削 り 後 ， 高 台 貼 付 け ， 長 石 P l 18 1　 5％

灰 粕 陶 器 く と 思 わ れ る 高 台 が 付 く。 内 面 ロ ク ロ ナ デ 。 高 台 部 内 ・外 面 ロ

タ ロ ナ デ 。 灰 粕 を 施 紬 。

灰 白 色

良 好

Ⅱ区 表 土 中

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第3 36図 置　 き　 竜 A 〔28 ．9〕 体 部 上 端 か ら 掛 目 部 に か け て の 破 掛 目 部 内 ・外 面 へ ラ 削 り 。 休 部 内 面 石 英 ・長 石 ・赤色 粒 子 D P 18　 5％　 P L lO9

27 土　 製　 品 B （4 ．4） 片 。 休 部 か ら や や 内 傾 し て 焚 口 都 に

至 る。

縦 位 の ヘ ラ ナ デ ， 外 面 へ ラ 削 り。 に ぷ い 橙 色

普 通

Ⅲ 区 表 土 中

28

置　 き　 範

士　 製　 品

B （9 ．7） 焚 日 部 に 沿 う隆 管 部 片 。 隆 帯 内 ・外 面 ナ デ 。 石 英 ・長 石

に ぷ い 褐 色

普 通

D P lO5　 5％　 P L lO9

Ⅲ区 表 土 中

29

置　 き　 電 B （8 ．3） 体 部 上 端 か ら 掛 口 郡 に か け て の 破 掛 口 部 内 ・外 面 へ ラ 削 り。 体 部 内 面 石 英 ・長 石 D P lO3　 5％　 P L lO9

土　 製　 品 片 。 休 部 か らや や 内 傾 して 掛 H 部 に ナ デ ， 外 面 へ ラ 削 り。 内 面 に 輪 積 み にぷ い 褐 色 Ⅲ区 表 土 中

至 る 。 休 部 上 端 に把 手 が 付 く。 疾 。 普 通

30

置　 き　 電 B （5．7） 体 都 上 端 か ら 掛 口 部 に か け て の 破 掛 □ 部 内 ・外 面 へ ラ 削 り。 休 部 内 面 石 英 ・長 石 ・白色 粒 子 D P lO4　 5％　 P L lO9

土　 製　 品 片 。 休 部 か ら や や 内 傾 し て 甚トロ 部 に ナ デ ， 外 面 へ ラ 削 り。 内 面 に 輪 積 み 橙 色 Ⅱ 区 表 土 中

至 る 。 艇 。 普 通
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6　中・近世の遺構と遺物

今回の調査で，中世の方形竪穴状遺構2軒，土坑3基，掘2条，溝8条を検出した。以下，検出した遺構

と遺物について記載する。

なお，方形竪穴状遺構は調査中，住居跡（SI）・土坑（SK）として扱っていたため，その番号も併記

しておく。

（1）方形竪穴状遺構

第1号方形竪穴状遺構（SI－63）（第337図）

位置　調査Ⅲ区，F4bl区。

重複関係　第1号大形土坑を掘り込んで構築されており，第1号大形土坑より新しい。

規模と平面形　東部が調査区域外に延びており，検出できたのは南北3．90m，東西五7）mであるが，平面形は

方形か長方形と思われる。

壁　壁高は8～14cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

二平二二二∃
5

且「『－」

0　　　　　　　　　　5cm

こ　］

第337図　第1号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

ぽッ紅　5か所（Pl～P5）。Pl～㌘3は径22～24cmの円形　深さ柑～鋼cmで　規模や配列から主柱穴と

考えられる。P射ま径18cmの円私　深さ15cmであり，P5は長径30cm，短径24cmの楕円形で，P4及びP

5とも性格は不明である。

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる、、．

土層解説

1　暗褐色　ローム太ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片6点，須恵器片自転　土師質土器片2点，陶器1息　磁器上島　古銭1点が出土している。第

337図1の白磁高台付椀は覆土中から出土している。2の元祐通欝は，PlとP3の中間の覆土下層から出土

している。

所凰　本跡は，東部が調査区域外に延びているため，検出できた範囲が狭い。出土遺物は全体的に少なく，覆土

中から出土している土師器や須恵器の破片は流れ込みと思われる。本跡に伴うと考えられる白磁高台付椀は中

国南部で焼かれたものと思われる。本跡の時期は，出土遺物及び遺構の形状から13世紀代と考えられる。

第1号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値如） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第337図 高 台 付 椀 B （2．2） 休部片。体部は内攣しなが ら立ち上 体部内 ・外面 ロクロナデ。白磁。 黒色粒子 P 720　 5％　 P L lO2

1
磁　　　 器 がる。 胎土 ：灰白色

粕　 ：白磁

良好

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

初鋳年代 （西暦） 備　　　　　 考
径 （cm ） 孔 （cm ） 厚さ（cm ） 重さ（g ）

第337図 2 元 祐 通 賓 2．5 0．7×0．7 0．1 2．8 P l ・P 3 間の覆土下層 北宋 （1086年） M 33　　　　　　　　　 PL l14

第2号方形竪究状遺構（SK－131）（第338図）

位置　調査Ⅲ区の南部．E3b5区。、

重複関係　第125号土坑に掘り込まれており，第125号士坑より古い。また，第126e132号士坑を掘り込んでお

り，これらの土坑より新しい。　　　　　　　　　　　　＼、

規模と平面形　南北3．10m，東西（3．0）mであり，平面形は方形である。

壁　壁高は28～32cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　2か所（Pl e P2）。］PlとP2は重複しており，Plは長径50cm，短径45cmの楕円形，深さは

45cmである。また，P2は径30cmの円形，深さ12cmである。規模や配列からPlは主柱穴と考えられ，P2

はPlの抜き取り痕と考えられる。

啓豊　5層からなる。ブロック状の堆積状況とロームブロックの含有量が多いことから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム太ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
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第338図　第2号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

遺物　土師器片85点，須恵器片42点，青磁片1点が出土している。第338図1の青磁櫛掻文椀は覆土中から出

土している。

所見　出土遺物には土師器や須恵器の破片も含まれているが，流れ込みと思われる。本跡に伴う青磁櫛掻文碗

は同安窯系（現在の中国福建省）のものと思われる。本跡の時期は，出土遺物及び遺構の形状から13世紀代と

考えられる。

第2号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第338図 櫛 掻 文 椀 A 〔15 8〕 休部片。休部は内野 しなが ら立ち上 体部内 ・外面 ロクロナデ。休部外面 胎土 ：オリーブ黄色 P llO2　 5％　 P L lO l

1 磁　　　 器 B （2．8） がる。 櫛掻文，内面文様不明。青磁。 粕　 ：青磁

良好

覆土中

表4　明石遺跡方形竪穴状遺構一覧表

遺
構
番
号

位置 主軸方向 平面形
規模（m ）

（南北×東西）

壁高

（cm ）
床面

内部施設
覆土 出　　 土　　 遺　　 物 時期

備　　 考

新旧関係 （古→新）
旧番号

主柱穴貯蔵穴 ピット

1 F 4 bl 〔方形〕 3．90×（1，7） 8～14 平坦 3 － 2 自然 土師器，須恵器，白磁（高台付椀），古銭（元祐通賓）中世 第1号大形土坑→本跡 （旧SI63）

2 E 3b 5 － 〔方形〕 3．10 ×（3．0） 28～32 平坦 1 － 1 人為 土師器．須恵器，青磁 （櫛掻文椀） 中世 SK126・132→本跡→SK125 （旧SK131）

（2）土坑

第15号土坑（第339・340図）

位置　調査Ⅲ区，F3b6区。

重複関係　第58・59号住居跡を掘り込んでおり，これらの住居跡より新しい。
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明　石　遺　跡

規模と平面形　長律1．吏）111，短律1．15nlの楕円形で－　深さ1（うし、Illである、

長径方向　N－65∴∴Ⅳ

壁面　ほぼ垂l勘二立ち上がる、、

底面、仁田である、、

覆土　5層からなる。．不自然な堆積状況をしており，人拗‘軒債と思われる、、

土層解説

1　黒褐色　ローム太・小ブロックもローム粒子少量，廃土粒子微量

2　暗褐色　ローム太。小ブロックのローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多義，ローム太の小ブロック少量

4　暗褐色　ローム大き小ブロック。ローム粒子少量芦　廃土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太0小ブロック少量

遺物　土師質土器　点及び陶器接点が出土している。第凱囲　～　は土師質土器でタ　～　ほ常滑の陶器で

ある。1の皿と後の杵持鉢は中央部の底面から，1の皿は逆位の状態で芦　4の片口鉢は横位の状態でそれぞれ

出土している。203の軋　5の片口鉢タ　7の聾はそれぞれ覆土中から出土している。6の聾は北壁寄りから

斜位の状態で，底面から出上している、一、8の砥石は北壁付近の覆上上層からIl十l二している．、、

所見　本跡の時期は，出上遣物から13世紀代と考えられる、

笠鳥－ト二l言．1’′黒　∴：lいく

位置　調査III区，F3し7区、・

重複関係　第3号溝を掘り込んでおり、第3揖拝より新しい。、

規模と平面形　長径1十1111．短律0甘－1111の楕円形で，深さ1五111である、＿、

長径方向　N－69、．－Ⅵ’

壁面　外傾して立ち上がる、一一、

底面　辛」月である。

覆土　3屑からなり，l′1然堆積と思われる、、

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　　ローム粒子多量

遺物　土師器片温点夕　土師質土器1点が出土している。第封図　の土師質土器皿は　中央部の覆土上層から

逆位の状態で出上している、、

2m

第3罰図　第蟻◎2　の柑号土抗実測図
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所見　土師器片は流れ込みと思われ，本跡の時期は，出土土器から13世紀代と考えられる。

第189号土坑（第339・340図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，D3d4区。

規模と平面形　長径1．53m，短径0．68mの楕円形で，深さ14cmである。

長径方向　N－420－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。底面の南壁中央部にPl，南東壁際にP2が存在している。ピットは径24～27cmの円

形，深さ5～10cmである。

覆土　3層からなる。ロームブロックの含有量が比較的多いことや不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

‾、．二：二Il⊇／・：

∈≡⊆≧ク

クグ

∠グ

10cm
SK189

第340図　第15・23・189号土坑出土遺物実測図

SK15
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明　石　遺∴跡

土層解説
1　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ローム太・中・小ブロック少量
3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　陶器片1点，鉄製品主立が出土しているこ、第340図1の鉄釘は南西壁寄りの覆土中層から手I十上している．

所見　本跡は，上坑の形態．覆土の堆積状況から土坑墓の可能性も考えられるご　時期は出土陶器から15～16世

紀と思われ，2か所のピットのうち南壁中央部の1か所は卒塔婆あるいは墓標を立てた穴とも考えられる。

第15号士坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第340図 皿 A 〔11．4〕 底部か ら口縁部にかけての破片。底 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面横 長石 ・白色粒子 P lll1 50％　 P L lO2

1
土師質土器 B　　 3．9 部は丸底で，体部は内攣しなが ら立 位のヘラ削 り，内面横 ナデ。体部下 橙色 中央部底面

ち上が り，目線部との境 に弱い稜を

もつ。日縁部は外傾する。

端及び底部外面横位のへラ削 り。 普通

2

皿 A 〔1 1．6〕 底部から口縁部にかけての破片。底 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石 ・赤色粒子 P ll12　40％

土師質土器 B （3．3） 部は丸底で，休部は内攣 しなが ら立 位のヘ ラ削 り，内面横ナデ。体部下 にぷい橙色 穫土中

ち上が り，目線部との境に弱い稜 を

もつ。目線部は外傾する。

端及び底部外面横位のへラ削り。 普通

3

小　　　 皿 A 〔8．2〕 底部から口緑部にかけての破片。底 ロ縁部及び体部内 ・外面横ナデ。体 石英・赤色粒子・白色粒子 P ll13　30％

土師質土器 B　 l．8 部は平底で，体部は内傾 しながら立 部外面下端指ナデ。休部内面に指頭 橙色 覆土中

C　　 4．7 ち上が り口縁部に至る。 痕。 普通

4

片　 口　 鉢 Å 〔26．6〕 体部か ら目線部にかけての破片。体 口縁部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英・長石・白色粒子 P ll14 10％

陶　　　 器 B （8．1） 部は外傾して立 ち上が り，日縁部に デ。 灰色 南部底面

至る。日縁端部は肥厚 し，一条の洗

練が巡る。

普通 常滑 5 型式段階

5

片　 口　 鉢 A 〔32．0〕 体郡上半か ら目線部 にか けての破 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 有薬・長有 ・白色粒子 P ll15　 5％

陶　　　 器 B （5．7） 片。体部は外傾 して立ち上がり，日 デ。 灰色 覆土中

縁部に至る。日縁端部は肥摩する。 普通 常滑5 型式段階

6

嚢 B （5．3） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部内 ・外面へラナデ。 石英・長石・白色粒子 P ll16　 5％

陶　　　 器 C 〔17．8〕 休部は外傾して立ち上がる。 黄灰色

良好

北東壁寄 りの覆土

下層

7

襲 B （8．8） 体部片。 平行線や放射線が上下 2 段に組み合 石英・長石・白色粒子 T P 502　5％　 P L lO7

陶　　　 器 わされた押印文を施している。 胎土 ：にぷい黄褐色

外面 ：にぷい褐色

良好

覆土中

常滑

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第340図 8 砥　　　 石 （7．7） 7．4 3．9 （229．2） 多孔質安山岩 北東付近の覆土上層 Q 25　　　　　　　　 PL l12

第23号士坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測凰cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第340図 小　　　 皿 A　　 7．9 底部は平底で，体部は内攣しなが ら 目線部及び体部内 ・外面横ナデ。体 長石 ・赤色粒子 P ll17　90％　 P L lO2

1 土師質土器 B　 l．9

C　　 4．4

立ち上が り，口緑部との境 に弱い稜

をもつ。口緑部は直立する。

部下端及び底部横位のへラ削り。 橙色

良好

中央部覆土上層

第189号士坑出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第3 40図 1 鉄　　　 釘 （4．8） 0．8 0．6 は5） 南西壁寄 りの覆土中層 M lO I　　　　　　　　 PL l 13
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（3）掘

今回の調査で，東西に延びる堀2条を検出した。堀は2条とも平行に延びている。以下，それぞれの特徴

と出土遺物について記載する。

なお，堀は調査中，溝（SD）として扱っていたため，その番号も併記しておく。

第瑠号堀（SD－1）（第341図e付図）

位置　調査Ⅳ区，F3jl～F4g2区。

重複関係　第42・43845・47号住居跡，第1号陥し穴を掘り込んでおり，これらの遺構より新しい。

規模と形状　東及び西側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，東から西へ延び，検出された長さは

3工6mである。上幅2．80～4．60m，下幅0．60～0．80m，深さ70－125cmである。断面は逆台形であり，底面はほぼ

平坦である。

方向　F4g2区から西（N－720－E）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く。

覆土　6層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
6　黒褐色　粘土粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師質土器3点，陶器2点，石製品1点が出土している。土器類はいずれも細片のため，図示できるも

のはない。

所見　本跡は，舌状台地の先端部を横切る堀であるが，性格は不明である。時期は規模や形状（箱薬研堀）か

ら15～16世紀と考えられる。

第341図第1◎2号堀実測図
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明　石　遺　跡

第2号堀（SD－2）（第341図巨付図）

位置　調査Ⅳ区，F3h5－F4f2区。

重複関係　第43・45－47850e52・53e57・88号住居跡を掘り込んでおり，これらの遺構より新しい。また，

第3号士坑に掘り込まれており，第3号土坑より古い。

規模と形状　東及び西側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，東から西へ延び，検出された長さは

31．6mである。上幅3．40－4．60m，下幅0．20－0．40m，深さ110～140cmである。断面はV字形であり，底面はや

や凹凸である。

方向　F4f2区から西（N－720－E）にほぼ直線的に延び，さらに調査区城外に続く。

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　炭化物・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，粘土中・小ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ロ・－ム大ブロック・粘土粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・粘土小ブロック・ローム粒子・粘土粒子多量，ローム中ブロック・粘土中ブロック中量，

ローム大ブロック・粘土大ブロック・粘土粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は舌状台地の先端部を横切る堀で，調査区域境の土層断面の観察から第1号堀より新しいと思われ

る。時期は規模や形状（薬研堀）から15～16世紀と考えられるが，埋まり切らず，現在まで地割りに合う溝と

しても使用された可能性がある。

（4）溝

溝の平面図は，付図に示す。なお，第1巨21号溝については遺物出土状況の部分図を掲載する。

第3号溝（第342。344図e付図）

位置　調査Ⅲ区，E3g7～F3f8区。

重複関係　第53。61e68－70e80号住居跡を掘り込んでおり，これらの住居跡より新しい。また，第14e23。

39号土坑に掘り込まれており，これらの土坑よりも古い。

規模と形状　北は第80号住居跡内から南は第53号住居跡内へ延び，検出された長さは35．4mである。上幅0．60

～工00m，下幅0．30－0．60m，深さ8－18cmである。断面はU字形であり，底面はほぼ平坦である。

方向　F3g7区の第80号住居跡付近から南（N－70－W）にやや蛇行しながら延び，第53号住居跡内に続く。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

遺物　土師器及びその中破片が38点，須恵器片1点，土師質土器片2点が出土している。第344図1の土師器

ミニュチュア土器は覆土中から出土している。

所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遺物は細片で少なく，時期を限定することは困

難であるが，中世の土器が出土していることや規模や形状などから13世紀代のなんらかの区画溝と考えられる。

ll一一440一一一、一一一‥



第堵号溝（第342昏344図e付図）

位置　調査Ⅱ区の中央部～南部，E3b2～D3C5区。

重複関係　第3e4e9～11e15elO4el16－119号住居跡，第14号溝を掘り込んでおり，これらの遺構より

も新しい。また，第116号士坑に掘り込まれており，第116号土坑より古い。

規模と形状　北東は調査区城外から南は第4弓5elO4号住居跡内に続くため規模は不明であるが，北東から

南へ延び，検出された長さは32．8mである。上幅0．80～1．60m，下幅0．40～1．40汀㌦　深さ12－22cmである。断面

は緩やかなU字形であり，底面はほぼ平坦である。

方向　D3b2区から南（N－220－E）にほぼ曲線的に延び，第4e15。104号住居跡内に続く。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム少ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその破片245点，須恵器片41点，土師質土器片2点，陶器片3点，鉄製品1点が出土してい

る。第344図1は土師器相で，第4号住居跡付近の覆土下層から逆位の状態で出土している。2の須恵器埠と

3の陶器小椀は，覆土中から出土している。4の鉄鎌は，第118号住居跡との境の覆土中層から出土している。

所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遺物は細片で少なく，時期を限定することは困

難であるが，近世の陶器が出土していることから，18～19世紀のなんらかの区画溝と考えられる。

第柑考溝（第342e344図。付図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2dO～C2hO区。
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明　石　遺　跡

重複関係　第9号溝に掘り込まれており，第9号溝よりも古い。また，第96号土坑，第11号溝を掘り込んでお

り，これらの遺構より新しい。

規模と形状　北は調査区域外から南はC2hO区になるため規模は不明であるが，北から南へ延び，検出された

長さは15．4mである。上幅1．00－1．40m，下幅0．30～0．90m，深さ18－22cmである。断面は緩やかなU字形であ

り，底面は平坦である。

方向　C2dO区から南（N－10－W）にほぼ直線的に延びている。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片16点，須恵器片3点，陶器片2点，鉄製品1点が出土している。第344図1の刀子は覆土中か

ら出土している。

所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遣物は細片で少なく，時期を限定することは困難

であるが，近世の陶器が出土していることや規模や形状から，18～19世紀の畑作に関係する溝と考えられる。

第椚号溝（第343図e付図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2h6～C2eO区。

重複関係　第146－149．154号住居跡を掘り込んでおり，これらの住居跡よりも新しい。また，第10。12号溝

に掘り込まれており，これらの溝より古い。

規模と形状　第10号溝に掘り込まれたところから南西の調査区域外に延びているため規模は不明であるが，東

から西へ延び，検出された長さは19．6mである。上幅1．20－2．20m，下幅0．40～1．80m，深さ18～29cmである。

断面は緩やかなU字形であり，底面は平坦である。

方向　C2eO区から南西（N－620－W）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片29点，須恵器片33点，土製品1点が出土している。第343図1の須恵器高塚は，重複している

第148号住居跡付近の覆土下層から横位の状態で出土している。・2の土製品鍔掛けは覆土中から出土している。

所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。18－19世紀の土製品が出土していることや規模と形状から

本跡は近世のなんらかの区画溝と考えられる。

第11号溝出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測俄 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第34 3図

1

高　　　 杯 A 〔20．6〕 杯部。体部は内攣 しなが ら外方に開 目線部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P l126　25％　 P L lO2

須　 恵　 器 B （3．9） き，口緑部はやや外反 し，端部は直 デ。体部外面に他の須恵器片が付着。 褐灰色 覆土中

立する。器形の歪みが著しい。 器面に白色のセルロウス系接着剤状

の吹き出し有り。

普通 第 148号住居跡付近，

覆土下層
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第343図　第11号溝・出土遺物実測図

0

⊆＝†「二手
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図版番号種　　別
計　　　　　測　　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考
外径（cm）内径（cm）厚さ（cm）重量（g）

第340図1鍔　掛　け〔23．0〕〔15月〕 1．8 （44．7）覆土中 DP113刻書「五」　PLlO9

第12号溝（第342・344図・付図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2d8～C2g8区。

重複関係　第150号住居跡，第11・21号溝を掘り込んでおり，これらの遺構より新しい。

規模と形状　北は調査区域外から南はC2g8区になるため規模は不明であるが，北から南へ延び，検出された

長さは13．4mである。上幅0．80～1．80m，下幅0．40～1．10m，深さ16～18cmである。断面は緩やかなU字形であ

り，底面は平坦である。

方向　C2d8区から南（N－00）にほぼ直線的に延びている。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

ー443－



明　石　遺　跡

土層解説

1　暗褐色　ローム太ブロックelブーム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量

遣物　日抽器弔一29点，須恵器片13点。上師質十器2点∴甘器片上軋　磁器片2点∴古銭1点が出上しノている、、

第ふH図1の磁器IllLは本跡と重複している第150号住居跡付近の覆士中から出上している、2の電永通賞は覆上

申から出上している。、

所見　土師器片，須恵器片学　磁器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遺物は細片で少なく，時期を限定する

ことは困雉であるが，近世の陶器が出上していることや規模や形状から．本跡は．18、つ〔川摘己の畑作に関係する

溝と考えられる。

第稲越考湧（第342e344回ゆ付図）

位置　調査Ⅳ区．F4112、（主If井上

重複関係　第27030の41号住居跡を掘り込んでおり，これらの住居跡より新しい。

規模と形状　北はF・′1112区から廷びて言海の調査区域外で検出できなくなるため規模は不明であるが．北から

南へ廷び，検出された長さは33．1111である：．「血iO．5O、1．20111．卜幅0．30、0．80111．深さ16、89cmである。I柚llf

はU字形であり，底面は平坦である。

方向　G L′‖12区から南（N－18し、－Ⅵ’）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く、、、．

覆土・月再からなり，自然堆積である、、1

土層解説
1　暗視色　ローム粒J’・・粘回I量．焼日章「微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，粘土少量，焼士粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量学　粘土少量

4　褐　色　粘土多量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片3点，須恵器片1点，瓦質土器1点，陶器2点，磁器1点，土製品1点が出土している。第

344図1の陶器椀と2の磁器椀は覆土中から出土している。

所凰　土師器片，須恵器片，磁器は流れ込みと思われる。本跡に伴う遺物は少なく，時期を限定することは困

難であるが，近世の陶器が出土していることから，本跡は18～19世紀のなんらかの区画溝と考えられる。

第調号溝（第342e344図6付図）

位置　調査　区　B封～C3C区。

重複関係　第16お力骨吊跡を堀り込んでおり，第162号住居跡よりも新しい、、

規模と形状　北及び南側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，北から商へ延び，検出された長さほ

＿11．6111である，∴　上張iO．60～0．80111∴下幅0．10、0．30m．深さ36・～38cmである：断面はU字形であO．底面は平Ⅲ

であるl、

方向　C3jl区から南（N－70－W）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域夕机こ続く。

覆丑　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　黒褐色

6　暗褐色

ローム太ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量
ローム粒子中量
ローム粒子中量
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第344図　第3・4・10・12・16・20号溝出土遺物実測図

遺物　土師器片4点，土師質土器片1点，陶器1点が出土している。第344図1の陶器灯明皿は本跡と重複し

ている第162号住居跡付近の覆土中から出土している。

所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遺物は細片で少なく，時期を限定することは困

難であるが，近世の遺物が出土していることから，本跡は18～19世紀のなんらかの区画溝と考えられる。

第3号溝出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 344 図 ミニチュア土器 B （ 1．5） 底 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 休 部 外 面 指 ナ デ 。 外 面 に 指 頭 痕 が 残 石英 ・長石・雲母 ・白色粒子 P l122　 80 ％　 PL lO2

1 土　 師　 器 C　 1．4 平 底 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が

る 。

る 。 内 面 縦 横 に パ ケ 目調 整 。 オ リー ブ 黒

普 通

覆 土 中

第4号溝出土遣物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 344 図 瑚‘ B （ 3．2） 底 部 か ら体 部 片 。 底 部 は 中 央 が 小 さ 体 部 外 面 斜 位 の ヘ ラ 磨 き， 内 面 ナ デ 。 石英・雲母・白色粒子・赤色桂子 P l123　 40％　 P L lO2

1 土　 師　 器 C　 l．8 く 凹 む 丸 底 で あ る 。 休 部 は 内 増 し て

立 ち 上 が る 。

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

覆 土 下 層

2

杯　　　 身 A 〔7．8〕 底 部 か ら 受 け 部 に か け て の 破 片 。 丸 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ。 石 英 ・長 石 P l124　 5 ％

須　 恵　 器 B （ 1．9） 底 。 休 部 は 内 暫 し な が ら 立 ち上 が り，

受 け 部 に 至 る 。

黄 灰 色

良 好

覆 土 中

3

小　　　 椀 A 〔6．0 〕 底 部 か ら 口 緑 都 に か け て の 破 片 。 断 口 縁 部 か ら 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 P 1125　 5％　 P L lO2

陶　　　 器 B　　 3．2 面 三 角 形 の 高 台 が 付 く。 休 部 は 中 位 デ 。 底 部 は 削 りだ し高 台 。 ロ 緑 部 及 胎 土 ：灰 黄 色 覆 土 中

D 〔3．0 〕

E　　 O．7

に 稜 を 有 し， 内 し て 立 ち 上 が り． 口

緑 部 は ほ ぼ 直 立 す る。

び 体 部 内 ・外 面 灰 粕 を 施 粕 。 粕 ：灰 自

良 好

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（c m ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第344図 4 鉄　　　 鎌 （7息） 7．0 0．8 （39．0） 第 118号住居跡 との境の覆土中層 M lO 2　　　　　　　　 PL 114
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第路骨藩出土遺物観察表

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量豆 ）

第344図 1 刀　　　 子 （、5．5） 1．7 0．4 （13．5） 覆土中 茎部片　 M lO3　　　 P L l13

第は皆清出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測俄cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第343図

1

皿 B （2．7） 底部か ら口縁部にかけての破片。底 体部内 0外面 ロクロナデ。削 りだし 長石 P l128　3 0％

磁　　　 器 E （0．2） 部は平底で，高台部…一部欠損。体部 高台。体部内 ・外面及び底部内面透 胎土 ：明青灰 第150号住居跡付近

は内攣しながら立ち上がる。 明和施粕。 粕　 ：透明

良好

覆土中

肥前系

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 士　 地　 点 初鋳年代 （西暦） 備　　　　　 考
径（cm ） 孔（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第344図 2 寛 永 適 賓 2．4 0．6×0．6 0．1 （1の 覆土中 寛文八年 （1668年） M lO4　江戸亀戸所鋳鉄　PLl14

第蟻号藩出土遺物観察表

図版番号 器　　 楯 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第344図

1

椀 B　 2．0 底部片。平底。断面逆台形の高台が 底部内面ロクロナデ。削 りだし高台。 砂粒 ・長石 P l146　 5％

陶　　　 器 D 〔5．4〕

E　 O．9

付 く。 底部内面鉄布施粕。 胎土 ：浅黄橙色

和［ ：褐色

良好

覆土中

瀬戸 ・美濃系

2

椀 A 〔8．4〕 底部か ら口縁部にかけての破片。ラ　平 底部回転へラ削 り。日縁部及び体部 長石 P l14 7　40％　 P L lO2

磁　　　 器 B　 4．1 底。休部は直立 してH 縁部に至る。 内 0 外面 ロクロナデ。 透明粕施粕。 胎土 ：灰白色 覆土中

C 〔8．0〕 染め付けによる花井文。 粕　 ：透明

良好

肥前系

第割号湛出土遺物観察表

図版番号 器＿　　種 計測凰cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第344図 灯　 明　 皿 A 〔10．0〕 底部から目線部にかけての破片。底 口縁部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 長石 P l148　35％　 P L lO2

1
陶　　　 器 B　　 2．1 部は平底でヲ　休部は内攣 しなが ら立 デ。底部回転へラ削り。体部及び底 胎土 ：にぷい赤褐色 第162号住居跡付近

C　 〔4．0〕 ち上が り，目線部に至る。 部内面 ・体部外面 （体部下端を除 く） 柚 ：鉄紬 覆土中

鉄寒由施粕。 良好 瀬戸 ・美濃系

第別号湧　第別図鯵付図）

位置　調査Il区の北部、C2d8～C2dO区．〕

重複関係　乳12号溝に堀り込まれており，第12揖昔よりも古い、。

規模と形状　調査できた範囲で，検出された長さは7．2mである。北側に道路があり崩れ防止のため，内側に

1mほど逃げており，確認できたのほ上幅（0．45～0．60）m，下幅（0．15－0．30）m，深さ15cmである。断面は逆台

形と思われ，底面は平川である、、

方向　C2d8区から束（N－83二、－Ⅵつ　にほぼ直線的に延びるこ

覆土　検出されなかったこ．

遺物　土師器片3点．須恵器片l点，上製品1点，鉄製品1．点が出土している．し、．第345図1＿の碁石形土製品は

覆上申から出土している。2のノ十子は東壁から西へ向かって1．9111ほどの覆土中層から出土している。
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第345図　第21号溝・出土遺物実測図
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‾＼ゝA！
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留　留2

0　　　　　　　5cm
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所見　土師器片，須恵器片は流れ込みと思われる。本跡に伴う遣物は少なく，時期を限定することは困難であ

るが，中世の土製品が出土しており近世の第12号溝に掘り込まれていることから，本跡は18～19世紀のなんら

かの区画溝と考えられる。

第21号溝出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ （c m ） 重量（g ）

第345図 1 碁石形土製品 2．1 0．7 2．3 覆土中 D P lO2　　　　　　　 P L lO9

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第345図 2 刀　　　 子 （10．3） 2．2 0．4 （19．9） 東壁から西へ 1．9 m の覆土中層 茎部一部欠鼠。M lO7　P L l13

（5）遺構外出土遺物

今回の調査で，表土層，遺構確認面及び竪穴住居跡などの遺構覆土中から，遺構に伴わない中・近世の遺物

が出土している。ここでは，中・近世の特徴的な遺物について実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に

記載した。

遺構外出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 346 図 片　 口　 鉢 B （3．4 ） 口 緑 部 片 。 体 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・白 色 粒 子 P l18 3　 5 ％

1 陶　　　 器 り ， 口緑 部 に 至 る 。 口 縁 端 部 は 肥 厚 デ 。 黄 褐 色 Ⅱ 区 表 土 中

す る 。 普 通 常 滑 6 a型 式 段 階

2

片　 口　 鉢 B （3 ．1） 口 緑 部 片 。 体 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石 英 ・長 石 ・白 色 粒 子 P 1 184　 5％

陶　　　 器 り． 口 緑 部 に 至 る 。 ロ 緑 端 部 は 肥 厚 デ 。 褐 色 Ⅱ区 表 土 中

す る 。 良 好 常 滑 6 a 型 式 段 階
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第346図　遺構外出土遺物実測図

－‾l‾‥一

用

0　　　　　　　　　2cm
▼　　　　　　　　　　．一－　－－　－

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第346図片　し」　鉢B （2．2）［」緑部片。体部は外傾して立ち上が口縁都及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・白色粒子P1209　5％

3 陶　　　 器 り，11線部に至る。口縁端部は肥厚デ。 黄灰色 Ⅲ区表土中

し，一条の沈線が巡る。 良好 常滑5型式段階

4

整

陶　　　 器

B （2．3）

C 〔10．2〕

平底。休部は外傾して立ち上がる。 底部下端横ナデ。自然軸 長石・白色粒子

褐灰色

普通

P1206　5％

第87号住居跡覆土中，

砥石転用

5

高台付皿A 〔9．8〕底部から日縁部にかけての破片。底口縁部及び体部内・外面ロクロナ胎土：灰白色 P1192　50％　PLlO2

磁　　　 器B　　2．5 部は平底で，ハの字状に開く高台がデ。透明紬施粕。染め付けによる花粕：透明 Ⅳ区衷土中

D 〔4．0〕

E　　O．7

付く。休部は内攣しながら立ち上が

り，口縁部に至る。

非文（牡丹か）。 良好 肥前系

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 呼さ（cm） 重丑（g）

第346図6 土　　　 笛 （3，7） （2．3） 0．4 （5．2） Ⅲ区表土中 DP112　　　　　 PLlO9

7 泥　面　子 2．1 1．9 0．8 2．8 u区表土中 DPlO7　　　　　 PLlO9

8 i尼　面　子 2．2 2．6 0．5 2．7 Ⅲ区表土中 DPlO8　　　　　 PLlO9

9 泥　面　子 （2．0） 2．2 0．7 （2，0） Ⅱ区表土中 DPlO9　　　　　 PLlO9

10 土　人　形 （2．4） （1．9） （1．2） （3．1） Ⅱ区表土中 DPllO　　　　　 PLlO9
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図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 」二 地 点 l

初鋳年代 （西暦） 備　　　　　 考
径（cm ） 孔 （．cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第346図11 寛 永 適 賓 2．3 0．6 ×0．6 0．1 2．7 Ⅲ区表土中 元禄十年 （1697年） M l17　江戸亀戸所鋳鉄　　 PLl14

寛 永 適 賓 （2．8） （0．6） （0．1） （3．2） Ⅲ区表土中 不明 M l16　鉄銭厚真のみ掲載）PLl14

7　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明の竪穴住居跡及び竪穴状遺構23軒，士坑222軋　溝10条，井戸跡1基，格納壕跡1

基，埋没谷1か所を検出した。大半の遺構は，他の遺構との重複があり調査区域外にも延びているため，道春

状況が良好でないものがほとんどである。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

なお，土坑と溝の特徴や遣物については，…一覧表で記載し，平面図（付図），土層断面図及び土層解説を掲

載する。

（1）竪穴住居跡及び竪穴状遺構

第膵号住居跡（第347図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3g2区。

重複関係　第69号土坑に掘り込まれており，第69号士坑より古い。

規模と平面形　一辺2．20mの方形と思われる。

主軸方向　〔N－722－W〕

壁　壁高は6～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。中央部及びその周辺は踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は径20～24cmの円形言采さ12～17cmである。Pl e P2ほ規模や

配列から主柱穴と考えられる。P3は東壁中央付近に位置し出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は

東コーナー際，P5は南コーナー際に位置しており，補助柱穴と考えられる。

覆土　2層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

第347図　第17号住居跡実測図

」し29．2m

4‘‥49

SK69　　　1

0　　　　　　　　2m

．＿一＿＿、＿＿＿＿＿＿＿JJL＿二



明　石　遺　跡

遺物　土師器片10点，須恵器片4点，磁器片1点が出土している。出土遺物は細片のため，図示できるものは

ない。

所見　出土土器は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第25号住居跡（第348図）

位置　調査Ⅳ区，G4e2区。

重複関係　第1号格納壕に掘り込まれており，第1号格納壕より古い。

規模と平面形　第1号格納壕に掘り込まれて，壁が削平されているため住居の正確な範囲は検出できなかった

が，床面の範囲は長軸〔4．4〕m，短軸〔3．3〕mで長方形と推定される。

主軸方向　〔N－140－W〕

壁　削平されている。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl e P3・P4は径24－42cmの円形，深さ28～55cmであり，P2は長径44

cm，短径30cmの楕円形，深さ50cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉1はP3の北東側に付設されており，径36cmの円形で，床面を5cm掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は皿状を呈しており，火熱を受けて赤変硬化している。炉床面下には10cmの掘り込みが見られた。炉2

は長径44cm，短径30cmの楕円形で，8cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈している。炉床面

一　一　一一一　一1－　－■一　‾．－1－・．．・．一一．－．．1．1　－．－．．．－　－　ttl　－
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下には20cmの掘り込みが見られた。

炉1土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　黒色土多量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量（炉床面下の覆土）

炉2土層解説
1　にぷい黄橙色　粘土多量，焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・灰少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・黒色土少量，
4　黒　褐　色　黒色土多量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量（火床南下の覆土）

遺物　土師器及びその中破片8点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　本跡は，炉が2か所付設されていたことが特徴的である。出土土器は流れ込みと思われ，本跡の時期は

不明である。

第那号住居跡（第349図）

位置　調査Ⅳ区，G4f4区。

重複関係　第16号溝に掘り込まれており，第16号溝より古い。

規模と平面形　南壁は削平されているため，検出された平面形は南北2．92m，東西（2．42）mで方形か長方形と

推定される。

主軸方向　〔N－44〇一W〕

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　検出されなかった。

竃　北東壁中央に付設されていたと思われ，竃の火床面のみが検出された。火床面は，長径50cm，短径35cm

の楕円形である。

第349図　第27号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

覆土　2層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・粘土少量
2　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

遣物　土師器の小破片2点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第29号住居跡（第350図）

位置　調査Ⅳ区，G4e3区。

重複関係　第1号格納壕及び第1号士坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

且27．0m

／一一‾　＝
2m

規模と平面形　西部はほとんど第1号格納壕に掘り込

まれており，検出できたのは南北（2．7）m，東西（0．4）m

で平面形は不明である。

童軸方向　〔N－140－W〕

壁　壁高は18－44cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められているところは検

出されなかった。

ピット　検出されなかった。

遺物　土師器片2点，須恵器片3点が出土している。

出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　本跡は，第1号格納壕，第1号土坑に掘り込ま

れており，住居の全容をとらえられなかった。出土土

器は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

／　　　　　　［＝＝二二二二二±二二＝∃

第350図　第29号住居跡実測図

第49号住居跡（第351図）

位置　調査Ⅲ区，F3C7区。

重複関係　第56・59号住居，第10号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　北側は2分の1以上，第56・59号住居，第10号土坑に掘り込まれており，検出できたのは東西

3．14m，南北（2．1）mで平面形は方形か長方形と推定される。

童軸方向　〔N－290－W〕

壁　壁高は4－8cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められているところは検出されなかった。

ピット　検出されなかった。

遣物　土師器片1点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　本跡は，第56・59号住居，第10号士坑に掘り込まれており，住居跡の全容をとらえられなかった。土器

は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。
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第351図　第49号住居跡実測図
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第野号住居跡（第352図）

位置　調査Ⅲ区，F3g5区。

重複関係　第50号住居，第2号堀に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　南部は，第50号住居，第2号堀に掘り込まれており，検出できたのは東西（3．7）m，南北（0．7）m

で平面形は不明である。

主軸方向　〔N－31。－W〕

壁　壁高は14～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，小さな凹凸がある。

覆土　3層からなる。不自然な堆積状況から

人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，
ローム大ブロック・粘土少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，

焼士粒子微量

遺物　土師器片3点が出土している。土器は

細片のため，図示できるものはない。

所見　本跡は，第50号住居，第2号堀に掘り

込まれており，住居跡の全容をとらえられな

かった。出土土器は流れ込みと思われ，本跡

の時期は不明である。

第錮考住居跡（第353図）

位置　調査Ⅲ区，F3a9区。

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第352図　第57号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第353図　第64号住居跡実測図

重複関係　第1号大形土坑，第32号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　西部は第1号大形土坑に掘り込まれており，検出されたのは南北2．46m，東西（2．40）mで平面

形は方形か長方形と推定される。

主軸方向　〔N－90－E〕

壁　壁高は8～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径20～30cmの円形，深さ16～25cmである。配列から住居に伴う

ピットとは考えられず，性格は不明である。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遣物　土師器片2点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は細片で極めて少なく流れ込みと思われる。本跡は平安時代の第1号大形土坑に掘り込まれて

おり，それ以前の住居と考えられるが，詳細は不明である。

第67号住居跡（第354図）

位置　調査Ⅲ区，E3g9区。

重複関係　第66・81号住居に掘り込まれており，これらの住居より古い。

規模と平面形　東部は調査区域外に延びており，検出された床面の範囲は南北（2．0）m，東西（1．7）mで平面形

は不明である。

主軸方向　〔N－120－E〕

壁　壁高は20～24cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

一一454－－－－－－1



覆土　3層からなる。不連続な堆積状況から人為堆積と

思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量，
焼土中ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・焼土小ブロック・
焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片2点が出土している。土器は紙片のため，

図示できるものはない。

所見　出土土器は細片で極めて少なく流れ込みと思われ

る。本跡は，古墳時代前期の第66号住居に掘り込まれて

おり，それ以前の住居跡と考えられるが，詳細は不明で

ある。
←　　　1　　　一一一l－－」

第354図　第67号住居跡実測図

第7の号住居跡（第355図）

位置　調査Ⅲ区，E3j7区。

重複関係　第61号住居跡を掘り込んでおり，第61号住居跡より新しい。第68号住居，第30号土坑，第3号溝に

掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　南東部は，第68号住居，第30号土坑，第3号溝に掘り込まれており，検出されたのは長軸

（4．1）m，短軸3．19mで平面形は長方形と思われる。

主軸方向　〔N－530－W〕

第355図　第70号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

壁　削平されており，道春していない。

床　全体的に平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P3・P6は径26～40cmの円形，深さ17～45cmである。P4・P5・P

7は長径35－70cm，短径28－40cmの楕円形，深さ14～31cmである。P8は径70cmの円形，深さ12cmである。P

l e P2は規模や配列から主柱穴と考えられ，P3は住居の北コーナー付近に位置しており，補助柱穴と考え

られる。P4－P8は配列から住居に伴うピットとは考えられず，性格は不明である。

遺物　土師器片72点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われる。本跡は，古墳時代前期中頃の第68号住居に掘り込まれており，それ以

前の住居跡と考えられるが，詳細は不明である。

第72号住居跡（第356図）

位置　調査Ⅳ区，E3g8区。

重複関係　第69号住居跡を掘り込んでおり，第69号住居跡よりも新しい。第78－80号住居に掘り込まれており，

これらの住居より古い。

規模と平面形　長軸5．04m，短軸4．16mの長方形と思われる。

童軸方向　〔N－230－W〕

壁　壁高は14－19cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部及びその周辺が踏み固められている。

覆土　2層からなる。不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

一一一一一一一456ll一一一一一一一一

第356図　第72号住居跡実測図



土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム太・中・小ブロック少量，焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量

遣物　土師器片2点及び土師質土器片1点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われる。本跡は古墳時代中期の第69号住居跡を掘り込んでおり，また，同時代

の第78号住居に掘り込まれているため，その間の時期と考えられるが，詳細は不明である。

第76号住居跡（第357回）

位置　調査Ⅲ区，F3bO区。

重複関係　第1号大形土坑に掘り込まれており，第1号大形土坑より古い。

規模と平面形　第1号大形土坑に掘り込まれており，検出できたのは南北（2．2）m，東西3．02mで平面形は方形

と思われる。

主軸方向　〔N－160－E〕

壁　壁高は6～8cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ぽット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径15－21cmの円形，深さ10～24cmである。規模及び形状からP

巨P2は主柱穴，P3は出入り口に伴うピット，P4は補助柱穴と考えられる。P5　e P6は径33－37cm

の円形，深さ25～37cmで，性格は不明である。

覆‥丑　3層からなる。ロームブロックの含有状況及び不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遣物　土師器片2点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われる。本跡は平安時代の第1号大形土坑に掘り込まれており，それ以前の住

居跡と考えられるが，詳細は不明である。

可！　　田l

第357図　第76号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

第82号住居跡（第358図）

位置　調査Ⅲ区，E3f5区。

重複関係　第86号住居に掘り込まれており，第86号住居より古い。

規模と平面形　北部は調査区域外に延びており，検出できたのは東西（2．1）m，南北（1．3）mで平面形は不明で

ある。

主軸方向　〔N－540－W〕

壁　壁高は9－14cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，南西壁及び南東壁際の周辺が踏み固められている。

覆土　6層からなる。ロームブロック，焼土粒子，炭化物の含有状況及び不自然な堆積状況から人為堆積と思

われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・炭化物・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，焼土大ブロック・炭化物微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片2点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われる。本跡は古墳時代前期の第86号住居に掘り込まれており，それ以前の住

居跡と考えられるが，詳細は不明である。

第358図　第82号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第83号住居跡（第359図）

位置　調査Ⅲ区，E3f6区。

重複関係　第84号住居に掘り込まれており，第84号住居より古い。

規模と平面形　北部は調査区域外に延びており，検出できたのは南北（3．1）m，東西（2．1）mで平面形は不明で

ある。

主軸方向　〔N－510－W〕

壁　壁高は10～12cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦であり，南西壁際から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　Plは径24cmの円形，深さ33cmで規模や配列から主柱穴と考えられる。

覆土　単一層である。ロームブロックや焼土の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，焼土粒子微量
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第359図　第83号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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遺物　土師器片2点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われる。本跡は古墳時代中期の住居に掘り込まれており，それ以前の住居跡と

考えられるが，詳細は不明である。

第85号住居跡（第360図）

位置　調査Ⅲ区，E3f5区。

重複関係　第84・㊧86号住居に掘り込まれており，これらの住居より古い。

規模と平面形　北部は，第84・86号住居に掘り込まれており，検出できたのは南北（2．3）m，東西（1．0）mで平

面形は不明である。

主軸方向　〔N－440－W〕

壁　壁高は9～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，壁際から中央部にかけて踏み固められている。

覆土　3層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子中量，焼土大ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第360図　第85号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

遣物　土師器片11点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　本跡は第84・86号住居に掘り込まれており，検出できた範囲は狭い。出土土器は流れ込みと思われる。

古墳時代前期の第86号住居に掘り込まれており，それ以前の住居跡と考えられるが，詳細は不明である。

第91号住居跡（第361図）

位置　調査Ⅲ区，F4dl区。

規模と平面形　東部は調査区域外に延びており，検出できたのは南北3．38m，東西（1・4）mで平面形は方形か長

方形と推定される。

主軸方向　〔N－90－W〕

壁　壁高は10～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった○

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器片5点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は流れ込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第361図　第91号住居跡実測図
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第95号住居跡（第362図）

位置　調査Ⅲ区，E3el区。

規模と平面形　北部，東部とも調査区城外に延びており，検出できたのは南北（1・7）m，東西（1・3）mで平面形

は不明である。

主軸方向　〔N－110－W〕

壁　壁高は18～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁下に沿って，掘り込まれている○上幅14～20cm，下幅6～8cm，深さ6cmほどで，断面形はU字

形をしている。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

ピット　Plは長径27cm，短径20cmの楕円形，深さ59cmで位置や形状から柱穴と思われる○
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覆土　8層からなる。1層は自然堆積と思われるが，2

層から8層はブロック状の堆積状況から人為堆積と思わ

れる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム大・小ブロック・焼土大ブロック
焼土粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量
5　暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片23点及び須恵器片1点が出土している。

出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　出土土器は細片で，確認面からの出土のため流れ

込みと思われ，本跡の時期は不明である。

第362図　第95号住居跡実測図

第96号住居跡（第363図）

位置　調査Ⅲ区の南部，E3d8区。

重複関係　第135号住居跡を掘り込んでおり，第135号住居跡より新しい。

規模と平面形　南部，東部とも調査区域外に延びており，検出できたのは南北（3．6）m，東西（2．0）mで平面形

は不明である。

童軸方向　〔N－250－W〕

壁　壁高は42－44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

第363図　第96号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と思われる。
土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

4　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は出土遺物もなく，時期は不明である。

第瑠掴考住居跡（第364図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3h5区。

重複関係　第111号住居跡を掘り込んでおり，第111号住居跡より新しい。

規模と平面形　一辺が3．49mの方形である。

主軸方向　N－34ローE

壁　壁高は14～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

ピット　検出されなかった。

覆丑　2層からなる。ロームブロックの含有量が多いことから人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック中量

遣物　出土していない。

所見　本跡は古墳時代中期の住居跡を掘り込んでおり，それ以後の住居跡と考えられるが，出土遺物もなく時

期は不明である。

尋

第364図　第吊4号住居跡実測図

第柑7号住居跡（第365図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3d2区。

一一一一・一一…4621－1…l

0　　　　　　　　　　　　　　2m

二二二二二＿＿二二二二二二二二二二二二－



二　‥三l二

0　　　　　　　2m

ト一一一一　　⊥二二二⊇

第365図　第137号住居跡実測図

重複関係　第7号溝に掘り込まれており，第7号溝より古い。

規模と平面形　東西（3．9）m，南北（0．7）mである。住居の半分以上が北部，東部とも調査区域外になっている

ため，規模及び平面形とも不明である。

童軸方向　〔N－860－W〕

壁　壁高は36～40cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

覆土　3層からなる。ロームブロックの含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　北部，東部とも調査区域外になっていため，検出できた範囲は狭い。出土遺物もなく，本跡の時期は不

明である。

第柑8号住居跡（第366図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3dl区。

重複関係　第14号溝を掘り込んでおり，第14号溝より新しい。また，第95号土坑，第8e　9号溝に掘り込まれ

ており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　東西（2．6）m，南北（1．5）mである。北部の半分以上が調査区域外に延びているため，規模及び

平面形とも不明である。

主軸方向　〔N－430－W〕

壁　壁高は22－34cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　確認された壁下を巡っている。上幅20－27cm，下幅7～15cm，深さ5～7cmで，断面形はU字形をし

ている。

床　ほぼ平坦であり，中央部が特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は長径18～20cm，短径12cmの楕円形，深さ17～20cmで規模や配
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明　石　遺　跡

第366図　第138号住居跡実測図

列から柱穴と思われる。

土層解説

7　褐　色　ローム粒子多量

覆羞　6層からなる。ロームブロックの含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色

6　黒褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム太・小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大。小ブロック少量
ローム粒子多量
ローム大も小ブロック中最，ローム粒子少量

遺物　土師器片2点及び須恵器片1点が出土している。土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　北部の半分以上が調査区城外になっているため，検出できた範囲は狭い。出土遣物は流れ込みと思われ，

本跡の時期は不明である。

第閥考住居跡（第367回）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2i6区。

重複関係　第149号住居，第143号土坑に掘り込まれており，これらの遺構より古い。

規模と平面形　南北（2．6）m，東西（0．8）mである。西部の大部分が調査区域外に延びているため，規模及び平

面形ともに不明である。

主軸方向　〔N－10°．－1Ⅵ

壁　壁高は22－26cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

第36　図　第摘号住居跡実測図
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壁溝　東壁下を巡っている。上幅21－25C恥　下幅6～12cm，深さ8cmほどでタ　断面形はU字形をしている。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められているところは検出されなかった。

覆土　4層からなる。ロームブロックの含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片3点及び須恵器片6点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　西部のほとんどが調査区域外に延びているため，検出できた範囲は狭い。出土遺物は流れ込みと思われ

る。本跡は奈良時代の第149号住居に掘り込まれており，それ以前の住居跡と考えられるが，詳細は不明である。

第閻号住居跡（第368図）

位置　調査I区，B2j9区。

重複関係　第172号住居に掘り込まれており，第172号住居より古い。

規模と平面形　東西3．26m，南北（工5）mである。北側の半分以上が撹乱によって壊されているため，平面形は

方形か長方形と推定される。

童軸方向　〔N－40－W〕

壁　壁高は4－8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

覆土　単一層である。ロームブロックと焼土ブロックの含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片33点，須恵器片19点，土師質土器片3点及び土製品1点が出土している。出土遣物は細片のた

め，図示できるものはない。

所見　北側の半分以上が撹乱によって壊されているため，検出できた範囲は狭い。出土遺物は流れ込みと思わ

れ，本跡の時期は不明である。

第368図　第171号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

第膵2号住居跡（第369図）

位置　調査I区，B2i7区。

重複関係　第171号住居跡を掘り込んでおり，第171号住居跡より新しい。また，第174号住居，第173号土坑に

掘り込まれており，これらの遺構より古い。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第369図　第172号住居跡実測図
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規模と平面形　撹乱によって住居の中心部を半分ほど壊されているが，平面形は一辺が6．90mはどの方形と推

定される。

主軸方向　〔N－26e－W〕

壁　壁高は2～4cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，特に踏み固められているところは検出されなかった。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径27～32cmの円形，深さ8cmほどで規模や配列から主柱穴と思

われる。

覆土　単一層であり，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片2点が出土している。出土土器は細片のため，図示できるものはない。

所見　撹乱によって住居の中心部を半分ほど壊されているため，検出できた範囲は狭い。出土遺物は流れ込み

と思われる。本跡は奈良時代の第174号住居に掘り込まれており，それ以前と考えられるが，詳細は不明であ

る。

表5　明石遺跡住居跡一覧表

住
居
跡
菅

Pヴ

位 置 主 軸方 向 平面 形
規模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床 面

内　 部　 施　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時期
備　　　　 考

新旧 関係 （古 →新）壁　 溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット出入口 炉 ・竃

1 E 3 cl N －7 0－W 長方形 3．82　 ×　 3．34 30～44 平坦 全周 4 － 1 1 竃 自然 土師器，須恵器 8 世紀 SI2→本跡

2 E 3 d2 〔N －1 0－W 〕 〔方　 形〕 5．34　 × （0．9 ）30～32 平坦 〔1／2周〕
－ － － －

竃 自然 土師器 7 世紀 本跡→SIl ・3・15 ・103 ・104

3 E 3 C3 〔N －15 0－E 〕 〔方　 形〕 6．28　 ×　紋日 34～40 鞘 〔全周〕 4 4 1 竃 自然
土閥 離温 舷 鉄釘 8 世紀 SI2 ・103 ・104→本跡→SI4・

15，S D 4

4 E 3 b2 N －8 0＿W 長方形 5．52　 ×　3．66 16～22 平粧楓 「二間 － － － － 竃 人為 須恵器憬書） 9 世紀 SI3 ・5→本跡→SD 4

5 E 3 b l N －550－E 方　 形 5．60　×　 5．50 22～32
ベッ用

牒仕切
全周 4 2 3 1 類 竃 人為

土師酎 ミニチュ畑 須恵乱 射L円板，

提げ砥石，磨石，炭化種子

5 世紀 本跡→SI4

6 E 2 aO N ＿l O＿E 方　 形 2．48　×　 2．36 36～44 平坦 5／6周
－ － 2 －

竃 自然 須恵器 8世紀 SIl13→本跡

7 D 3 jl N －4 0＿W 方　 形 3．24　×　 3．06 36～40 瑚 全周 4 － 2 1 竃 自然 須恵器 8世紀 本跡→SI8

8 D 3 il 〔N －1 0－E 〕 〔長方形〕〔3．8 〕×　 2．74 24～36 平坦 3／4周 4 1 － 1 竃 人為 土師器［墨凱 須恵器憬凱 刀子 10世紀 SI7・＿10→本跡

9 D 3 j3 N －9 0－W 長方形 3．70　×　 3．06 50～62 段状 5／6周 4 － － 1 盤
印象

人為 土師鼠 須恵器儒凱 和銅 珠 8世紀 S I16→本跡→SD 4，SK 67

10 D 3 h2 〔N －14 c－W 〕 〔方　 形〕 3．86　 × 〔3．8 〕38～48 裡 〔全周〕 4 － － 1 盤
狙

自然 須恵乳 灰輌 器 8世紀 SIll→本跡→SI8，SD 4

1 1 D 3 h2 N －29 0－W 方　 形 5．58　 ×　 5．52 50～58 瑚 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器 7世紀 本跡→SIlO，SK l16，SD 4

12 D 2jO N －12 0＿E 方　 形 3．70　 ×　 3．50 26～38 平坦・猷 3／4周 2 － 5 1 竃 人為 土瞞 憧凱 減 車，木柵 土製品 置き竃 10世紀 SIl13→本跡

13 D 2 i9 〔N －320－E 〕 不　 明 （4．9 ）× （4．4 ）42～46 平坦 〔全周〕 1 － 1 －
竃 人為 土師器 5世紀 本跡→SI14

14 D 2 i9 〔N －18。－W 〕 〔方　 形〕〔5．0 〕× （0．9 ）20～28 囲 〔全周〕 － － 1 － －
自然 8 闘己SI13・→本跡

15 E 3 C 3 〔N －16。一E 〕 〔方　 形〕〔4．1 〕×〔4月 22～30 平坦 1 － － 1 竃 自然 土師鼠 須恵器 10酬己SI3 ・103 ・104→本跡

16 D 3 j3 N －170＿W 方　 形 5．40　 ×　5．18 20～30 裡 〔全周〕 4 － 9 1 竃 自然 土師器 7 世紀 SIl12→本跡→SI9

17 D 3 g 2 〔N －720－W 〕 〔方　 形〕〔2．2 〕× 〔2．2〕 6～ 8 平坦 2 － 2 1 －
人 為 不　 明 本跡→SK 69

18 D 2 h9 N －130－E 方　 形 2ユ4　×　 2．06 24～30 平坦・継 全周 1 － － －
虫
狙

人為 須恵器 9 世紀

19 D 2 hO 〔N －10 10－E 〕 〔長方形〕（2．2 ）×　 2．00 20～24 平坦 － － 1 － 竃 自然 須鰭 糧部 8 世紀 SI123・152→本跡→SI20・153

20 D 2 hO N －46 0＿E 方　 形 3．14　×　 3．00 16～32 平坦 〔全周〕 2 1 2 1 竃 自然
土瞞 側部　 摘 曜 1し冊紀 SI19・122 ・123 ・152 ！153→

本跡

2 1 D 2 g9 N －1 。＿E 方　 形 4．14　 ×　 3．96 38～42 平坦 全周 4 － 2 1 竃 自然 土師器 7世紀 S I122→本跡→S I22・124・153

22 D 2 g9 N －1 。＿W 長方形 3．74　 ×　 2．56 16～28 平坦 〔全周〕 － － 4 1 竃 自然 土師乳 土五 刀子 10世紀 SI21・23・122→本跡→SI124

23 D 2 fO N －104㌔E 長方形 2．76　 ×　2．44 12～16 平坦 2 － 2 1 盤
狙

人為 土師器，紡錘車 10世紀 SI122→本跡→SI22

24 G 3 eO 〔N －260－W 〕 〔方　 形〕〔3．7 〕×　3．68 8 ～18 平坦 3
l

－ －
虚
狂乱

自然 土師器，砥石

！

1纏妃 SI35→本跡→S K 142

25 G 4 e2 〔N －14。－Ⅵり 〔長方形〕〔4．4 〕×〔3お 平坦 4 － － － 炉 2 － 不　 明 本跡→SX l
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明　石　遺　跡
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位置 主軸 方向 平 面形
規模 （m う

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ）
床 面

内　 部　 施　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時 期
備　　　　 考

新旧 関係 （古 →新）
壁　 清 主柱穴 貯蔵穴 ピット出入日 炉 ・竃

26 G 3 e6 N －76C－W 長方形 （3．狛　 ×　 3．23 20～28 平坦 〔全郎
－ － － － － 人為 弥生土器 弥生後

27 G 4 f4 〔N －44。－W 〕 〔長方形〕 2．92　× （2．5 ） 8～10 平坦 － － － － 虔目鼠 人為 不　 明 本跡→ SD 16

28 G 3 g7 N －9 。－W 長方形 4．12　×　 3．66 10～34 鞘 全周 4 － 1 1 墟
区邑

自然 土師鼠 須恵器．砥石．軽石 8 酬己

29 G 4 e3 〔N －14 ∵Ⅳ〕 不　 明 （2．日　 × （0．4 ） 18～44 翻
－ － － － －

不 明 不　 明 本跡→ SK l ，SX l

30 G 4 C4 〔N －2 ㌧W 〕 〔方　 形〕 5．36　× （3．（‖ 36～52 鞘 〔全局〕 2 － 1 1 〔竃〕 自然 須恵器 8 世紀 本跡→ SD 16

31 G 4 C2 〔N －43 e－W 〕 〔方　 形〕 7．02　× （5．2 ） 28～34 平坦 〔全局〕 1 － － － 炉 自然 土師器，球状土錘 4 酎己 SI32→本跡→SX l

32 G 4 b2 〔N －26 0－W 〕 不　 明 拘．2 ）× （1．5 ） 20～28 鞘 1 － － － －
不 明 土師器 4 世紀 本跡→ SI31，S X l

33 G 3 cO N －4 1G＿W 長方形 4．48　 ×　 3．24 2～ 5 囲 4 － － －
炉 人 為 弥生土器 弥生後

3 4 G 3 e7 〔N －25 0－W 〕 〔方　 形〕〔6．3 〕×　 5．86 10～12 揮 栓即 4 1 8 －
炉 自然 土師器 4 世紀

3 5 G 3 e9 〔N －27 0－W 〕 〔方　 形〕〔5．0 〕×　 4．90 14～18 鞘 鉦′2周〕 3 － － － 炉 自然 土瞞 4世紀 本跡→S I24，SK 140 ・142

36 G 3 b5 N －21 C－W 不　 明 （2．7 ）× （1．2 ラ 24～38 翻 〔全周〕 － － 1 － －
人為 弥生土器 弥生後 本跡→S D l

37 G 3 b7 N －48。－W 〔方　 形〕〔4．7 〕×〔4月 裡 4 1 2 －
炉 不 明 弥生土器 弥生後 本跡→SI38

38 G 3 a8 N －306－W 方　 形 4．22　 ×　 4．14 22～40 靭 5／6周 4 － 2 1 竃 自然 土師狛 ミニチュ畑 管五 砥石，軽石 7世紀 SI37→本跡

39 F 4 jl N －73。－E 方　 形 3．00　×　 2．94 24～32 鞘 全周 2 1 － 1 竃 人為 土師器，丸瓦 10世紀

40 F 3 j7 N －10。ーW 方　 形 5．94　×　 5．42 20～32 裡 全周 4 1 竃 自然
土師器序凱 須恵器，真帆 紡錘軋

軽石，刀子．鉄鎌

8世紀 本跡→SI139

41 F l j3 N －420－E 方　 形 3．08　×　 2．94 8～16 鞭
－ － 1 －

竃 人為 土師器 10世紀 本跡→SD 16

42 F 4 g2 〔N －110－W 〕 〔方　 形〕 4．80　× （1．0 ） 6～18 平坦 〔全周〕 1 － － － － 自然 須恵器 8 世紀 本跡→ SD l

43 F 4 h l 〔N －350－W 〕 〔方　 形〕〔5の　 × 〔5．0 〕 18～26 平坦 〔全周〕 － 2 － 1 －
自然 土師器，鋤先 5世紀 本跡→ SD l ・2

44 G 4 a2 N －83 0－E 長方形 2．88　×　 2．58 14＿～22 翻 全層
－ 1 － 1 竃 自然 土師器 胤軋 須離 日妊 1（冊龍

45 F 3 h8 〔N －33 0－W 〕 〔方　 形〕 5．98　× （2．5） 6～16 揮 〔全欄〕 2 － － －
竃 自然 土師器，須悉藩 8 世紀 T P l→本跡→ SD l ・2

4 6 F 3 h7 〔N －18 C－W 〕 〔方　 形〕 3．54　 × （0．7 ラ 4～ 8 翻 〔1／2周〕 2 － － 1 － 自然 土師酎 ミニュチュア），須恵器 8 浬寵 本跡→ SD 2

4 7 F 3 h6 〔N －20 。－W 〕 〔方　 形〕 5．30　 × （3．6 ） 8～10 平坦 〔全周〕 4 － － － 盤岨
自然 須恵器 8 世紀 本跡→ SD l ・2

48 F 3 j9 N －22 0－W 方　 形 4．02　 ×　 3．86 14～20 翻 全周 4 － 3 1 竃 自然 土師鼠 須鰭 、銑鉄 射ヒ種子 蛸脱

49 F 3 C7 〔N －29 0－E 〕 〔方　 形〕 3．14　 × （2．1 ） 4～ 8 棚

〔全都

〔2／3周〕

－ － － －

虔
日旦

不 明

土師器

土師器

不　 明 本跡→S I56 ・59，SK lO

50 F 3 f6 〔N －20 0－W 〕 〔方　 形〕 5．08　 × （4．9 ） 4～12 棚 4 － － －
自然 7榊 己 SI57→本跡→ SI52，SD 2

5 1 F 3 d9 〔N －28 0－W 〕 〔方　 形〕 3．98　 × （1．7 ） 8～20 平坦 1 1 － －
自然 4世紀 本跡→S I87

52 F 3 f7 〔N －210－W 〕 〔方　 形〕 3．10　× （2．2 ） 6～10 平坦
－ － －

痩
注邑

自然 8酬 己S I50・57→本跡→SD 2

53 F 3 f8 〔N －630－E 〕 〔方　 形〕〔2．6 〕× （1．8 ） 4～12 囲
－ － －

竃 自然 9世紀 S I88→本跡→ SD 2 ・3

54 F 3 e6 〔N －270－W 〕 〔長方形〕〔6．1 〕× （3．1 ） 4～ 8 平坦 2 － 7 － － 自然 5世紀 S I55→本跡→ SI56・164

55 F 3 d7 〔N －14。－W 〕 〔長方形〕 5．24　× （3．5 ：） 4～ 6 平坦 － 1 － 1 炉 自然 土師器 4世紀 本跡→SI54 ・56，S D 17

56 F 3 C5 N ＿130－W 方　 形 6．26　×　 6．20 24～28 平坦 全周 4 － － 1 療：
印乱

自然 土師器 7世紀 SI49 ・54・55 ・59 ・164→本跡

57

】

F 3 g 5 〔N －310－W 〕 不　 明 （3．7 ）× （0．7 ） 14～18 棚

l 】 】

人為 不　 明 本跡→SI50，SD 2

58 F 3 b 6 N －6 0－W 長方形 4．32　×　 3．80 22～26 平坦 4 － － 1 竃 自然 土師器拝臥 須恵鼠 砥石，欄 鋼製品 8世紀 SI59→本跡→S K lO・15

59 F 3 b6 N ＿52 3－W 長方形 7．91 ×　 4．90 20～55 鞘 4 炉 自然
弥生土器 弥生後 本跡→ SI49 ・56 ・58，S K lO・15 ・

41

60 F 3 e8 〔N －4 0－W 〕 〔方　 形〕〔3．6 〕×　 3．50 2～ 6 鞘 2 － 1′ －
竃 自然 須恵器 9世紀 SI87 ・88→本跡

61 E 3 j8 N －45 0－W 〔長方形〕 4．54　 × 〔34 〕 20～40 平坦 3 － 2 1 炉 自然 弥生土器 弥生後 本跡→ SI68・70，SD 3

6 2 F 3 a9 N －4 9－E 方　 形 3．32　 ×　 3．10 25～40 平坦 4 － 5 1 炉 人為 弥生土器 弥生後 本跡→ SI68，SK 3ト32

64 F 3 a9 〔N －9 。－E 〕 〔方　 形〕 2．46　 × （2．4 j 8～12 平坦
－ － 4 － －

自然 不　 明 本跡→第 1 号大形土坑，SK 32

65 E 3 jO 〔N －4 0－E 〕 〔方　 形〕 4．78　 × （4．3 ラ 16～22 平坦
－ 1 － 1 炉 自然 土呂帽 4 世紀 SI77，SK 56→本跡

66 E 3 h9 N ＿42 。－W 方　 形 6．40　 ×　 6．00 24～34 平坦 4 1 2 1 炉 人為 土師器 4 世紀 SI67・77→本跡→SK 61

67 E 3 g9 〔N －120－E 〕 不　 明 （2．0 ）× （1．7 ） 20～24 糊 － － － － －
人為 不　 明 本跡→S I66・81

68 F 3 a7 N ＿220＿W 方　 形 6．76　 ×　 6．24 4～14 平坦 4 2 10 1 炉 自然 土師器 4 世紀 SI61・62 ・70→本跡→ SD 3

69 E 3 g7 〔N －28G－W 〕 〔方　 形〕 4．06　 × （2．8 ） 8～14 鞘 2 － 2 － －
自然 土師器 5世紀 本跡→SI72 ・79・80，SK 39，SD 3

70 E 3 j7 〔N －530－W 〕 〔長方形〕（4．日　 ×　 3ユ9 平坦 2 － 6 － － － 不　 明 SI61→本跡→SI68，SK 30，SD 3

71 E 3 h6 N －78。－E 隅丸長方形 3．53　×　 2．29 18～30 柑 － － 2 － －
人為 弥生土器 弥生後 本跡→SI73 ・74，S K 37・38 ・57

72 E 3 g 8 N －23。－W 長方形 5．04　×　 4．16 14～19 平坦
－ － － － －

人為 不　 明 S I69→本跡→ SI78～80

73 E 3 h 5 N ＿2 ㌔W 長方形 3．78　×　 3．14 20～24 瑚 全局 4 － － 1 竃 自然 土師鼠 須恵鼠 刀子，不順 製品 9世紀 S I71・74→本跡→ SK 47

74 E 3 i5 N ＿20 e－E 方　 形 4．54　×　 4．52 24～28 棚 〔全周〕 4 1 － 1 炉 人為 土師器 5世紀 SI71→本跡→S I73，S K 47

75 E 3 i7 N ＿3 0－W 長方形 2．56　×　 2．32 30～34 鞭 全周
－ － － －

竃 自然 須恵猟 銃鎌，鋸事 8世紀
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位 置 主 軸方 向 平面 形
規模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床 面

内　 部　 施　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時期
備　　　　 考

新 旧 関係 （古→ 新）壁　 溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット出入口 炉 ・竃

76 F 3 bO 〔N －16 0－E 〕 〔方　 形〕 3．02　× （2．2 ラ 6～8 平坦 2 － 3 1 － 人為 不　 明 本跡→第 1 号大形土坑

77 E 3 h9 N －4 1。－W 長方形 8．20　 ×　 6．03 12～20 平坦
－ － － －

炉 人為 弥生土器，石鉱，炉石 弥生後 本跡→SI65・66，SK 61

78 E 3 g8 〔N －39 9－E 〕 〔方　 形〕 4．76　 × （4．3 ラ12～18 平坦 3 － 2 －
炉 自然 5世紀 SI72→本跡→SI79 ・80

79 E 3 g8 N ＿18 。－W 長方形 3．36　 ×　 2．90 28～30 鞘 全局
－ － － 1 竃 自然 土師鼠須恵器 8世紀 SI69・72 ・78・80→本跡

80 E 3 f7 N －1 0－E 方　 形 3．36　 ×　3．24 28～36 鞘 〔全局〕 1 竃 人為
須恵器 8世紀 SI69 ・72 ・78→本跡→SI79，

SD 3

81 E 3 f9

1

〔N －34。一W 〕

l

不　 明 （4．7 ）× （1．5 ）26～32 平坦
－ － － － －

自然 平瓦 8世紀 S I67→本跡

82 E 3 f5 〔N －54。－W 〕 不　 明 （2．1 ）× （1．3 ） 9～14 囲
－ － － － －

人為 不　 明 本跡→SI86

8 3 E 3 f6 〔N －51。－W 〕 不　 明 （3．0 ．）× （2．1 ） 10～12 鞘 1 － － － － 人為 不　 明 本跡→SI84

8 4 E 3 f6 〔N －28 。－W 〕 〔方　 形〕〔4．4 〕×　 4．34 18～28 平坦 2 1 1 －
炉 自然 土師器 仔掛，須恵器 5世紀 SI82・83 ・85 ・86→本跡→SK 42

8 5 E 3 f5 〔N －44 。一W 〕 不　 明 （2．3 ）× （1．0 ） 9～16 平坦
－ － － － －

人為 不　 明 本跡→SI84 ・86

86 E 3 f5 〔N －110－W 〕 〔方　 形〕 4．20　× （2．7 ）30～38 靭 〔全舶 2 － － 1 －
自然 土師器 4 榊己SI82 ・85 →本跡→SI84

87 F 3 C8 N ＿13 0－W 長方形 7．12　 ×　 5．80 34～42 鞘 全周 4 1 2 竃 自然
土摘 牒凱 須恵器，球状土錘，

支脚，紡錘車，軽石，刀子

8 世紀 SI51→＿本跡→SI60

88 F 3 f9 〔N －6 0－W 〕 〔方　 形〕 5．34　 ×　は0 ） 4～16 翻 〔全周〕 2 － － －
竃 自然 土師鼠須恵器 8 世紀 本跡→SI53・60，SD 2

89 F 3 b4 〔N －85 0－E 〕 〔方　 形〕〔2．9 〕×　 2．74 2～ 6 瑚 〔全周〕 2 － － －
竃 自然 9 酬己

90 E 3 j2 N ＿410－W 長方形 5．42　 ×　4．09 14～28 翻 4 1 14 1 炉 人為 弥生土器 弥生後

91 F 4 dl 〔N －9 0－W 〕 〔方　 形〕 3．38　 × （1．4 〕10～16 平坦
－ － － － －

人為 不　 明

92 E 3 h 2 N －82。一E 長方形 3．04　 ×　2．86 6～16 平針柚 2 1 2 －
盤
狙

自然 土師器，砥石，鉄鉱 10世紀 本跡→S K 8

9 3 E 3 g 2 〔N －270－W 〕 〔長方形〕〔2．2 〕×〔1．9 〕 鞘 1 1 － －
竃 不 明 土師器 （刻苦） 1腫 紀 S I94－ヰ本跡

9 4 E 3 g l N －340－W 〔長方形〕〔5の　 × 〔3．4 〕 平坦 4 － 2 1 炉 2 － 弥生土器，炉石 弥生後 本跡→SI93

9 5 E 3 el 〔N －110－W 〕 不　 明 （1．7 ）× （1．3 ） 18～24 鞭 〔1／2周〕 1 － － － －
人為 不　 明

9 6 E 3 d8 〔N －25 0－W 〕 不　 明 （3の　 × （2．0 ）42～44 平坦
－ － － － －

自然 不　 明 SI135→本跡

97 E 3 C7 N －46 0－W 長方形 9．46　×　 8．36 18～30 平掛開梱 〔全域〕 4 2 2 1 1 炉 自然
土師器 4世紀 本跡→SI98 ・101・102，SK 130 ・

133～135

98 E 3 d8 〔N －4 0－E 〕 〔方　 形〕 3．72　× （1．8 ）36～42 翔 〔全周〕 2 － － －
虚
注邑

人為 須恵器，支脚 8 酬己SI97→本跡

99 E 3 d5 〔N －7 0－W 〕 〔方　 形〕 4．12　 × （1．2 ）14～20 鞭 〔1／6周〕 1 － － －
竃 自然

人為

自然

自然

人為

人為

自然

人為

人為

自然

自然

人為

人為

自然

自然

人為

土師器，灰粕陶器

1腫 紀 SIlOO→本跡→SK 128

10 0 E 3 d5 N －92 0－E 長方形 4．02　 ×　 3．14 16～24 継 5／6周
－ 1 1 1 〔竃〕 1腫 紀 本跡→SI99，SK 128・129

10 1 E 3 C8 〔N －1 0－W 〕 〔方　 形〕 4．06　 × （1．4 ）54～58 瑚 〔全局〕

全周

4

－ 1 － － 土師器 8 世紀 SI97→本跡→SK 130

10 2 E 3 C7 N －300－W 長方形 2．84　 ×　2．48 36～44 平坦 － 2 1 炉 土師器

土師器，砥石

5 世紀 SI97→本跡

10 3 E 3 C3 〔N －140－E 〕 〔方　 形〕 5．32　 × 〔5．3 〕加～58］ 平坦
－ 5 1 竃 8 世紀 SI2→本跡→SI3・15・104

104 E 3 C3 N ＿140＿E 方　 形 4．44　 ×　4．10 加～醐 鞭 4 － 3 1 竃 8世紀 SI2 ・103→本跡→S I3・15

105 D 3 j7 〔N －180－W 〕 不　 明 （5．8 ）× （14日 38～40 鞘 〔全周〕 1 1 1 － －
4世紀 本跡→S IllO，SK 50 ・120，S D 14

106 E 3 a6 〔N 竜50－E 〕 〔長方形〕〔3．3 〕× 〔2．6 〕16～28 平坦 〔3／摘 〕 2 1 － － 竃 土師器 側苦），刀子 10世紀 SIlO7 ・108・112→本跡→SK 55

107

108

E 3 a6

D 3 j6

N －410－E

N －7 0－W

長方形

長方形

5．20　×　 4．12

3．76　×　 3．40

26～34

24～34

瑚

鞘

全局

全周

4

2

1

1

4

2

1

1

炉

竃

土師器，刀子

土師器，須恵器，鉄鉱

5世紀

9世紀

本跡→SIlO6 ・108，S K 26 ・50・

134 ・135

SIlO7 ・112→本跡→SIlO6，SK

55

10 9 D 3 h7 〔N －12 0－W 〕 〔方　 形〕 3．36　× （2．1 ）44～50 穆 〔全局〕
－ － － 1 竃 須恵器 （墨書），管状土錘 9世紀 SIllO ・111→本跡

110

1 11

112

D 3 i7

D 3 h6

D 3 j5

〔N －4 0－W 〕

N －6 。－E

N －48。－W

不　 明

方　 形

長方形

（4．4 ）× （1．7 j

6．60　 ×　 6．58

5．92　 ×　5．22

32～44

14～20

12～24

平坦

鞭

平坦

〔全周〕

〔全周〕

〔全周〕

1

4

4

2

1

2

15

8

1

1

炉

炉

土師器

土師器，陽物形模造品，砥石，刀子

土師器

4 酬己

5 世紀

4 世紀

SIlO5→本跡→SIlO9

SIllO ・112→本跡→SIlO9 ・

114，第2 号大形土軋 S K l17・

118・122・124，SD 14

本跡→SI16・106 ・108 ・111

113 D 2 jO N －19。＿E 長方形 4．30　×　 3．60 26～38 平坦 〔1／2周〕

〔全局〕

2 － 7 1 竃 土師器 拝接し須恵器

土師器

8 世紀 本跡→SI 6 ・12

114 D 3 h5 N －34。－E 方　 形 3．49　×　 3．49 14～22 平坦
－ － － － － 不　 明 SIlll→本跡

本跡→SIl17 ・118，S D 4

115 D 3 f6 〔N －7 。一W 〕 〔方　 形〕 6．12　× （1．の 44～50 平坦 1 － 1 － －
自然 7 世紀

116 D 3 g4 N －45 0－E 方　 形 5．38　×　 5．30 26～42 ・ 全周 4 1 17 1 竃 人為 土師器 5世紀

117 D 3 f3 〔N －2 。－W 〕 〔方　 形〕〔3．2 〕× 〔3．2 〕30～34 平坦 〔全周〕

全項

－ － 2 1 竃 自然 土師器，紡錘車 1腫 紀 SIl16→本跡→SI118，S D 4

118 D 3 f3 〔N －6 C－W 〕 〔方　 形〕〔3．5 〕×　 3．36 24～30 平坦
－ － － －

炉 自然 土師器 11世紀 SIl16 ・117→本跡→SD 4

119 D 3 d4 N －31 ㌧W 方　 形 4．04　 ×　 4．00 46～56 平坦 4 3
l

1 竃 自然 土師器 7世紀 本跡→S D 4

…469　－－－
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壁　 溝 主柱穴 貯蔵穴 ピッ ト 出入＝ 炉 ・竃

120 D 3 fl 〔N －11 0－W 〕 長方形 3．66　 × 〔3．0 〕34～36 平坦 全局 2 － － 1 竃 自 然 土師器，須恵器 （墨乱 射臓 器，鉄鉱 8 世紀 SI121・122→本 跡

121 D 3 fl N ＿『 ＿W 方　 形 3．88　 ×　 3．66 28～30 鞘 全局 4 － 3 1 竃 自 然 炭化種子 8 世紀 SI122→本 跡→ SI120

122 D 2 gO N －150＿E 方　 形 6．50　 ×　 6．42 18～24 平錮 朗 〔全周〕 4 2 2 2 炉 2 自 然 土師器 5世紀 本跡→ SI20～23・120・121 ・152

153，SK 78～ 80

12 3 D 2 hO N －4 。＿W 方　 形 2．84　 ×　 2．66 （34～44〕 鞭 全周 2 1 竃 人 為 須恵器 8世紀 S I122 ・152→ 本 跡→ SI19・20 ・

153

124 D 2 g9 〔N －1200－E 〕 〔方　 形〕［2．2 ］ × ［2．日 12～16 翔
－ － 2 1 炉 人 為 土師器 11世紀 SI21・22→本 跡→ SK 159

125 D 3 e l N ＿920＿E 方　 形 3．08　 ×　 2．90 48～60 鞘 － － 8 1 竃 人 為 土師器，須恵乳 刀子 9世紀 SI126 ・127→ 本跡

126 D 3 e l N ＿l O＿E 方　 形 3．80　 ×　 3．68 40～50 平坦 全周 2 － 1 1 竃 自然 須恵器 （豊艶 鉄釘 9世紀 SI127→ 本跡 →SI125

127 D 2 dO N ＿5 。＿W 長方形 4．36　 ×　 3．66 26～30 平坦 〔1／2周〕
－ 1 1 1 竃 自然 須恵器 糧部 8 世紀 本 跡 →SI125・126

128 D 2 d9 N －34 0－W 長方形 3．84　 ×　 3．18 34～44 裡 全周 4 － － 1 竃 自 然 刀子，鉄軌 紡錘車 8 世紀

129 D 3 C2 N ＿11∴W 方　 形 4．60　 ×　 4．22 38～48 平坦 全周 4 － 5 1 竃 自 然 須恵器 8 世紀 本 跡→ SK 192

130 D 3 b l N －94 0－E 方　 形 2．76　 ×　 2．66 2～12 鞭 全周 2 － 6 1 竃 自 然 土師器 耀部 10世紀 本 跡→ SK 221・225・226

131 C 3 i3 N －97 0－E 長 方形 4．46　 ×　 3．90 10～20 平坦 〔全周〕 1 － 1 －
竃 自 然 土師器，灰輌 器 1腫 紀 SI132～134・144，SD 14→本 跡

132 C 3 i2 〔N －1010－E 〕 〔方　 形〕 3．02　 × ［3．0 ］14～18 平坦 〔全周〕 2 1 竃 自 然
土師器 （墨凱 緑綱 器，置き竃，磨石，

刀子，鉄鉱

10世紀 SI133・134 ・144→ 本跡→SI131，

SK 219

133 C 3 i2 N －100－E 長方形 4．28　 ×　 3．72 36～46 平坦 全周 3 1 竃 自然
土師器，須恵器 （墨凱 紡錘軋 刀子 9世紀 SI134・144，SD 14→本跡→SI131・

132

13 4 C 3 i2 〔N －9 0－E 〕 〔長方形〕〔4．9 〕 × 〔4．2 〕1．4～16 平坦 〔1／2周〕
－ － － － －

不 明 8世紀 S D 14→本跡→SI131～ 133・144

13 5 E 3 e9 N －540－W 不　 明 （3．2 ） × （1．9 ）10～14 瑚 － － 1 － － 自然 弥生土器 弥生後 本跡 →SI96

136 C 3 g 2 N ＿190＿E 方　 形 3．62　 ×　 3．36 20～28 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器，須恵器 8世紀 S D 14→本 跡→ SD 5

137 C 3 d 2 〔N －86 0－W 〕 不　 明 （3．9 ） × （0．7 ）36～40 平坦
－ － － － －

人 為 不　 明 本 跡 →SD 7

138 C 3 d l 〔N －43 0－W 〕 不　 明 （2．6 ） × （1．5 ）22～34 印 〔全周〕 2 － － － －
人 為 不　 明 SD 14→ 本 跡→ SK 95，SD 8 ・9

139 D 3 b2 N ＿5 0－E 長方形 3．08　 ×　 2．76 30～36 平坦 全周 4 － 2 1 竃 自 然 土師器 （墨凱 須恵器 （．墨都 8 世紀 本 跡→ SK 222・223

140 D 2 b9 N ＿6 0＿W 方　 形 3．02　 ×　 2．92 16～22 平坦 全周 4 － 2 1 竃 自 然

自 然

自 然

自 然

自 然

不 明

人 為

自然

自然

自然

自然

人 為

自 然

自 然

土瞞 つ贈 器，灰粕陶器 9世紀

SI142，SK lO4→本 跡141 D 2 a7 N ＿0 0 長方形 3．10　 ×　 2．50 12～14 鞭 〔1／6周〕 1 － － 1 竃 土師器 1腫 紀

142 D 2 a7 N －93 0－E 方　 形 2．82　 ×　 2．72 46～52 平坦 全周 4 － － －
盤
旺邑

土師器，須恵器 8 世紀 本 跡→ SI141，S K lO2 ・104 ・105

143

14 4

14 5

C 2 j7

C 3 i2

C 2 j7

N －83 0－E

N －5 0－W

N ＿3 0＿W

方　 形

方　 形

方　 形

3．66　 ×　 3．60

4．36　 ×　 4．10

3．70　 ×　 3．56

40～52

46～54

40～52

平坦

鞭

平坦

5／6周

5‡（凋

〔全周〕

全周

4

4

4

2 1

1

竃

竃

竃

土師器，須恵器，鉄鎌

土師器，須恵器 （刻凱 砥石

土師器，須恵器

9 世紀

8 世紀

nl牲ゑコJ Lと／PL

SI145→本 跡→ SK lO2・103・

106 ・107

SI134，S D 14→本 跡→ SI131～

133

・107

146 C 2 i6 〔N －100－W 〕 不　 明 （2．6 ） × （0．8 ）22～26 瑚 － － － － －
不　 明 本跡 →SI149，SK 143

147 C 2 g 7 〔N －99 0－E 〕 〔方　 形〕〔3．6 〕 ×　 3．56 40～42 鞭
－ － － －

竃 9世紀 S I154→ 本 跡→S D ll

148 C 2 h 6 N ＿4 0＿W 方　 形 3．52　 ×　 3．28 50～58 平坦 4 － － 1 竃 土師器，須恵酎 凱 砥石

土師器，須恵器

須恵器

8世紀 本跡 →SD ll・13

149 C 2 h6 〔N －9 0－W 〕 〔方　 形〕 3．06　 × （2．2 ）32～36 瑚 〔全周〕 2 － － －
竃 8世紀 SI146→ 本跡 →S D 11

150 C 2 g8 N －35 0－E 長方形 3．56　 ×　 3．20 40～44 平坦 全周 4 － － 1 竃 8世紀 本 跡 →SD 12 ・13

152

153

D 2 hO

D 2 hO

N ＿89 0－E

N 掴4 。－E

長方形

長 方形

3．94　 ×　 3．16

4．20　 ×　 2．94

30～40

16～24

鞭

平坦

〔1／2周〕

〔1／3周〕 1

1
8 世紀

9 世紀

SI122→ 本跡 →SI19 ・20・123・

153，SK l12

SI19 ・21・122・123・152→ 本跡

→ SI20

154 C 2 g7 N －8 0－E 長方 形 4．06　 ×　 3．50 42～52 平坦 「凋 4 － 1 1 盤
旺邑

8 世紀 本 跡→ SI147，S D ll

155 D 3 al N ＿7 0＿E 長方形 3．56　 ×　 3．08 16～20 平針 裾 〔全周〕

〔全周〕

3 － 1 2 盤旺邑 自 然 土師器，砥石，板状鉄製品 10世紀 SI160→本 跡

SD 14→ 本跡 →SI159，SK 197

156 C 2 d6 N ＿6 0－W 隅丸方形 2．64　 ×　 2．60 20～40 平坦 3 － 3 －
炉 自 然 弥生土器 弥生後

15 7 D 3 a5 N ＿0 。 方　 形 2．90　 ×　 2．82 14～24 、平針 猷 2 － 6 1 竃 自然 土師若 潮㈲ 10世紀

15 8 D 3 a3 N ＿3 0－W 方　 形 3．74　 ×　 3．62 34～38 平坦 全周 4 － 3 1 竃 自然 土摘 瀾緒 潮繍 土製鼠 支軌妬 刀子，撮 8世紀

159 D 3 a3 N ＿32 0－W 方　 形 3．68　 ×　 3．60 42～46 平坦 全周 4 － － 2 盤旺邑 人 為 土師器 10世紀 SI158→本 跡→ SK 214・218

160 D 2 aO N ＿6 0－W 方　 形 4．36　 ×　 4．18 36～38 平坦 全周 4 － 3 1 虚
旺邑

自然 土師器，砥石，鉄釘 7世紀 本跡 →S I155 ・163

本跡 →S D 20

16 1 C 2 aO N ＿35 0－W 長方形 3．52　 ×　 2．96 18～28 平坦 全周 4 － － 1 竃 人 為 土師器 川 場

162 C 3 b2 〔N －5 0－E 〕 〔方　 形〕 4．10　 × （3．2 ） 6～14 翻 〔全周〕 4 盤印邑 自然 土師器，灰輌 器 10世紀

一一一一一一4701一一1－1
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16 3 D 2 a9 〔N －5 0－E 〕 〔長方形〕〔3．4 〕×　 2．60 32～42 平坦 全周 2 － 3 1 竃 自然 須恵器 8世紀 SI160→本跡

164 F 3 C5 N ＿14e－W 方　 形 4．84　 ×　 4．52 ：24～30） 鞘 全周 4 － 3 1 竃 不明 7世紀 SI54→本跡→SI56

165 B 2 i5 N ＿3 。－W 方　 形 3．22、×　 2．94 20～26 平坦 「周 3 － － －
竃 人為 土師器，須恵器 8 世紀 本跡→SK 204

166 C 2 a5 N ＿0 。 方　 形 2．82　 ×　 2．62 14～22 平坦 〔1／2郁 2 － 1 1 竃 自然 土師器誹 恵器 8 世紀 SI184→本跡→SI167・168

167 B 2 j6 〔N －88 0－E〕 〔長方形〕 4．14　 × 〔3．5 〕18～22 平坦 〔2／3周〕 2 － － － 竃 自然 土師器，鉄鎌，刀子 10世紀 SI166・184→本跡→SK 180

168 B 2 j4 N ＿8 0－E 方　 形 3．74　 ×　 3．62 10～16 鞘 〔全周〕 4 － 1 1 竃 自然 土師器，須恵器 9世紀 SI166・170，T P3→本跡→SK 171

169 C 2 b6 〔N －2 0－E 〕 〔方　 形〕 4．10　 × （1．0 ）26～36 平坦 〔全都
－ － － －

竃 自然 十師乳 須恵器 紺蠣

170 B 2j4 〔N －10 0－W 〕 〔方　 形〕 3．40　× （2．3 ）10～12 平坦 〔全周〕 2 － － 1 竃 自然 8世紀 本跡→SI168

17 1 B 2 j9 〔N －4 。－W 〕 〔方　 形〕 3．26　× （1．5 ） 4～ 8 平坦 － － － － － 人為 不　 明 本跡→SI172

17 2 B 2 i7 〔N －260－W 〕 〔方　 形〕〔6．9 〕× 〔6．9 〕 2～ 4 平坦 2 － － － －
自然 不　 明 SI17 1→本跡→SI174，SK 173

173 B 2 i6 N －4 0－W 方　 形 3．16　×　 2．96 10～12 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 須恵器 8世紀

174 B 2 h7 〔N －14。－E 〕 〔方　 形〕 3．80　 × （2．4 ） 8～10 鞭 － － － －
竃 自然 土玉，砥石 8世紀 SI172→本跡

175 B 2 e6 N ＿210＿W 長方形 4．10　 ×　 3．20 10～14 報 全周 4 － － 1 竃 自然 須恵器 8世紀

176 B 2 e4 〔N －9 。－W 〕 〔方　 形〕 3．12　 × （1．6 ）12～14 平坦 〔1／3周〕 2 － － － 竃 自然 土師器 8 世紀

177 A 2 j7 〔N －27 0－W 〕 〔方　 形〕 4．20　 × （2．4 ）22～26 平坦 〔2／3周〕 2 － － －
竃 自然 土師器 7 世紀 本跡→SK 178

178 A 2 j4 〔N －8 0－W 〕 〔方　 形〕 3．70　 × （1．7 ）22～28 裡 〔全周〕 2 － － －
盤
匿邑

自然 土師器，須恵器 8 世紀

179 B 2 b2 N ＿8 0－E 方　 形 3．34　 ×　3．30 14～16 平坦 全周 4 － － 1 竃 人為 土師器，須恵器 （墨部 8 世紀

18 0 B 2 bl 〔N －3 。－E 〕 〔方　 形〕 3．28　 × （2．0 ）22～24 平坦 〔全周〕 2 － － －
竃 自然 土師器，須恵器，鉄鉱 9 世紀

18 1 A 2 i3 N ＿6 。＿W 方　 形 2．66　×　 2．62 12～16 平坦 全周 4 － － 1 竃 人 為 土師器 10世紀 SI182→本跡

18 2 A 2 i4 〔N －5 0－W 〕 〔方　 形〕 3．12　× （2．2 ）26～28 鞘 〔全周〕 2 － － 1 －
自然 須恵器 8世紀 本跡→SI181

183 A 2 i5 〔N －0 0〕 〔方　 形〕 3．24　× （1．3 ） 16～20 平坦 〔全周〕 2 － ！ 1 － 自然 須恵器 8世紀

184 B 2 j5 N ＿7 0＿W 方　 形 3．80　×　 3．66 30～38 鞭 1／2周 4 －
l l

竃 自然 土師器，須恵器 （墨書），丸玉 8世紀 SK 177→本跡→SI166・167，SK 180

（2）土坑

土坑と竪穴住居跡の重複関係は，調査時住居跡を優先して調査しているため重複関係が図面上に表れないも

のもある。

第1号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
3　灰褐色　炭化粒子微量

4　灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　色　ローム粒子少量

第2号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

第3号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

第5号土坑土層解説
1　暗褐色　炭化粒子少量，炭化物・ローム小ブロック・焼土

粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子少量，炭化物・ローム中・小ブロック・
ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第6号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

第8号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

第9号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック中量，ローム大ブロック少量

第11号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量

第12号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子
少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック少量，焼土粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ
ック中量，ローム大ブロック少量

第13号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量
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明　石　遺　跡

㊧

第1号格納囁跡

‾＼＼＼、＿
SKl

④

藷∴
園1　　　軍［

旦28．2m

‾‾℃≡重r

∴三lノ

鮭∴
二だ一

間田

SK6・7・11・12

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　……十…一一ヤ－…一一一一］

旦28．4m

ヽJ
SK7

第370図　その他の土坑実測図（1）

SK8

旦28．4m

‾＼　J sK6

旦28．4m

二二「‾）・‾

旦

ヽ－J‾「」′
SKll

…一一一一4721－ll

SK12



⑥　　　　　　＼

一三三軒二十二
SK13・16・17

竺完
互28．8m　　　　　2

（

1

－

－

－

－

－

‥

－

1

．

1

…

一

一

く：　　sK24e25・26

第371図　その他の土坑実測図（2）

旦28．4m l　　　　　　旦

「‡∃二r r J

ヽ⊥′

∴一一＿二
旦28．6m
＼　一一＿一

2　　　　　　　　　　2

SK19

圏】

旦28．6m

‾＼＼＼　〕　一一一ノr一

旦

「｝〕′
SK22

ヽ⊥′
SK27

一一一一一一473－、－－－一一

－－、、－P1－　一－1－　－－叫



明　石　遺　跡

SK28・29

∴「∵A29．0m

下謬

一　三∴
旦28．8m

「宅r sK35

「＿＿＿＿＿「、∴‾旦29．。m

土l‾三三

‾t＿二′
SK38

第372図　その他の土坑実測図（3）

（
一
－
1
1
－
一
1
－
一
－
－
－
－
－
－
－
一
一
「
－
一
一
－
1
－
－
－
－
－
－
㌦

′
⊥
E
O
の
N
可
　
S

＼

1

1

－

、

1

1

1

1

－

－

－

－

′

ノ

！

！

畢

ll（－－－1－－－一－竃

⑥
　
旦

ヽ
J

～

l

一

l

－

1

－

一

一

－

‥

－

‥

…

－

）

一

1

－

－474…

＼
了
．

73

KS

詭∴
這、　旧i

A28．8m

－Il）一‾l‾

SK40

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

←†＋「」



t

「

了

一

＼
＼
＼
／
　
コ
㍉圏

84

KS

第373図　その他の土坑実測図（の

一二「
A
－28．8m

‾ご「土！‾
3

‾＼二子
SK45

瓜は一㌢－、l

⑥
　
旦

94

KSV

B

≡二妄亡二二

C

‾－＿一」

一一一一一475－－一一一一一一

2m

‾‾二‾‾‾

＼　　」

打＿＿－＿＿－＿＿j



明　石　遺　跡

‾＿「∴二「
A
－29．Om l

旦29．2m

で率ぞ‾‾
2

旦

「＼Jr‾

旦

‾呼
2

旦

『篭ま董≡≡ニr
2

‾∴三＿「「
SK65

二二三二∴
可　　　　SK69

第374図　その他の土坑実測図（5）

一一一一ll－476、一一一一一

麿
J

Å29．2m

二二二二
旦29．4m

‾　　＼　　　　　／

＿旦＿29．2m
2

SK66・67

⑥　　　i

A匠国辺
園l

l
＼
ノ
l

2m

四　　一－＿＿－・－－　－　－－－－－－F－1　一



二三二二一二＿l

A29．2m

④
　
Å

／

〆
γA29．2m

2意　sK76

一一三一＿
旦29．。m

「＝＝＝r SK79

？志＼
旦29．2m

‾二二l‾　三て三三

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

∴一一l一一一一一一一一一一十l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…・一・t、」

⑥　！　　！

当∈∋主
叫　　　　　mi

▼互29．2m
2　　　　　　　2

‾で≡≡㌢

（都

＠

一一一＿干－
圃j　　　　　固】

sK74　　　　　A29．2m

’＼＼∴‾…lJrsK75

＼

ノ

′

l
ゝ
口
日
日
レ
「

ヽ「了sK78。8。

A29．2m
2嶺sK77

⑥＼　　i

A◎－
武　　田！

429．2m
l

車
2

SK81

④）　／

二、了三二三一

一一一一一一477、一一一一一、－1一一・

第375図　その他の土坑実測図（6）

・
ノ
粧
　
A
－

一
．
1
1
一
、
～
‥
…
l
）
．
」
（
～
．
‥
一
、
‥
－
一

U、　　Cji

旦29．2m

葛　邑

旦＿
1

－留
2

SK82・83

旦29．2m

頂多r sK85



明　石　遺　跡

一千一＿‾二
A29．2m

‾‾二二二l‾‾　∵……

㊨　！

一二l三
埠目　　　　　撃1

旦29．2m

『＝＝y sK91

旦

「し、＿ノ「sK94

‾‾－÷‾‾！「
旦29．2m

tT
第376図　その他の土坑実測図（7）

竺よ一一
叫　　　　軍1

A
－29．2m

‾二ン‾　三二三…

④！I

三国、－1
耳目　　　　閣】

旦29．2ml

④l

－‾l蚕一一
叫　　　　の！

A29．2m

‾‾ニ‾r　…′…＝

叫　　　　のl

A29．2m

‾＝‾　三二…三

一三二二

tJ
SK95

㊨

‾‾‾‡‾‾＿‾

旦29．2m

雪ぎr sK98

一一一一一一1一一478－－

「　　J
SK96

李だ

I

A29．2m

二二二二二二‾l

し

ヽ

l

J

「
d
l

SK99

2m

ヒ二二二二コ≡≡二二二∃



・ノー　1　　！

二三≡∴一

圃i　　　　畢】

警よ1∴
且29．2m

彗雫143　sKl。。

④l

A◎
囲一

旦29．2m

ー◎d

④
　
旦

「LJr

CL

∵

　

（

、

′

J

．

．

E
N
．
率
可

且29．。m

l∴
SK105

：二三一一
マ‾　S；く108

④l

A◎一
間】　　園1

旦29．2m

‾ヽ己＿⊥′‾　　S毘く110
3

N

主
用
日
は
冊
出
川
の
闇
S

∈
N
．
牢
可

（一－－－北～一－…一－1

ー479－

C
寸
甘
礼
蔓
S

∈
N
．
①
N
可

20

d
u
lKS

＼

、一㌦′
且

、「 SK106・107

2m

二三毒＝二
旦

ヽ　　J
SK112

且29．2m

‾h・、コ、′‾
2

「一一一一　　　I　－一一一一一一一一」



明　石　遺　跡

一一千一一＿I

A29．2m

二＝二二二一一二三′‥二

‾「「一

旦29．2m

賎ク
41

旦＿29．2m B

‾＼ノノ‾　　‾＼　J

SK73

⑥ll i

二l正一－一
駅iU；　　凹i

A29．2m

SK121

SK115

∫
大
悦
凧
酬
冊
湖
沼
伊
r

E
3
N
d
l

＝　フ
叫

SK123

第378図　その他の土坑実測図（9）

＜l

A
－29．2m

二∴　三1一三

一一一　4801一一一一一

「
＼
／

224

日

u
KS

ノ

＼

－

一

／

l
h
附
腔
l

E
O
．
①
N

圃

SK124

2m

仁一一一一一一一一一一一一一－一一、1－－－－－－－－ll一一1一一一…「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一・



‾、＼＼、〕ノー

㌧

l

j

」

．旦29．。m

－1「－＿＿＿ノ‾　　　sK128

‾「

旦29．。m
第2号方形竪穴状遺構

⑥　！

SK132

第379図　その他の土坑実測図（10）

∵＝

ぷ＿

4l

ll＼！‾‾r

－1＼＼二一′一

SK126

I二‾千二

＼＿＿＿＿＿＿＿ノ‾

SK129

一一…　481－－－1－

⑥　　／

Y

A28．8m

「」－・lギ‾
2

B

「十
SK130

旦

1＼ノ〆
SK139

0　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿工＿＿＿＿＿＿＿＿＿二」



明　石　遺　跡

竺二二
旦28，4m

‾し＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿Jr

SK136

∴l一≡ノー「＞∴＿

旦29．2m

了二‾l二二

旋一
旦28．4m

ミニー‾ノ言

B

‾‾し　／

SK137

＼篭。＼露sK梱4
第380図　その他の土坑実測図（招）

ぞ完『
A28．2m

「二二‾三三l三三

〔
－
「
了
＝

④i

旦（∈∋）

叫

A29．2m

闇　　　計

1

旦

‾＼一一′‾

SK145

ーl一一一482－－－1一一Il－

S
2

∈
甲
ト
N
尋
1
1
4

K

l
h
n
〓
＝
＝
l
十
N
〓
日
賦
相
川
旧
侶
晶
聞

～

∫

j

ノ

了

B

＼　　ノ
SK146

0　　　　　　　　　　　　　2m

』二二二二王三二二二ヨ



ノ、．！

l三l
匂！

＿旦29．2m

‾キン’‾

旦

二子
SK147

旦

十一‾
SK151

④　i l

A（痙塾一
軍】　　　開1

過29．2m

‾一二シ‾

④l

二l：三
園1

＿旦29．2m

KK

r土等女r
l

B

＼　　√
SK148

A29．2m

¶三グ‾

ヽ＿′
SK152

『竺料

I

l

A29．2m

SK155

第381図　その他の土坑実測図（12）

一才l

二三‾l
圃l

A29．2m

二‾l‾
B

＼′
SK149

竺ふ
匂I

A29．2m

ヽ夢γ
B

ヽ、／‾
SK153

一1－1－483－－－一一一一…－1

Å29．2m

l

「麗多γ‾

且

、　′
SK154

鴇r二
SK157

2m

⊆≡＝二二二］二二＝＝∃



明　石　遺　跡

李完∴
且29．2m A29．2m

「窃「　　「忘三謬㌃
旦

‾＼、ノ‾‾　　‾＼）ノ

SK163

⑥i

二三l
圃1

旦29．2m

ヽ望γ
B

SK158

／

＿二l＿三千1
㌢

旦29．2m

ヽ子　、＼／‾
SK161　　　　　　　　　　　　　SK160

⑥　／

旦七Klニ
SK166

邸】

0

＿旦29．2m

‾l〉一l－

旦

二子　＼ノ
2m sK165←」

第382図　その他の土坑実測図（13）

「
＼
　
　
ン
l
一
＼

旦

⑥

且29．2m

、一一ノー

旦LJ‾

SK162

聖S‖24

旦29．Oml

二二二一

旦

、／
SK159

ヽ／√
SK169

1484－－－－－－、－一一一一

ヽJ
SK164

竺云一盟一一＼
A29．2m

二・一一∴′一′”‾　sK167

〒三一一
間】

4l

A29．2m　　　　　＿旦29．2m

lくミ≡ヨニr一　撃嘉㌃

旦

＼　一／　　　「＼Jr

SK227

④）
S1168

‾＼ニ＿＿＿＿＿r

SK168

「
h
日
日
r
l

E
N
．
①
N
l
彗

SK171



（妙l

三三
4l

B

＼′

⑧

SK174

転
臨
場
鳳
用
用
皿
汐
仁

∈
N
．
認
可

37

増
せKS

一．．．1

④i

∴＿＿二＿＿
＼　i　／

、⊥　ノ

撃】

l

＼

、

1

1

－

′

7

1

－

－
呵

し
暦
リ
ー

E
N
．
①
N
や

871

KS

〕ニ∴
旦28．8m

‾、‾てこここエア‾‾‾

B

SK176　　、一′
SK177

＼告一由一－＼
且29．2m

‾ニラ一二‾
旦

‾－＿－＿　…！一三二　‾l二Il‾　こて＿一二こ三

第383図　その他の土坑実測図（掴）

一一一一一一一485一一一一一一

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一一一……一一一一一一一一一一一一一・一一一lTlllll一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」



明　石　遺　跡

④）l

ニl◎一一
のl

＿旦29．2m

「1二了l

旦

「LJr

SK184

⑭　！　！

－∴ニ‥
耳】　　　珂】

A
－29．2m

、言　ノ　　sK帽8

⑥　／　l

A◎一
吋　　　　田！

A29．2m

‾」つニー　　SK194

隼－
B

ヽノ
C

＼ヽ／ノr

竺完一
圏】

旦29．2m

、＼＝エフr

旦

‾＼し′
SK185

警脛／一
旦29．2m

2

主＼、‾Jr

B

ヽ　J
SK190

SK195・196

第384図　その他の土坑実測図（15）

二願二‾‾　二三
くi

A29．2m

－1ミこ一一一・、11万

旦

‾）1了
SK186

一才′　で

二、＿‡l

＼

A29．2m

・ゴ・一十l

且

＼
SK191

ヽ了r
SK197

l一一一一486－－一

A29．2m

二二一
旦

ヽ′
SK187

B

「こ、」′7「

SK192・193

‾‾二三！三二＿……

2m

⊆二二－一丁　　＿ここ＿＿ここ＿ニ＝∃



⑭　／

∴一一一＿
田 29．0m

で室γ

竺完
旦29．。m

‾二三‾

SK205

⑥l

旦感麺
園】

旦29．2m

二‾ン√

＼
し
、
／

SK202

∴二二‡‾‾、

司　　　のl

旦29．。m

三三三二二　　‾一二∴‾　…二三二一

一
一
一
一
、
I
I
～
－
－
－
‥
－
－
－
｝
一
－
－
一
一
）

302

KS

－』、I

二‾丁
寧】

旦29．2m

‾二＝二手「‾

④）／

土l二三「一
可　　　　血

＿且．29．0m

「≡透「
SK210

ー487－

第385図　その他の土坑実測図（16）

SK206

且29．Om

l二「 SK204

し
）
了

、、∴－こl
E
N
．
①
N
・

園

SK211

0　　　　　　　2m

Li　＿＿＿＿ニニ：こ＝⊇



明　石　遺　跡

（
「

l
！
＼

⑥
旦

鵠
廟㌦

′
　
旦

l
h
回
I
N
闇
U
r

E
N
．
認
可

SK212

旦

旦

29・2m2

竪i

‾二了‾‾
3

旦

「正夢三D14

叫ヽ＼ノし′」Jへ

圃1

且29．2m

二二‾l‾
B

ヽ）′
SK220

SK215・216・217

∴一一二
旦29．2m

「ミ≡三芳r sK228

第386図　その他の土坑実測図（17）

旦29．2m

二；鞄γ二
旦

‾＼了
SK218

⑥

旦29．2m

S－1芦≡三ヨr sK2掴

一議二l
A29．2m

l

1、1∴ノ

SK219

、r
SK223

一一一一一一一一一1488－－－－1一一一一1－

2m

、．叫　　　　　U

「一一一一一一一一一…一一一一一一一一…一一一一一一一一…一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一1一一



二二二‾∴
且29．2m

l

宅r sK229

♀ふっ

！、　／

二‥二二

旦29．2m
21

瑠「SK2。。

ー
◎
可

⑥
　
旦

可　　　出i

A29．0m

④
l
　
且

転
r

E
甲
の
N
尋
－

旦

U sK233　「J‾sK234

旦29．2m

二‾‾

確）！

旦◎
圃1

旦29．2m

二二l－
B

「しノr
SK244

SK236　　　　A29．2m

（－～－－－一－－＼l一斗

二三二二
間［

旦29．2m

一で聖才‾

且

‾鵡＼　J

SK243

第387図　その他の土坑実測図（18）

一一一　489…一一一

＼
j
了

－邸t

＼
　
二

53

∈
。
．
①
刊
尋
　
2K

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

二
l
I

一
l
l
r
I
ゝ

042

KS

頚一朗

＼ノJ‾。SK245　2m
二一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l－1－－－－－－－一一一一一一一一一▼一一1－1」



明　石　遺　跡

第14号土坑土層解説
1　暗褐色

2　暗褐色
3　暗褐色

4　褐　色
5　暗褐色

6　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
ローム粒子多量

第16号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第17号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量

第19号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒
子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム大ブロック少量

第20号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第21号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒

子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第22号土坑土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第24号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・

中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム

大ブロック中量，焼土粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量

第25号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・

中ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大・中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第27号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第28号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・

中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化
粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・
中ブロック中量

4　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

第29号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化
粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第30号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

第31号土坑土層解説
1　極暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少

量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　褐　色　ローム粒子多量

第32号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，ロ

ーム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

第33号土坑土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第34号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量

第35号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第36号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少

量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第37号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第38号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第39号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子少量

第40号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量

第41号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒

子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

－490－



第42号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子微量

第43号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量

第45号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

第46号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量

第47号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

第48号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

第49号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量，焼

土粒子微量

第50号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量

第51号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，

焼土粒子微量

第52号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

第53号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微

量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第54号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第58号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第59号土坑土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量

第63号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒

子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量

第64号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒

子微量
2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

第65号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック少量，

ローム粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中ブロック・炭化物

少量，ローム粒子微量
5　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

第66号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

第67号土坑土層解説
1黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・

炭化粒子・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量，焼土粒子微量
3　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子

少量

第69号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第70号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム中・小ブロック中量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
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第71号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

第72号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子中量

第74号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第75号土坑土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック・

炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第76号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第77号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック少量

第78号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第79号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭

化物・焼土粒子・炭化粒子微量

第80号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量

第81号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第82号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第83号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第85号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第86号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブ

ロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量

第87号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量

第88号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム大・小ブロック中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック少量

第89号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第90号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロ

ック微量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第91号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子

少量

第92号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

第93号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム小

ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量

第94号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック中量，ローム粒子少量

第95号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック中量，ローム粒子少量

第96号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　色　焼土粒子多量，ローム大ブロック少量

第97号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

第98号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第99号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第100号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第101号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子少量

第102号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第103号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量

第105号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量

第106号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

第107号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

第108号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第109号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第110号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第111号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第112号土坑土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
4　黒　色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子少量
5　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

第113号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量

第114号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少

量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック中量

第115号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
7　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム

大ブロック少量

第117号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子多量，焼土

粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子多量

第118号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子

少量
3　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量
5　褐　色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子多量，炭化

粒子少量

第119号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック少量

第121号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック・焼土粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

第122号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，焼土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック少量

第123号土坑土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック少量

第124号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中最，ローム

大・中ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム大ブロック少量

第125号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック中量，ローム太ブロック少量
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第126号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム太ブロック少量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中最，ローム太ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒
子少量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中畳，ローム
中ブロック・焼土粒子少量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　ローム中ブ
ロック中量，ローム太ブロック少量

第127号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中最，ローム
中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム大ブロック少量

第129号土坑土層解説

ユ　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子ぜ
炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼士粒
子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

第130号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒
子e炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量ク　ローム小ブロック・焼土粒子・
炭化粒子少量

第132号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子多量，ローム太の
中ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム太ブロック少量

第133号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
大・中ブロック・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム大ブロック・焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック少量

第134号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム太。
中ブロック中量

第135号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック・炭化物・焼士粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム太ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム
中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒

子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック。焼土粒
子少量

第136号土坑土層解説

1　黒褐色　炭化物e炭化粒子多量
2　にぷい赤航　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

第137号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多義，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

第138号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化

粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

第139号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量，焼土粒

3　暗褐色

・1　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色
7　褐　色

8　暗褐色

子。炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム太の小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム大・中ブロック・ローム粒子中量
ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

第140号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量，焼士粒子

微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量，ローム小

ブロック微量

第141号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量，焼土粒子

微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第142号土坑土層解説
1　暗褐色　粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量

第143号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大。中・小ブロック少量

第144号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第145号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量

第146号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第147号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多義，ローム中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

第148号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量

第149号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
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第150号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロー

ム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム

中ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量
7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第151号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム

太ブロック少量
2　暗褐色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・

中ブロック少量
4　黒褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

第152号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

第153号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土粒

子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，焼土粒

子微量

第154号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第155号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
3　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子中量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第156号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒

子微量
2　暗褐色　ローム大・中ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第157号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

第158号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブ

ロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブ

ロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第159号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第160号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第161号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第162号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム
粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量

第163号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太・中
ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ
ック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

第164号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大
ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中最，ローム大・中ブロック・ロ
ーム粒子少量

5　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロ
ック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第165号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・中・小ブロック少量，
炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小

ブロック少量

第166号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大

ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中
ブロック微量

5　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第167号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム大・中・小ブロックeローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

第168号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子

微量
2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第169号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量

第170号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロ

ック微量
3　褐　色　ローム粒子中量

第171号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量

第膵2号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量
3　黒褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ローム

粒子少量

－1－－－－－－495・一一…l一一一、



明　石　遺∴跡

第173号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム太ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量

第174号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第175号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　褐灰色　灰多量，ローム太ブロック・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック中量

第176号土坑土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中農，炭化粒子少量
3　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム粒子中量，焼土粒子少

量

4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少

量

6　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子少量
7　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
8　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，ローム大ブロック・ロー

ム粒子・焼土粒子少量
9　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第177号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子中量

第178号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム

小ブロック微量

第180号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム太。小ブロック・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

第181号土坑土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム太・中ブロック少

量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第183号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量，焼

土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第184号土坑土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太ブ

ロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第185号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第186号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム太ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第187号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

第188号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太・

中ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第190号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム太

ブロック少量

第191号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量，焼土

粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

第192号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量，ローム

中・小ブロック少鼠　焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第193号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

第194号土坑土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量

第195号土坑土層解説
l　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第196号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

第197号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム大・中0小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量，

焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・ノトブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

第198号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック少量

第199号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム太ブロック・ローム

粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中

ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大e小ブロック少量

第200号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量

第201号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロ

ック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第202号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，炭化

粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量

第203号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
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第204号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量

第205号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量

第206号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒

子微量
2　暗褐色　ローム太・小ブロック少量，ローム粒子微量
3　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子多量

第207号土坑土層解説
1　窯褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム太ブ

ロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

大ブロック少量

第208号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒

子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量

第210号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム太・中・小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック少量

第211号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中。小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

第212号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム太・中・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量

第213号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量，

焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム太・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・小ブロック少量

第214号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量

第215号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

第216号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量

第217号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量

第218号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
5　褐　色　ローム粒子多量

第219号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微

巨ヨ

IP．

2　暗褐色　ローム大き小ブロック中量，ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第220号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム太

ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量
5　窯暗色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第221号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子

少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

第223号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック中量

第224号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼士

粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

第225号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム大・中・小ブロック0ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第226号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第227号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼士粒子

微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量

第228号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム

粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム太ブロック・ローム

粒子少量，焼土粒子微量

第229号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第230号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太0小ブロック少量

第231号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量，

ローム中ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中

ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム太・中ブロック少量
5　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量

第232号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック少量
2　暗褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量
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第233号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量

第234号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

第235号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック中量，ローム

小ブロック少量

第236号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロー

ム粒子少量
2　暗褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブ
ロック少量

4　褐　色　ローム粒子多量

第237号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第238号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼士粒

子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子微量

表6　明石遺跡士坑一覧表

第240号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量，ローム大ブロック微量

第243号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子

微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量

第244号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼士粒子・

炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量
3　暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量

第245号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量
3　暗褐色　ローム粒子中農，焼土粒子微意
4　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中

ブロック少量

1 し 4eJ し八 一13　－VV」 し帽 「j 形 」 し1．3ノ　 ）く　 LU．r／ノ ∠リ 横 糾 1∴川 ＝誉 b lZ リ“‾→4ゝ捌、→ b Å 1

2 G 3C9 N －9 0 0－E 楕　 円　 形 2．9 8　 ×　 1．5 3 10 外 傾 平 坦 自然 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器

3 F 4 f2 N －7 30－E 楕　 円　 形 1．6 9　 ×　 1．20 25 緩 斜 皿 状 自然 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器 S D 2 → 本 跡

5 F 4 h2
－

円　　　 形 0．72　 ×　 0．69 24 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器

6 F 4 h l N ＿8 0＿W 隅 丸 長 方 形 1．64　 ×　 0．88 36 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器 ， 須 恵 器

7 F 4h l N －39 0－W 楕　 円　 形 0．72　 ×　 0．57 60 外 傾 皿 状 不 明 土 師 器

8 E 3h 3 N －85 0－W 楕　 円　 形 0．63　 ×　 0．56 35 外 傾 平 坦 自 然 S I92→ 本 跡

9 F 4h 2 N －31 。－E 〔長 方 形 〕 2．15　 ×　 0．94 38 外 傾 平 坦 自 然 弥 生 土 器 ， 土 師 器 T P 2 → 本 跡

10 F 3C6 N －8 0－E 隅 丸 長 方 形 1．64　 ×　 0 ．88 19 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ，須 恵 器 ，置 き竃 ，砥 石 SI49 ・59→ 本 跡

1 1 F 4h l N ＿85 0＿W 楕　 円　 形 1．30　 ×　 1．19 4 0 外 傾 平 坦 自然 土 師 器

12 F 4il N ＿76 。＿E 隅 丸 長 方 形 1．30　 ×　 1．04 6 8 外 傾 平 坦 自然 土 師 器

13 F 3iO －
円　　　 形 径 0 ．83 24 外 傾 平 坦 自然 土 師 器

14 F 3 C7 N ＿8 2 。＿W 楕　 円　 形 2．0 1　 ×　 1．84 18 緩 斜 平 坦 人 為 弥 生 土 器 ， 土 師 器 S D 3 －→本 跡

15 F 3 b6 N ＿65 0－W 楕　 円　 形 1．4 9　 ×　 1．15 16 垂 直 平 坦 人 為 土 師 質 土 乳　 陶 器 ， 砥 石 S I5 8 ・59 → 本 跡

16 F 3iO － 円　　　 形 0．68　 ×　 0．6 3 6 1 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器

17 F 3i9 N －89 。－E 隅 丸 長 方 形 2．09　 ×　 1．15 38 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器

19 F 3e7 N ＿72 0＿E 楕　 円　 形 1．3 1　 ×　 1．03 12 緩 斜 平 坦 自 然 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 土 師 質 土 器

20 F 3e7 －
円　　　 形 0．70　 ×　 0．68 12 緩 斜 平 坦 自 然
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土
坑
番
号

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備考

新旧関係 （古→新）長径錘由）×短径（軸汗扉 深さk壷

21 F 3h 4 N ＿45。－W 楕　 円　 形 1．35　×　 0．90 18 外傾 平坦 人為 土師器

22 F 3g 4 N ＿10。－W 楕　 円　 形 1．54　 ×　 1．35 17 緩斜 平坦 人為 土師器

23 F 3C7 N ＿69 e－W 楕　 円　 形 1．14　 ×　 0．94 14 外傾 平坦 自然 土師乳　 土師質土器 SD 3 →本跡

24 E 3b 5 N ＿7㌔W 隅丸長方形 2．04　 ×　 1．10 33 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

25 E 3b 6 N －80 0－W 隅丸長方形 1．18　 ×　 0．65 65 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，土師質土器 SK 26→本跡

26 E 3b 6 〔N －80 0－W 〕 〔楕 円 形 〕 （0．7）× （0．4） 15 緩斜 平坦 不明 土師器，須恵器，土師質土器 SIlO7→本跡→SK 25

27 F 3b8 N ＿79 0－E 楕　 円　 形 2．17　 ×　 1．28 29 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，陶器

28 E 3b4 N ＿7。－E 隅丸長方形 1．24　 × （0．7） 45 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 本跡→SK 29

2 9 E 3 b4 N ＿1。＿W 隅丸長方形 1．50　 × （0．3） 35 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器 SK 28→本跡

30 E 3 i6 N －70－W 楕　 円　 形 1．88　 ×　 0．97 20 外傾 平坦 自然 土師器 SI70→本跡

31 F 3a 9 － 円　　　 形 0．94　 ×　 0．91 25 外傾 平坦 人為 縄文土器，弥生土器，土師器 SI62→本跡

32 F 3b 9 － 円　　　 形 1．05　×　 0．98 64 外傾 平坦 自然 SI62 ・64→本跡

33 F 3C3 N ＿4。－W 楕　 円　 形 1．22　×　 0．90 19 外傾 平坦 自然

34 F 3b 3 N ＿80 0－W 楕　 円　 形 1．04　 ×　 0．66 14 外傾 平坦 自然 土師器

35 F 3C3 〔N －58 0－E 〕楕　 円　 形 （1．2）×　 0．99 18 緩斜 皿状 人為 土師器

36 E 3d 6 〔N －84 0－W 〕不　　　 明 1．32　 × （0．8） 31 外傾 平坦 自然 土師器

37 E 3h 6 N ＿54 0－W 楕　 円　 形 1．36　 ×　 0．86 45 外傾 平坦 自然 SI71→本跡 （SI7 1内）

38 E 3h 5 N ＿65。－W 楕　 円　 形 1．80　 ×　 0．82 53 外傾 平坦 自然 SI71→本跡

39 E 3h7 N ＿8㌧E 楕　 円　 形 1．20　 ×　 0．62 3 9 外傾 凹凸 人為 土師器 SI6 9→本跡→SD 3

40 E 3 i3 N ＿11 0＿W 楕　 円　 形 0．82　 ×　 0．61 3 6 外傾 平坦 人為 土師器

41 F 3 a6 〔N －120－E 〕不　 定　 形 （2．3） ×　 2．03 14 緩斜 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 SI59→本跡

42 E 3f6 円　　　 形 1．11　 ×　 1．06 40 外傾 平坦 自然 SI84→本跡

43 D 2iO N －52 0uE 楕　 円　 形 0．82　 ×　 0．71 18 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

44 E 3h 7 … 円　　　 形 蓬0．70 44 垂直 平坦 人為 土師器

45 E 3h 2 N －84。－E 楕　 円　 形 1．37　×　 1．09 36 外傾 平坦 自然 弥生土器，土師器

46 E 3h 3 … 円　　　 形 0．89　×　 0．80 34 外傾 平坦 自然 弥生土器，土師器 SD 15→本跡

47 E 3i6 〔N －42 C－E 〕 〔楕 円 形 〕 （2．0）× （工3） 29 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 SI73→本跡

48

49

50

51

52

5 3

E 3h 4

E 3g 3

E 3a7

E 3i8

E 3h5

D 2 iO

N －31。＿W

N ＿3。＿E

〔N －80 0－E 〕

N －85。－E

N －35。－W

N －490＿W

楕　 円　 形

楕　 円　 形

不　 定　 形

不　 定　 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

2．04　 ×　 1．30

0．93　 ×　 0．46

（2．2）×　 0．80

2．53　 ×　 1．05

1．43　 ×　 0．87

0．97　 ×　 0．87

15

14

17

16

64

38

外傾

外傾

緩斜

横斜

外傾

外傾

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

平坦

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為

不明

人為

人為

自然

人為

人為

自然

自然

人為

自然

人為

弥生土器

土師器

土師器

SIlO5 ・107→本跡

本跡→SK 555 4 D 3j6 N －90＿W 楕　 円　 形 0．97　 ×　 0．60 76 外傾 平坦 土師器，須恵器

55 D 3j6 〔N －21∵Ⅳ〕〔楕 円形 〕 0．85　 × （0．6） 15 緩斜

垂直

垂直

平坦 土師器，須恵器 SIlO 6 ・10 8，SK 54→本跡

56 E 3jO 〔N －72 0－E 〕〔楕 円形 〕 （1．5） ×　 1．55 44 平坦 縄文土器 本跡－ヰSI6 5

57 E 3h 6 N －67。＿W 楕　 円　 形 2．22　 ×　 1．11 6 1 平坦 土師器 SI7 1→本跡

SI66 ・77→本跡

SI9 →本跡

58

59

61

D 2iO

E 3g 6

E 3h O

N －41。＿W

N －89 0－W

円　　　 形

楕　 円　 形

〔円　形 〕

0．71　 ×　 0．66

1．96　 ×　 0．79

径 〔0．9〕

19

51

43

外傾

外傾

垂直

平坦

平坦

平坦

土師署凱　須恵器

土師器，須恵器，灰粕陶器

63 D 3jl 円　　　 形 0．84　 ×　 0．73 14 緩斜 平坦 土師器

64 D 3jl 楕　 円　 形 0．87　 ×　 0．66 13 外傾 平坦 土師器

65 E 3al N －84 0－E

〔N －10可

隅丸長方形 2．05　 ×　 0．97 15 外傾 平坦 土師器，須恵器

66 E 3 b3 円　　　 形 0．91　 ×　 0．87 20 緩斜 平坦 土師器

67 E 3 a3 〔楕 円 形 〕 0．95　 × （0．7） 15 緩斜 平坦 土師器

！
69

IE 3g 2 N －26 5－W 楕　 円　 形 1．28　 ×　 0．90 52 外傾 平坦 人為 SI17・→本跡

－…　499－



明　石　遺　跡

土
坑
番

n号

位 置
長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平 面 形

規　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　　 土　　 遺　　 物
備 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）長径 洩狛 ×短肇汗軸H m ） 深 さ（C扉

7 0 D 3j3 N －89 ㌧E 長　 方　 形 2．04　 ×　 0．7 1 18 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

7 1 D 3f6 －
円　　　 形 0．74　 ×　 0．69 22 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 S D 14→ 本 跡

72 D 3d 5 － 円　　　 形 0 ．67　 ×　 0 ．64 3 7 外 傾 皿 状 自然 土 師 器 ， 須 恵 器 S D 18→ 本 跡

73 D 3h 4 N －50 。－E 楕　 円　 形 0 ．69　 ×　 0 ．42 3 3 外 傾 凹 凸 不 明 土 師 器

74 D 3g 5 N －62 0－E 楕　 円　 形 1．30　 ×　 0．55 34 外 傾 平 坦 人 為 縄 文 土 器

75 D 3f5 N －15 。－W 楕　 円　 形 1．45　 ×　 1．15 25 媛 斜 平 坦 自 然 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器

76 D 3 f4 N 」5 0－E 楕　 円　 形 1．2 9　 ×　 1．0 4 15 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

77 D 3 e4 N －7 3C－E 楕　 円　 形 1．19　 ×　 1．0 5 35 緩 斜 皿 状 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

78 D 3 g l N －5 0－W 長　 方　 形 1．30　 ×　 0．80 22 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 SI122 ， SK 80 → 本 跡

79 D 3 gl N －89 0－E 長　 方　 形 0．95　 ×　 0．76 20 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 SI122・→ 本 跡

8 0 D 3 gl －
不　　　 明 （工 1） × （0．4 ） 20 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 SI122→ 本 跡 → S K 78

8 1 D 2h 9 N －72 0－E 楕　 円　 形 0．79　 ×　 0．54 9 緩 斜 皿 状 自 然 土 師 器 本 跡 → SK 82

8 2 D 2h 9 N ＿80 。＿E 楕　 円　 形 0．63　 ×　 0 ．55 12 緩 斜 血 状 自然 土 師 器 S K 8 1→ 本 跡

83 D 2h 9 …
円　　　 形 0 ．72　 ×　 0 ．68 2 0 緩 斜 皿 状 自然 土 師 器

84 D 2h 9 － 円　　　 形 径 0．74 13 媛 斜 皿 状 人 為 土 師 器 ， 土 師 質 土 器

85 D 3h l 円　　　 形 径 0 ．51 28 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器

86 D 3h l N －9 。－W 楕　 円　 形 0．95　 ×　 0．79 47 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

87 D 3 g l N 7 9 0－E 楕　 円　 形 1．0 4　 ×　 0．8 1 43 外 傾 平 坦 人 為 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器

88 D 3 g2 N －84 0－E 楕　 円　 形 1．0 2　 ×　 0．8 1 45 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

89 D 3f2 N ＿79 0＿E 楕　 円　 形 0．8 5　 ×　 0．7 7 38 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器

90 D 3f2 N ＿65 。＿E 楕　 円　 形 0．9 1　 ×　 0．63 50 外 傾 皿 状 人 為 縄 文 土 器 ， 土 師 器

9 1 C 2j9 N －39 0－E 楕　 円　 形 0．90　 ×　 0．75 29 外 傾 平 坦 人 為

9 2 C 2j9 N ＿62 0＿E 楕　 円　 形 0．89　 ×　 0．84 44 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器 ， 須 恵 器

93 C 2i8 －
円　　　 形 0．68　 ×　 0．6 1 48 外 傾 皿 状 自然 土 師 器

94 C 2g O N －87 0－E 不　 定　 形 2．36　 ×　 1．15 25 外 傾 平 坦 人 為 SD 8 ・9→ 本 跡

95 C 3d l N 7 5 0－W 隅 丸 長 方 形 1．19　 ×　 0 ．94 5 7 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 磁 器 本 跡 → SI138 ， SD 8 ・ 9

96 C 2武） N －4 6 0－W 隅 丸 長 方 形 1．08　 ×　 0 ．94 28 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 S D lO→ 本 跡

97 C 2d5 N －1 0－E 〔隅丸長方 形〕 五 5） ×　 0．94 78 外 傾 平 坦 人 為

Jヽい ／‘、rIニ′7 「Tl　　　　　　　 二広く n　rフr）　　　＼ノ　　　　∩／ご／二 41 んJル石 汀円、トト 白妙
こプ0 しノ乙11 「1　　　　　　　 ノlン U．／J　　　′ヽ　　　U．U U ム士⊥ ノ「11只 111⊥イlノ＼ H l了、1

99 C 2 h8 N ＿27 。＿W 楕　 円　 形 1．16　 ×　 0．9 1 24 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器 ， 須 恵 器

100 C 2i8 N －6 10－E 隅 丸 長 方 形 0．9 6　 ×　 0．5 2 14
［
外 傾 平 坦 自 然

10 1 C 2i7 N ＿17 。－W 楕　 円　 形 0．7 3　 ×　 0．62 22 外 傾 平 坦 人 為

102 C 2j7 － 不　　　 明 1．82　 × （0．7 ） 33 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 S I142 ・143 ・145 －ヰ本 跡

103 C 2j6
－

円　　　 形 0．55　 ×　 0．47 27 外 傾 皿 状 自 然 SI143 ・145 → 本 跡

104 D 2a7 N ＿41 0－W 〔長 方 形 〕 （1．5 ） ×　 0．66 23 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 SI142 ．・・・．・本 跡 → S I14 1， S K lO5

105 D 2a6 －
不　　　 明 （1．3 ） × （0．4） 42 外 傾 凹 凸 人 為 SI142 ， SK lO 4→ 本 跡

106 C 2j6 －
〔 円　 形 〕 径 （0．6 ） 32 垂 直 平 坦 人 為 SI143 ・145－→本 跡 → S K lO 7

10 7 C 2j6 〔N －8 3 0－W 〕 〔楕 円 形 〕 （1．7） ×　 1．42 4 1 垂 直 凹 凸 人 為 土 師 器 SI143 ・145， SK lO6 → 本 跡

10 8 C 2 e7 － 円　　　 形 径 0．62 19 外 傾 平 坦 自然 土 師 器 ， 須 恵 器

10 9 C 2f6 N －7 7 0－W 長　 方　 形 2．09　 ×　 1．25 42 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

1 10 C 2 g6
－

円　　　 形 0．66　 ×　 0．55 16 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

1 11 C 2h 7 N －20 0－W 楕　 円　 形 1．2 7　 ×　 0．58 24 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 瓦 質 土 器 S D 13→ 本 跡

112 D 2iO N －4 0－W 方　　　 形 一 辺 1．02 3 1 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 土 師 質 土 器 ， 陶 器 S I152 → 本 跡

113 D 2iO N 圭 ＿E 方　　　 形 0．79　 ×　 0．83 32 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器

114 D 3il N ＿84 0－E 楕　 円　 形 1．48　 ×　 0．84 35 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 陶 器

115 D 3il N －89 0－E 長　 方　 形 1．83　 ×　 1．0 1 61 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器
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位置
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平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備考

新旧関係 （古→新）長径（軸ラ×短径（軸‖扉 深さ（cm）

116 D 3i3 〔N －60 0－E 〕不　 定　 形 （1．3）× （0．9） 16 緩斜 平坦 人為 SIll，SD 4 →本跡

117 D 3i5 〔N －51 0－E 〕〔楕 円 形 〕 （1．2）×　 0．50 33 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 SIlll，大形土坑，SKl17 ・118→本跡

118 D 3i5 〔N －68 0－W 〕〔楕 円 形 〕 （1．3） ×　 1．18 29 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SIlll，SK 122→本跡→SK l17

119 E 3a7 － 円　　　 形 径1．10 19 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 SK 120→本跡

12 0 E 3a7 〔N －83。－E 〕不　 定　 形 （1．7） × （0．7） 13 緩斜 平坦 不明 SD 14→本跡→SK l19

12 1 D 3h5 N 圭 一W 楕　 円　 形 1．52　 ×　 0．87 2 2 外傾 平坦 自然

122 D 3i5 〔N －70 0－W 〕〔楕 円 形 〕 （1．6） ×　 1．23 7 1 緩斜 Ⅴ字状 人為 土師器 SIlll→本跡→SK l18

123 D 3 i4 N ＿85。－W 楕　 円　 形 0．94　 ×　 0．57 66 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器

124 D 3 i6 N －390－E 不整楕円形 1．65　 ×　 1．17 35 外傾 平坦 人為 土師器 SIll1－→本跡

125 E 3 b5 － 〔円　 形 〕 1．32　 × （1．2） 21 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 第2 号方形竪穴状遺構→本跡

126 E 3C 5 N ＿17 0＿W 楕　 円　 形 1．40　 ×　 1．19 25 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 第2 号方形竪穴状遺構→本跡

127 E 3b 6 N －26 0－W 楕　 円　 形 1．35　 ×　 0．58 25 緩斜 平坦 人為 土師器

128 E 3d 5 N ＿10 0－W 〔長 方 形 〕 （1．1）×　 0．92 10 緩斜 平坦 不明 SI99 ・100→本跡

129 E 3d 5 － 円　　　 形 径1．18 36 緩斜 平坦 自然 土師器 SIlOO－→本跡

130 E 3b 8 － 円　　　 形 1．25　 ×　 1，18 18 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器 SI97 ・101→本跡

132 E 3b 5 N ＿89 0－W 楕　 円　 形 1．73　 ×　 1．47 35 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 本跡→第 2 号方形竪穴状遺構

133 E 3d 6 N －65 0－W 楕　 円　 形 1．23　 ×　 1．06 51 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SI97→本跡

134 E 3b 6 〔N －44 0－E 〕不　 定　 形 3．10　 × （1．5） 29 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 SI97 ・10 7－→本跡－→SK 135

13 5 E 3b 7 〔N －50 0－E 〕不　 定　 形 2．87　 × （工2） 21 緩斜 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器 SIlO7，SK 134→本跡

13 6 F 3jO N ＿74 0－E 楕　 円　 形 2ユ2　 ×　 0．99 2 0 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

137 F 3jO － 円　　　 形 径0．81 24 外傾 平坦 人為

138 F 4jl N －58 0－W 楕　 円　 形 1．06　 ×　 0．90 37 外傾 平坦 人為 弥生土器，土師器，須恵器

139 G 3 a6 〔N －38 0－E 〕〔長 方 形 〕 （1．2） ×　 1．00 5 1 外傾 平坦 人為 土師器 SI4 0→本跡

140 G 3e 9 － 円　　　 形 1．34　×　 1．29 23 外傾 平坦 自然 土師器 SI3 5→本跡

14 1 G 3b 9 N －70 0－E 楕　 円　 形 2．27　×　 1．94 40 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

142 G 3e9 N －90－E 隅丸長方形 1．90　 ×　 0．99 30 外傾 平坦 人為 SI24→本跡

143 C 2i6 N L38 0LW 不　 定　 形 1．55　 ×　 0．81 60 外傾 凹凸

凹凸

平坦

平坦

人為

人為

自然

自然

自然

自然

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為

人為

自然

自然

自然

人為

弥生土器 SI14 6，SK 144，SD 13→本跡

144

145

14 6

C 2i6

C 2i8

C 2i8

N －77 0－E

N －72 0＿E

N ＿60 0＿E

不　 定　 形

隅丸長方形

楕　 円　 形

2．58　 ×　 0．98

1．10　 ×　 0．49

1．12　 ×　 1．00

44

13

16

緩斜

外傾

外傾

土師器，須恵器

須恵器

SD 13→本跡－→SK 143

S I2 3 ・12 2→本跡

SI12 4→本跡

14 7 C 2i8 － 円　　　 形 径0．66 42 外傾 皿状 土師器

148

14 9

150

15 1

C 2j8

D 2a8

C 3 d2

D 3 e2

N －57。－E

N －37。－W

N －22 0－W

N －86 0－E

N －80。－E

N －810＿E

長　 方　 形

長　 方　 形

楕　 円　 形

円　　　 形

0．79　 ×　 0．51

0．54　 ×　 0．45

1．97　 ×　 1．22

1．50　 ×　 1．45

13

34

5 0

8 2

外傾

外傾

緩斜

外傾

平坦

皿状

凹凸

平坦

土師器，須恵器

土師器，須恵器

152 D 3e 3 円　　　 形 径0．74 3 7 外傾 平坦 土師器，須恵器

153

154

155

D 3e 2

D 3e 2

D 3e2

楕　 円　 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

0．94　 ×　 0．82

0．67　 ×　 0．58

1．00　 ×　 0．63

33

2 1

37

外傾

外傾

外傾

平坦

平坦

平坦

凹凸

平坦

平坦

縄文土器，土師器，須恵器

土師器，須恵器

156

157

15 8

D 3d 3

D 2fO

D 2e9

N －18 0－W

〔N －20。－E 〕

〔N －67。－W 〕

楕　 円　 形

〔楕 円形 〕

円　　　 形

1．23　×　 0．62

（0．9）×　 0．79

径1．08

60

18

30

外傾

嬢斜

外傾

土師器，須恵器

土師器

159 D 2f9 〔円　形 〕 0．75　 × （0．7） 31 外傾 平坦 土師器

160 D 2f9 N －35 0－E 楕　 円　 形 0．70　 ×　 0．61 29 外傾 平坦 土師器

161

162 i

D 2f8

D 2f8 i

N ＿81 0＿W

l

楕　 円　 形

不 止

0．74　 ×　 0．62

l（1・0） × （0・5） ！

35

15 l

外傾

外傾

平坦

平呵

人為

自然！

土師器，須恵器

！

…一一一一一一一一501－ll1－－



明　石　遺　跡

士
坑
番

仁コ写

位 置
長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平 面 形

規　　　 模

底 面 覆 土
出　 土　 遺　 物　　　 新 旧 関 漂 ‾㌔ → 新 ）

長径 は郎 ×短径 （軸ラ　m ラ　 探 封 cm j
三士と

163 D 2e9 N －18 0－W 不　 定　 形 1．0 2　 ×　 0．96 2 3 外 傾 凹 凸 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

164 D 2e9 N －83 0－W 楕　 円　 形 1．18　 ×　 0．6 9 50 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器

16 5 D 2e8 － 円　　　 形 径 0．85 58 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器

16 6 D 2 e8 N －78 。＿E 楕　 円　 形 1．00　 ×　 0．6 5 42 外 傾 皿 状 人 為 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 灰 粕 陶 器

16 7 D 2 e8 N －8 7 0－E 楕　 円　 形 1．36　 ×　 1．04 22 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

168 D 2 e8 N －85 0＿E 楕　 円　 形 0．68　 ×　 0．58 21 緩 斜 皿 状 人 為 土 師 器

169 D 2d 7 〔N －88 0－E 〕 〔楕 円 形 〕 （1．2 ） ×　 0 ．94 51 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器

170 D 2d 8 N －68 0＿E 楕　 円　 形 1．07　 ×　 0 ．71 51 外 傾 平 坦 不 明 土 師 器 SK 18 1 ・18 2・→ 本 跡

171 C 2a4
－

〔 円　 形 〕 （0 ．7） ×　 0 ．66 17 外 傾 平 坦 人 為 SI168→ 本 跡

172 C 2d 6 N －88 0－W 長　 方　 形 3．46　 ×　 0．68 7 4 外 傾 平 坦 人 為

173 B 2j7 N －3 つ Ⅴ 長　 方　 形 1．66　 ×　 1．2 4 3 5 緩 斜 平 坦 人 為 S I172→ 本 跡

17 4 B 2i5 N －33 0－E 楕　 円　 形 0．8 2　 ×　 0．5 9 45 外 傾 皿 状 人 為 土 師 質 土 器 ， 陶 器

17 5 Å2jl － 円　　　 形 径 0．76 70 外 傾 皿 状 人 為 弥 生 土 器 ，土 師 器 ，須 恵 器 ，土 師 質 土 器

176 A 2i2 N －30 0－W 長　 方　 形 5．32　 ×　 1．00 3 1 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 土 師 質 土 器

177 B 2j6 －
〔 円　 形 〕 （1．0 ） ×　 0．96 30 外 傾 平 坦 人 為 本 跡 → S I16 7 ・18 4

178 A 2j6 N －64 0－E 〔楕 円 形 〕 0．96　 × 〔1．3〕 24 外 傾 平 坦 人 為 SI177 → 本 跡

180 B 2j5 〔N －3 0－W 〕 不　 定　 形 （2．3 ） ×　 0 ．19 30 外 傾 平 坦 人 為 SI167 ， 184 → 本 跡

181 D 2d 8 N －60 0－E 楕　 円　 形 1．36　 × （0 ．8） 37 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 SK 18 2→ 本 跡 → S K 170

182 D 2d 8 N －73 0－E 楕　 円　 形 1．35　 ×　 1．22 5 6 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 本 跡 → S K 170 ・18 1

183 D 2d 8 N －65 0＿E 楕　 円　 形 1．10　 ×　 0．80 5 3 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 本 跡 －ヰS K 18 2

18 4 D 2e9 －
円　　　 形 径 0 ．72 32 外 傾 平 坦 自然 土 師 器

18 5 D 2 dO N ＿8 9 0＿E 楕　 円　 形 0．9 7　 ×　 0．8 7 30 緩 斜 平 坦 人 為 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器

186 D 3 d l －
円　　　 形 1．10　 ×　 1．0 1 20 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 磁 器

187 D 3 dl N ＿19 0＿W 楕　 円　 形 0．75　 ×　 0．60 62 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器

188 D 3d l N －53 。－E 楕　 円　 形 0．80　 ×　 0．65 37 外 傾 皿 状 自 然 土 師 器

189 D 3d 4 N ＿42 0＿E 楕　 円　 形 1．53　 ×　 0 ．68 14 外 傾 平 坦 人 為 陶 器 ， 鉄 製 品

190 D 3d 3 N －13 0－E 不　 定　 形 1．04　 ×　 0 ．72 30 外 傾 平 坦 人 為

191 D 3C3 －
円　　　 形 径 0 ．91 32 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

1q？ n 3「フ 「N ＿7？0＿F l 「楕 円 骸 1 （ノ1 日　 ×　 ∩只1 ワら 揺 斜 車 千日 人 為 qTlワQ→ 太 虚→ く汀10 1
　ヽ‾L°－．‘′　′ ′レク、　′ノ’l I　r－ ′　ヽノ′．’ソ

193 D 3C2 － 円　　　 形 0．72　 ×　 0．66 2 5 緩 斜 平 坦 自然 土 師 器 ， 須 恵 器 S K 19 2→ 本 跡

19 4 D 3C3 N －15 0－E 楕　 円　 形 0．6 3　 ×　 0．5 4 30 外 傾 皿 状 自然 土 師 器 ， 須 恵 器

19 5 D 3 b3 N －6 0－E 楕　 円　 形 1．28　 ×　 0．9 6 2 1 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 S K 196 → 本 跡

196 D 3 b3 N ▼6 5 0－E 楕　 円 ‾　形 0．75　 ×　 0．66 35 外 傾 皿 状 人 為 土 師 質 土 器 本 跡 → S K 195

197 D 3 b3 〔N －54 0－W 〕 〔楕 円 形 〕 （0．8 ） × （0．7 ） 22 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器 S K 158 → 本 跡

198 D 3C5 N 7 3 0－W 楕　 円　 形 1．28　 ×　 0．89 25 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

199 D 3C4 〔N －10 。－W 〕 〔楕 円 形 〕 1．12　 × （0 ．9） 34 緩 斜 皿 状 人 為 土 師 器 S D 14→ 本 跡

200 D 3b 4 N ＿72 0－W 楕　 円　 形 0．81　 ×　 0 ．65 52 外 傾 皿 状 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

201 B 2i4
－

円　　　 形 径 0 ．95 46 外 傾 皿 状 人 為

2 02 B 2i5
－

円　　　 形 1．88　 ×　 1．82 84 外 傾 凹 凸 人 為

20 3 B 2j5 －
円　　　 形 0．65　 ×　 0．61 14 緩 斜 平 坦 自然

204 B 2 i4 －
円　　　 形 0．8 2　 ×　 0．7 6 5 7 外 傾 平 坦 人 為 須 恵 器 ， 土 師 質 土 器 ， 陶 器 SI165→ 本 跡

205 B 2 h4 －
円　　　 形 径 1．10 47 外 傾 平 坦 人 為 弥 生 土 器 ， 土 師 器 ， 須 恵 器 ， 石 鉄

206 C 2b 9 N －88 0－W 楕　 円　 形 0．9 1　 ×　 0．82 49 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 ， 須 恵 器

207 B 2b 3 N ＿7 1。－E 長　 方　 形 1．48　 ×　 0．78 44 外 傾 平 坦 人 為

208 A 2j3 N －26 0－E 楕　 円　 形 1．22　 ×　 0．8 1 65 外 傾 皿 状 人 為

209 C 3h l N －60－E 隅 丸 長 方 形 2．03　 ×　 0．68 13 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 本 跡 → S D 5
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土
坑
警

官

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備考

新旧関係 （古→新）長径錘由）×短径潮力壷 深さ（cmラ

210 C 3 h2 － 円　　　 形 径0．54 2 1 外傾 平坦 自然 本跡→SD 5

21 1 D 3a 4 N －820－W 不　 定　 形 1．08　 ×　 0．64 45 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器

212 D 3a4 N ＿24 0－W 楕　 円　 形 0．87　 ×　 0．65 17 緩斜 平坦 人為 土師器

213 C 3j4 N ＿34 0－E 楕　 円　 形 0．98　 ×　 0．74 24 緩斜 平坦 人為 土師器

214 C 3j3 〔N －26 0－W 〕〔隅丸長方形〕 1．25　 × （0．6） 25 外傾 平坦 人為 土師器 SI159，SD 14→本跡

215 C 3j3 N ＿26 0－E 〔楕 円形 〕 （0．7）×　 0．50 24 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

216 C 3j3 N ＿42 0－W 楕　 円　 形 0．67　 ×　 0．45 25 緩斜 皿状 人為 土師器

217 C 3j3 N ＿39。－W 楕　 円　 形 0．77　 ×　 0．55 25 外傾 平坦 人為 SD 14→本跡

218 C 3j2 N ＿83。－E 楕　 円　 形 0．84　 ×　 0．67 21 外傾 平坦 人為 土師器 S工159→本跡

219 C 3j2 N －34 0－E 不　 定　 形 1．02　 ×　 0．92 21 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器 SI132→本跡

220 D 3 a2 － 円　　　 形 0．84　 ×　 0．79 4 2 外傾 平坦 人為 須恵器，鉄製品

221 D 3 bl N ＿20－E 長　 方　 形 1ユ0　 ×　 0．77 2 3 外傾 凹凸 人為 土師器 SI130→本跡

222 D 3C 2 〔N －32㌔E 〕隅丸長方形 （1．1） ×　 0．95 13 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SI13 9→本跡→SK 223

223 D 3C2 〔N －10 0－E 〕不　　　 明 （0．6） ×　 0．45 15 緩斜 平坦 人為 SI139，SK 222→本跡

224 D 3c l N ＿52 0－W 隅丸長方形 1．18　 ×　 0．60 24 外傾 平坦 人為 土師器

225 D 3c l N ＿20－W 長　 方　 形 2．50　 ×　 1．24 55 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器，磁器，鉄製品 SI130，SK 2 26・→本跡

226 D 3b l N ＿86 0－W 長　 方　 形 1．70　 ×　 0．93 42 外傾 平坦 人為 SI130→本跡→SK2 25

2 27 D 2e8 N ＿40＿W 楕　 円　 形 0．93　 ×　 0．52 22 嬢斜 皿状 自然 土師器，須恵器

228 D 3b l N －86 0－W 楕　 円　 形 1．26　 ×　 1．10 24 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

229 D 3a2 N －78。－W 楕　 円　 形 1．08　 ×　 0．65 26 緩斜 平坦 人為 SK 24 5→本跡

230 C 3jl N －30－E 楕　 円　 形 0．55　 ×　 0．49 3 1 外傾 皿状 人為 須恵器

231 E 3f3 … 円　　　 形 0．74　 ×　 0．68 4 6 外傾 平坦 人為 土師器，土製品

232 E 3e 4 － 〔 円　形 〕 0．59　 × （0．6） 55 外傾 皿状 人為 土師器，陶器

233 E 3i4 N ＿310－E 楕　 円　 形 0．80　 ×　 0．56 44 外傾 平坦 人為 土師器

234 E 3h 4 － 円　　　 形 径0．55 23 外傾 平坦 自然 土師器

235 E 3g 5 … 円　　　 形 1．09　 ×　 1．02 47 外傾 平坦 人為

236 D 2a9 N －13 0－E 楕　 円　 形 0．63　 ×　 0．56 53 外傾 皿状 人為

237 D 2cO N ＿27 0＿E 長　 方　 形 1．75　 ×　 1．42 50 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 SK 238→本跡

238 D 2cO N －20＿E 長　 方　 形 0．69　 ×　 0．24 45 外傾 平坦 自然 本跡→SK 237

2 39 D 2bO － 円　　　 形 径0．63 15 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器

240

24 1

D 2cO

C 3jl

N －90－E

N －88 0＿W

楕　 円　 形

〔 円　形 〕

0．99　 ×　 0．55

径 ［1．0］

82

不明

外傾

不明

皿状

平坦

人為

不明 土師器，須恵器，灰粕陶器，鉄淳

SD 5 →本跡

本跡→SK 22 9

243 D 2 a9 円　　　 形 0．77　 ×　 0．71 26 緩斜 皿状 人為 土師器

244 D 3a l 円　　　 形 0．60　 ×　 0．56 2 8 外傾 皿状 人為 土師器

245 D 3a l 不　 定　 形 1．45　 ×　 1．35 5 2 外傾 平坦 人為 土師器

（3）井戸跡

第瑠号井戸跡（第388図）

位置　調査Ⅲ区，D3j5区。

規模と平面形　平面形は円形，断面形は検出面から工3mの深さまで急傾斜を持った深めの捨鉢状をしており，

そこから下は径0．87mの円筒形である。規模は上面径2．18mの円形，深さ2．14mまで掘り込んだところで，壁の

崩落の危険性があるために，それ以下の調査を打ち切った。朋7仔＞ノノⅡIツくL工／JlαソぺJ／し．はノVゝ－，

覆土11層からなる。ロームブロックの含有状況や不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。
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明　石　遺　跡

由l

第388図　井戸跡実測図

土層解説

1　黒褐色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量，焼土
中ブロック・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小
ブロック少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小

ブロック少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量

567891011
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tl一　‾ttt－・　l・l　一一一1－－，一一1Ll．・．・．・．一・・・一・　一一一－－11－－－一一・・・・・一・　－．▼J－1－一

暗褐色　ローム大・小ブロック少量，ローム粒子微量
褐　色　ローム粒子微量

暗褐色　ローム粒子多義，ローム太ブロック少量，焼土粒子微量

褐
窯
黒
黒

色　ローム粒子多量
褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遣物　土師器片35点，須恵器片10点及び陶器片1点が出土している。

所見　出土土器は流れ込みと思われ，時期は決定できるものがなく不明である。

（4）溝

第5号溝土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量

A29．4m

「≡≡ダ‾
2

旦28．8m

‾‾てコ＝コ『‾
2

旦

第7号溝土層解説
1　暗褐色　ローム大・小ブロック中量，ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量

一一一．・．■、＼J一一一ヽ＿一一、　　　　　　　　　　ノー一一－・－
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第8号溝土層解説
l　暗褐色　ローム大・小プロ、、ノク・ローム粒J’－少量

2　暗褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子中量

第9号溝土層解説

ユ　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量

第13号溝土層解説

1　黒褐色　ローム粒J’・少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

．ノ　′：∴－’樟1－∴ム

第15号溝土層解説
1　暗褐色　ローム太・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量

第18号溝土層解説

1　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼士粒子
微量

2　褐　色　ローム粒子多量タ　ローム中・小ブロック中農

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

溝

警

亨

位置 主軸方向 形　 状

規　　　 模
唇

断 面 方位 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備考

新 旧関係 （古→新 ）長さ（m ） 上縮 m ） 下幅（m ） 深さ（m ）

i F 3j6 ～ F 4 g2 N －7㌢藁 直進状 3 1．6 2．80～4．60 0．60～0．80 0．70～1．25 外 傾 逆台形状 西→東 自然 土師質土器，陶器 SK拍2・馴 5・47→本跡→SK3

2 F 3h 5～ F 4 f2 N －720＿E 直進状 31．6 3．40～4．60 0．20～私40 1．1（トノ1．40 外傾 Ⅴ字状 西→束 自然 SI馴 5・掛 47欄 ・51・52・53瀾→本跡→SK3

3 E 3 g7 ～ F 3侶 N －7 0＿W 蛇 行状 35．4 0．60～ 1．00 0．30～0．60 0．08～0．18 緩斜 U 字状 北→南 自然 土師器，須恵乳 土師質土器 SI53・61瀾 ・酢 70欄→本跡→SKi4・23・39

4 E 3 b2 ～ D 3C5
！

N －22。－E

；

曲進状 32．8 0．80～1．60 0．40～1．40 0．12～0．22
！

緩斜 媛軸 胱報 北斗→‡ 自然
土師乳 須恵器，土師質土乱 陶

器，鉄製品 徽鎌）

S馴甘 酢肌 16～11針Sm →繍 →SKl16

5 D 2C7 ～ C 3 g2 N －48 。－E 直進 状 28．8 0．60～1．20 0．30～0．60 0，18～0．24 緩斜 緩やか姓 鍬 北東→纏 自然 SK242・SI136→本跡→SK209・243・Sm 4

6 D 2 b7～ C 3h l N －48 。－E 直進状 2 0．2 0．30～0．70 0．10～0．40 0．10～0．12 媛斜 緩やか鉦字状北東→南西自然 本 →S鵜2

7 C 3d 3～ C 3h 3 N W2 ㌔W 直進状 14．8 0．8（卜 1．30 0．40～ 1．00 0．16～0．18 緩斜 媛やか粧字秩 北→南 自然

8 C 3d l～ C 3h l Ⅳ」∵－W 直進状 15 。4 1成卜 lぁ90 H 狛～ L媚 0．24～0．34 緩 斜 雛 か虹祁 北→南 自然 SI136・138・SB9→本跡→SK9日 5

9 B 2d O～ D 2hO N ＿1 0－W 直進状 15 ．4 1．10～1．40 0．50～1．20 0．12～0．18 緩 斜 援軸 虹字状北→南 自然 SI138→本跡→SK9日 5・SD 8

10 C 2dO ～ C 2 hO Ⅳ＿l O＿W 直進状 15．4 1．00～1．40 0．30～0．90 0．18～0．22 緩斜 緩やか鉦鍬 北→南 自然 鉄製品 （刀刊 SK96・SDlい本跡→SD9

1 1 C 2h6 ～ C 2 eO N －620－W 直 進状 19．6 1．20 ～2．20 0．40～1．80 0．18～0．29 媛斜 緩軸 姓字状北東→栖 自然 土製品 （鍔掛け） SI146～1掛 154→本跡→SDl針 12

12 C 2 d8 ～ C 2 g8 N n0 0 直進状 13．4 0．80～ 1．80 0．40～1．10 0．16～0．18 緩斜 緩やか粧鍬 北？南 自然 磁乳 古銭 （寛永通貨） SIl弧 SDlい21→繍

13 C 2i6 ～ C 2h 8 軋 46㌧E 直進 状 8．8 0．60～0．80 0．40～0．60 0．24～0，26 緩斜 緩軸 虹報 北西→柄 自然 SIl掛 1弧 SK98・111・i紆 14 →欄

ユ4 B 2jO ～ D 3j7 N －22 ∵Ⅳ くの字状 93．0 0．60～1．40 0．40～1．00 0．14～0．48 緩斜 U 字状 北→南 自然
土師器，須恵器，灰粕陶器，陶乳

磁乱 土製品，鉄製品

S蟻 ・H1→欄→Si13日 33・134・136・138潮 ・15・8

SK71・119・128・1掛214・217・SD4・5・1摘猪大根坑

15 E 2h 3～ E 2j3 N ＿2 。－W 直進状 6．9 0．40～0．60 0．10～0．40 0．11～0．18 緩斜 緩やか飢字状 北→南 自然 本跡→SK46

ユ6 F 4h 2～ G 4f4 N ＿18 。＿W 直進状 33 ．4 0．50～1．20 0．30～0．80 0．16～0．89 外 傾 U 字状 北→南 自然
土師器，須恵器，瓦質土器，陶器

（椀う，磁器 摘結 土製品

SI27・錮 →繍

17 F 2C7 ～ F 2e7 N －8 ∵Ⅳ 直進状 6 ，8 0．60～0．80 0．40～0．50 0．80～0．12 緩 斜 接触 批字状北→南 自然 SI55→本跡

ユ8 B 3d5 ～ D 3f5 軋 4 0滞 蛇 行状 6．8 0．90～1．20 0．50～0．90 0．10～0．18 緩斜 緩やか飢裡 北東→輌 自然 SD19→本跡→SK72，SD14

19 D 3 e6 N ＿0 3 直 進状 3．4 0．5 0．2 0．54 外傾 U 字状 北→南 自然 本跡→SD18

20 B 3jl ～ C 3c l N －7 。－W 直 進状 11．6 0．60、0．80 0．10～0．30 0．36～0．38 外傾 U 字状 北→南 自然 土師器，土師質土乳 ノ陶器 （灯明皿） SI162→本跡

2ユ C 2 d8 ～ C 2d O N ＿鋸∴W 直進 状 7．2 0．1ゴ 緩斜 逆台形状 西戎 自然
土師器，須恵器，土製品 懐 石形），

鉄製品 （刀子）

本跡→SD12

（5）格納壕跡

第　号格納磯路　第罰囲）

位置　調査Ⅳ区，G・！‥lel区。第1号厘没谷を利用して形成されている。

重複関係　第1臣里没谷を利用して形成されているご　第25・27・29・31号住居跡，第1号土坑を掘り込んでお

星　これらの遺構よ年新しい。

規模と平面形　第1＿号埋没谷の土層断面を確認するため試掘を入れたときに．本跡の南部を掘り込んでしまっ

たために検出された規模・平面形は長軸〔12．6〕111，短軸9．30111の長方形と推定される。

主軸方向　N－1＿7し．－1・1T

壁面　壁高は90～120el11で．外傾して立ち上がるご
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明　石　遺　跡

第390図　第1号格納壕跡・出土遺物実測図

、ニ
∈≡∃三三才

0　　　　　　　　　　　　　　5m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

0　　　　　　　5cm

！；！

底面　ほぼ平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。

覆土　ほとんど表土除去の際に除去されてしまったが，黒色のローム粒子を少量含む堆積土であった。

遺物　鉄製品が2点出土している。第390図1は空き缶，2は不明鉄製品でともに覆土中から出土している。

所見　本跡は，長辺が〔12．0〕m以上，短辺も9m以上の比較的大形の遺構と推測された。遺物は太平洋戦争中と

思われる空き缶等が出土している。また，本跡の南西1．5kmほどの地点に旧日本陸軍の西筑波飛行場跡があ

ったことと，聞き取り調査の結果から，戦時中に軍事物資を格納するために掘られた格納壕跡と考えられる。

第1号格納壕跡出土遺物観察表

図 版 番 号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 重 畳 （g ）

第 390 図 1 鉄　 製　 缶 10．4 7．2 10 ．2 12 4．6 覆 土 中 M lO8　　　　　　　 P L l14

2 鉄　 製　 蓋 〔7．6〕 1．1 〔7．0 〕 （9 ．2） 覆 土 中 M lO9　　　　　　　 P L 114

（6）埋没谷

第1号埋没谷（第391図）

位置　調査Ⅳ区，G4fl～G4f4区。

地形の状態　北西から南東に方向に若干傾斜している。
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規模　南部が調査区外に延びているため，検出されたのは北西から南東の長さ8強恥∴南西から北東の幅鑑迅m

でU字形の範囲に広がっている、、

尊堂　且2層からなる自然堆積である。傾斜地に向かって，自然に流れ込んだと思われる黒褐色土，黒色士，暗

褐色士の堆積が確認された。

土層解説

l　黒褐色　ローム粒打出し　ローム大ブロック少量

2　黒褐色

3　黒褐色

1　黒　色

5　黒　色

（i　黒　色

7　黒　色

ローム大プロ・ソク・ローム粒J’1小量

「7－ム粒J’・少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

8　暗褐色　粘土中量，ローム粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子中量
10　黒褐色　ローム粒J’・中量
は　黒褐色　ローム粒子少量

12　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　遣物は出上していない．、－、

所凰　窪地に向かって緩やかな傾斜になってお娠　ローム粒子を含む黒褐色も　黒色も　暗褐色士等が堆積し

ているご　廿日二遺物がなく，埋没した時期は不明であるこ．

持　遺構外出士遺物

今回の調査で，表土層，遺構確認面及び竪穴住居跡などの覆土中からタ　古墳時代～中の近世までの遺物が

数多く出土している。ここではそのいずれの時期に属するか不明な遺物を一括して取り扱うものとする。

なお，時期不明の特徴的な遺物について実測図及び拓影図を掲載し，解説は一覧表等に記載した。
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二⊂＝コ二
I

可　　6

－◎一也
第392図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

1I

ロ

工へ　　勺二二・、

二　二二
⑳‖

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値

石　　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第392図1砥　　　石 5．6 3．7 2．8 83．7 凝　灰　岩Ⅳ区表土中 Q205　　　　　PL112

2砥　　　石（3．0） 4．3 2．5 （35．6）砂　　　岩T区表土中 Q203　　　　　PL112

3砥　　　石 6．4 3．1 1．1 35，6 泥　　　岩Ⅱ区表土中 Q201　　　　　PL112

4砥　　　石 3．2 2．9 2．5 20．5 凝　灰　岩Ⅱ区表土中 Q204　　　　　PLl12

5砥　　　石 6．4 2．7 1．9 52．0 凝　灰　岩Ⅱ区表土中 Q202　　　　　PLl12

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第392図6刀　　　子（3．9） 1．2 0．3 （4．6）□区表土中 刃部片　MllO　PLl13

7鉄　　　釘（5．7） 1．5 0．6 （6．4）I区表土中 Ml19　　　　　　PL114

8鉄　　　釘（9．3） 1．2 0．6 （15．7）Ⅱ区表土中 Mlll　　　　　　PLl14

9鉄　　　釘（9．3） 1．9 0．6 （15．7）Ⅲ区表土中 Ml12　　　　　　　PLl14

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（C皿）孔径（cm）重量（g）

第392図10筒状鋼製品 3．2 1．6 1．1 0．8 7．4 I区表土中 Ml14　　　　　　PLl14

11筒状銅製品（1．8） 1．4 1．1 1．0 （1．6）Ⅲ区表土中 M118　　　　　　PL114

12箇状銅製品（2．1） 1．6 0．6 1．4 （2．4）Ⅱ区表土中 Ml13　　　　　　PL114

13環状銅製品外径3．5 外径2．8 0．3 4．8 第11号住居跡北部覆土中 Ml15　　　　　　PLl14
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第4節　まとめ

今回の調査で検出された遺構は．縄文時代の口元1基及び陥し穴l、－1基，弥生時代の竪穴住居跡13軒，lI早矧時

代の竪穴住居跡∴10軒．口先3基及び溝1条、奈良・、lt安時代の竪穴住居跡1（＿）6軒．大形口元2基及び上坑8基，

中・近世の方形竪穴状遺構2軒．口Jtは基．坊主「条及び溝8条，近・現代の格納壕跡‾l基．時期不明の竪穴住

居跡（含竪穴状遺構）23軒．十坑222基，井戸跡1基及び溝10条である、一、．また，出上した遣物は．旧石器時代

の石器から近・現代の鉄製品まで．多期及び多種にわたっている、、ここでは．主としてそれぞれの時期の検出

遺構と出上遣物についての概要を述べて，まとめとする、

＿1旧石器時代

今回の調査で，石器集中地点を検出することはできなかった言旧二した尖頭器，ナイフ形石器，削器，石核．

剥片など石器の数は多くはないが言調査Ⅲ区を除いて出上している。石質は真岩類がほとんどである、＿、石器の

出上がいずれも他の時代の仕居跡の覆回Iであるため．正碓な位置や層位を碓認することはできなかった．

2　縄文時代

今回の調査で．上坑1基（第56号口先）及び陥し穴」基が検出されている、，陥し穴4基はいずれも遺構の形

態から縄文時代の陥し穴と思われる、一　第1、3号陥し穴からは遺物が川上していないが．第・1号陥し穴は底面

に5か所の逆本を立てたと思われるピットが検廿1され．覆トト層からも有鉱が出土し，形態と遺物からも陥し

穴と考えられる、丁．第56号上坑の時期は，覆回1から加曽利En’式期の上器片が出上し，Il朝後葉と考えられる、一一、

竪穴住居跡は検出されなかったが，表口軋　遺構碓認面及び遺構の覆回Iから，早期後葉，I鉦期後葉の上器及

び後期前葉の土器や．石器（右鉱守Jl製石斧・敲右目III石など）が少量二ながら出上している㍉以上のことから，

今回の調査区内には当該期の集落はなく，狩猟の場であったと思われる、＿－・・

3　弥生時代（第393図）

今回の調査で，竪穴住居跡13軒が検出されている．、この時期の住居跡は調査［区の北部に位置する第156号

住居跡言調査Ⅲ区の南部に位置し最もⅡI区に近い第135年住居跡，調査Ⅲ区に位置する第59・61・62・71・

77・90・94号f口調机　調査Ⅳ区に位置する第26・33・36・37号住居跡である言調査1区北部の第156号住居跡

を除いて，13軒の内且2軒は舌状台地の先端部に近いところで密に分布している。このことから撃　集落は遺跡の

南部及びその周辺の斜面部に形成されており，特に，Ⅲ・Ⅳ区において住居のまとまりが見られることから2

単位の共同体が存在したものと推測される、＿、

以ト，これらの弥生時代の竪穴住居群から得られた情報を整理してみる、

規模と平面形については．－一辺の長さが8Ill級の人形のものが2軒，5111級のものが2軒，4111級のものが

3軒，3m級のものが4軒，2m級のものが2軒である。住居の多くは長方形プランであるが，中には方形，

隅丸方形及び隅丸長方形のプランのものもある∵　住居跡の周両方向はN－3・一ト52．‾‾一Ⅵ▼の範囲が7軒と最も多

く検出された∴　確認面から床面までの深さについては最も浅いものが2elll．最も深いものが55clllであるが，

20、40elllの範囲に収まる比較的浅いものが多いつ末はほぼ平川であり．踏み囚められたところが認められる

ものが5軒である∴　住居跡の遺存状況は他の遺構に握り込まれていたり．調査区域外に延びていたi）してして

いる場合があり．あまり良くない．－、
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第393図　明石遺跡集落変遷図（1）

－510

内部施設の主柱穴については，四本柱の配列が確

認できたものが5軒である。出入り口施設に伴うピ

ットについては，確認できたものが3軒で，南壁あ

るいは南東壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴につ

いては，確認できたものが3軒で，南東壁際及びそ

の付近，あるいは北東壁寄りに掘り込まれている。

燃焼施設については確認できたものが8軒で，その

内1軒は燃焼施設が2か所付設され，すべて地床炉

である。これらの地床炉の位置を分類すると，中央

部に付設されたものが4軒，中央部の北西側にある

もの3軒，中央部の南西側にあるもの1軒，中央部

の南東側にあるもの1軒である。特に，第77・94号

住居跡の地床炉からは，炉石が出土している。

次に，これら弥生時代の竪穴住居跡から出土した

遺物について整理してみる。

比較的良好な遺物が出土している第59号住居跡で

は，主な土器として広口壷の口緑部から頚部にかけ

ての破片と底部から胴部にかけての破片が出土して

いる。土器の特徴は口唇部に縄文原体が押圧され，

幅広の折り返し口縁で，附加条一種（附加2条）の

縄文が施されていることである。頚部には，6本の

櫛歯状工具による波状文が2段に施されている。胴

部には附加条一種（附加2条）の縄文が施され，底

部には木葉痕が残っている。第61号住居跡では，主

な土器として広口壷の底部から口緑部にかけての破

片と，頚部上位から口縁部欠損の広口壷が出土して

いる。土器の特徴としては，底部から口緑部にかけ

ての破片の場合，頚部に4本の櫛歯状工具による波

状文が，4段に渡って施されていることである。頚

部上位から口緑部欠損の広口壷は，大形で頚部に単

線の櫛歯状工具による縦区画がなされ，区画内には

斜格子文が施されている。頚部下位は無文である。

胴部には附加条一種（附加2条）の縄文が施されて

おり，底部には木葉痕が残っている。これらの土器

は，ひたちなか市高野寺畑遺跡の土器の様相に類似

していると思われる。

遺構外からの土器を含め，当該期から出土した土

器の特徴は次の5点である。



つ角川；には縄文虹体．棒状1：具による抑圧がなきれている、、

e m縁部は多段化　幅広の複合打線が見られる。

・頭部には横走文．連続山形文，連弧文．波状文など多発櫛描き文が施きれている、、また，I鞘射二よる縦区

画を有するものがあり，無文部と格子文が見られる・

・胴部には附加条　朝日附‘加2条）の縄文が施されている、、．

・底部には木葉痕が残っている、、

以上の上器群は，二軒屋式の流れを組む在地の上器であるつ日吉跡13軒の時期は，上器の文様から　憤慨古
（1）

いと思われる第＿15（昌月日一朝亦を除いてほぼ同時期であり言糾二時代後期中葉凍中根2式期f射」二、）と考えられる、、
・・JL・

また，炉石の出土した第帯の鍼号住居跡は　炉石を有する住居の初硯が髭釜遺跡第3の号住居跡（髭釜式期）

や「代I冊」志筑遺跡第圭1号住居跡（志筑＿I‾式期）などの後期中葉の時期であることから言時狛二県内では古い

段階の炉石を有する住居と考えられる∴　第135号で日出躯の覆回Iからは本跡の時期に伴わない中期中葉の上器

片が出土してお酌　これらの土器は　県内で　数少ない弥生時代中期の貴重な資料になると思われる。

桜川西岸の筑波・稲敷台地縁辺部では，これまで弥生時代の丁目証跡の調査例が少なか／〕たが，今回の調査で

は，弥生時代後期の住居跡を確認することができた、、．当遺跡では。弥生時代後期中葉から古墳‖封じ前期の間の

住居が確認されなかったので，桜川西岸の台地緑辺部周辺の今後の発掘調査に期待したい、－し

・・l l阜賞時代

今回の調査では，調査区のほぼ全域から当謝粧二属する竪穴住居跡40軒。日光3基及び溝l条を検出した、・

これらの遺構からは、上師器（杯・小形杯・大形林・椀・小形椀・鉢・高林・器台・粗製器台・川・小暢甘・

壷・小形壷・台付悪・悪・小形悪・甑・ミニチュア上器・手捏上器上須恵器（林蓋・悪主　上製品り求状l頭注主

石製品（管　ト双孔円板・陽物形模造品上　石器（砥石・提げ砥石e磨右・軽石主　鉄製品（、刀千・鉄釘・鋤先）

等が出上している、、これらの検出された遺構は言Il上遣物から古墳時代前期「日日二紀主　中期（5世紀主　後期

（7世紀）というように．大きく　二つの時期に区分することができる。．また，出I二遣物が少ない遺構でも。重

複関係及び遺構の形態等から当該期の遺構と判断できるものも存在する∴本項では，遺構に伴う遣物を中心に

時期を判断し，それを基にそれぞれの時期の様相について，以トに述べてみたい、・

なお，ここでいう器種の小形杯の小形椀は杯も椀よりも打径が小さい鴇の（口径＜10cm上　太形塚は杯より

も「I径が大きいもの　仕半径≧16elll主　古墳時代申、後期の椀は杯よりも器高が高いもの（Iは至＜＿1＿6cl11，日

往く器高×2主　鉢は椀よりもIl律が大きいもの（iI律≧1（うCulつけた＜器高×2㌦　小形悪は悪よりも小さい

もの（、おおむねlつ径＜16elll）をそれぞれ指すものとする、つ㍉日立に小形用・小形壷は紺・壷よりも小さいもの

とする。また，遺物の道春状態から太形あるいは小形の判断が難しい場合は，太形㌣　小形を付けない器種名の

ままとしている．、－、

（1つ　　前期（第3鋸図）

良好な遣物が出上したこの時期の住居跡は，調査I：I区の南部に位置する第97・105つ10・112年住居跡，Ⅲ

区に位置する第51e55・65・66・68・86号仕方誹亦．Ⅳ区に位置する第31・32・3L巨35㌢住居跡の‾1Ll軒が該当す

る∴　その他にも調査Ⅲ区に位置する第－14・57号口先が該当する。これらの遺構は言調査区の中央部から南部に

かけて位置していて，当遺跡が立地する舌状台地の尤端部付近に当たっている　つまり．前期の集落は舌状台

地の先端部寄りに古地していた様相を示している、＿これらの†封誹亦から出上した土器群には時期差が認められ．
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I・Ⅲの2段階の細分が可能である、、．

I段階の住居跡は，第34・35e51e65866e68・105ellOel12号住居跡の9軒が該当する。これらの竪穴

住居群の規模と平面形は，中形で方形プランのものと比較的大形で方形プランのものが多い。主軸方向は言ヒ

より西に振れるものが多い。確認面から床面までの深さは，比較的浅いものが多く，床の硬化面が確認できた

ものは5軒である。壁溝が確認できたものは5軒で，四本柱の配列が確認できたものは4軒である。出入り口

施設に伴うピットが確認できたものは4軒で，南壁もしくは南東壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認で

きたものは6軒で，その内1軒は2か所に付設されている。炉が付設された位置は，中央部のもの1軒，主柱

穴を結ぶラインよりも中央部寄りのもの4軒，主柱穴を結ぶライン上のもの1軒で，比較的中央部寄りが多い。

その他，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われるものが1軒（第66号住居跡）存在する。

出土した土器の様相を見てみると，椀は，底部形態及び日縁部形態によって分類が可能である。主体となる

のは中央が小さく凹む丸底のもので，器高の高いものと低いものがあり，三割が赤彩されている。この椀は，

基本的には器台とセットになるものと思われる。高杯は，東海系や畿内系に祖形が求められるものや，脚部が

中実柱状のものが認められ，七割が赤彩されている。器台は，脚部の高いものと低いものがあり，七割が赤彩

されている。中には私製器台も認められる。相は，中央が小さく凹む丸底のものが主体で，すべて赤彩されて

いる。この相は，先の椀と同様に基本的には器台とセットになるものと思われる。壷は，単目線，折り返し口

縁，有段目縁等の日縁部形態によって分類が可能である。中には南関東系装飾壷に祖形が求められるものも認

められる。蜜は，パケ昌による調整を主体としている。甑は，折り返し目線の鉢形甑である。

Ⅱ段階の住居跡は，第31e32・55e86。97号住居跡の5軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形

は，中形のものと比較的大形のものが同数，方形プランのものと長方形プランのものが同数存在する。主軸方

向は，すべて北より西に振れる。確認面から床面までの深さは，比較的浅いものが多く，床の硬化面が確認で

きたものは4軒である。壁溝が確認できたものは4軒で，いわゆる「間仕切り溝」と呼ばれる壁溝以外の溝を

有するものも1軒存在する。四本柱の配列が確認できたものは1軒だけである。出入り口施設に伴うピットが

確認できたものは3軒で，南壁もしくは南東壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたものは2軒で，

その内1軒は2か所に付設されている。炉が付設された位置は，主柱穴を結ぶライン上のもの1軋　壁寄りの

もの2軒である。

出土した土器の様相を見てみると，高杯は，脚部が中実柱状のものや中空柱状のものが主体で，七割が赤彩

されている。中にはエンタシス状のものも見られるようになる。器台は，まだ器種構成の中に残存しているが，

赤彩されていない。壷では，有段目縁のものが見られなくなる。婆は，パケ目による調整を主体としているが，

パケ目調整後，ナデ調整が施されたものも見られるようになる。

以上のように先の14軒を古墳時代前期，4世紀代に比定し，さらに2段階に細分した。しかし，それぞれに

新しい様相あるいは古い様相を示しているものも認められる。そういったことを加味すると，実年代としては，

I段階には4世紀第2四半期～第3四半期，Ⅱ段階には第3四半期～第4四半期という年代を与えるのが妥当

と思われる。なお，土器を単体として見ると，4世紀第2四半期よりも古い様相が認められる個体も存在する

が，土器のセット関係から見ると，4世紀第1四半期という年代を積極的に与えることができる住居跡は，現

時点では認められない。

（2）　中期（第394図）

良好な遺物が出土したこの時期の住居跡は，調査Ⅱ区の中央部に位置する第116弓22号住居跡，Ⅲ区の南部

－　5＿13
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に位置する第5・13・102・107・1‾11号住居跡．III区に位置する第5－卜69・74・根号住刷軋　Ⅳ区に位置する

第43号住屠跡の12軒が該当する。これらの住居跡は，調査区の中央部から南部にかけて位置していて，当遺跡

が立地する舌状台地の先端部付近に当たっている。前期と当該期の占地状況を比べてみると，当該期の方が南

部よりやや中央部へ寄るような様相を示している。つまり，中期の集落は舌状台地の先端部からやや奥部寄り

に占地していた様相を示している。これらの住居跡から出土した土器群には時期差が認められ，I eⅢ。Ⅲの

3段階の細分が可能である。

I段階の住居跡は，第43・698102号住居跡の3軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形は，中

形で方形プランのものが多いが，小形のものも1軒存在する。主軸方向は，すべて北より西に振れる。確認面

から床面までの深さは，比較的浅いものが多く，床の硬化面が確認できたものはない。壁溝及び四本柱の配列

が確認できたものもない。出入り口施設に伴うピットが確認できたものは1軒だけで，南東壁寄りに掘り込ま

れている。貯蔵穴が確認できたものも1軒だけで，2か所に付設されている。炉が付設された位置は，コーナ

ー部寄りのもの1軒である。

出土した土器の様相を見てみると，椀は，セットとなる器台の消滅と共に姿を消す。高塚は，装飾器台に祖

形が求められる脚部と裾部の境に明瞭な段をもつものも見られるようになるが，赤彩されていない。相は，丸

底のものと平底のものがあるが，赤彩されていない。壷は，残念ながら目線部形態が不明である。聾は，まだ

パケ目による調整を主体としているが，台付聾は器種構成の中から消滅する。甑は，折り返し口縁の鉢形甑で

ある。その他，第43号住居跡から出土した鋤先は，茨城県域における鉄製農耕具の導入という視点においても，

古い方の一群に位置付けることができると思われる。

Ⅱ段階の住居跡は，第54elO7e122号住居跡の3軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形は，比

較的大形で長方形プランのものが多い。主軸方向は，北より東に振れるものが多くなる。確認面から床面まで

の深さは，比較的浅いものが多く，床の硬化面が確認できたものは1軒だけである。壁溝が確認できたものは

2軒で，「間仕切り溝」を有するものも1軒存在する。四本柱の配列が確認できたものは2軒である。出入り

口施設に伴うピットが確認できたものは1軒だけで，南西壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたも

のは2軒で，その内1軒は2か所に付設されている。炉が付設された位置は，主柱穴を結ぶラインよりも壁寄

りのもの1軒，中央部に1か所と主柱穴を結ぶラインよりも壁寄りに1か所の計2か所のもの1軒である。そ

の他，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われるものが1軒（第107号住居跡）存在する。

出土した土器の様相を見てみると，杯e椀は，底部形態及び目線部形態によって分類が可能である。四割が

赤彩されている。この杯e椀は，前期に見られた椀の系譜を受け継いだものというよりも，基本的には銘々具

の成立によって新たに登場した器種と考えるべきものと思われる。高塚は，杯部下端に稜をもつものが主体で，

三割が赤彩されている。相は，丸底のものと平底のものがあり，三割が赤彩されている。壷は，器種構成の中

から消滅する。嚢は，まだ一部にパケ目による調整を残すが，主体となるのはヘラナデやヘラ削りによる調整

である。甑では，折り返し目線の鉢形甑が見られなくなる。

Ⅲ段階の住居跡は，第5　e13e74e84elll。116号住居跡の6軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と

平面形は，中形で方形プランのものが多いが，比較的大形のものも1軒存在する。主軸方向は，北より東に振

れるものが多い。その他にも南西方向に出入り口部を，南東方向に類竃もしくは竃を有するものが2軒存在す

るが，出入り口部を中心にしてその主軸方向をとらえるならば，北より東に振れるものに分類できる。確認面

から床面までの深さは，前段階のものに比べて深くなる傾向が認めらる。床の硬化面は，すべての住居跡から

確認でき，いわゆる「ベッド状施設」と呼ばれる一段高い床を有するものも2軒存在する。壁溝が確認できた

一一一一51∠1



ものは5軒で，「間仕切り溝」を存するものも2軒存在する　川本柱の配列が碓認できたものは・t軒である

出入り＝施設に伴うど、ソトが碓認できたものは」軒で，l柄注もしくは南西壁雷句に握り込まれているつ杵蔵穴

が碓認できたものは5軒で，その内2軒は2か所に付設されている、．畑がfl、j讃された位置は．廿iJCを結ぶラ

イン上のもの2軒，日住穴を結ぶラインよりも甘吉りのもの1軒で．古墳‖封じ前期のものに比べて嘩雷りに付

設きれる傾向が認められるこ．その他にも南東壁雷りに類竜が付設きれたもの　し第5ゝ月日朋亦上　北東壁中り用；

に竃が付設きれたもの（第13甘住居跡主　南東壁中央部に竃が付設されたもの　し第十16号住居跡）がそれぞれ1＿

軒ずつ存在する．、、第5号f吊朋亦に付設きれた類竜は，本格的な竃が導入される直前の燃焼施設で．第は号住居

跡及び第11五号住Il朋亦に付設された竜は，本格的な竃が導入された直後の初期竜と思われる、、特に，第13号住

居跡の竃の燃焼部からほ，支卿転用の高塚と掛目部に掛けられたままの嚢が出土しタ　竃使用時の様子をうかが

い知ることができる∴．このように当明石遺跡の集落では．この時期既に燃焼施設として芯を採用し始めていた

ものと考えられる∴　このことは言失城県域における竃の導入という視点においても，最も古い段階の　A肝に位

置付けることができると思われる、、その他．5軒（第5　つ二・月・＿111・116号住専隷亦）は，炭化材の検出状況

や鞍上の堆積状況から．触失家屋と思われ。その割合の多きが際立／）ている、、・このことは，これらの焼失家屋

が自然火災によって焼失したものではなく，住居を廃棄するに当たって人為的に焼却されたことを物語ってい

るものと思われる。、

出上した上器の様相を見てみると，林・椀は．底部形態及びI廟と部形態によって分類が可能であるが，須恵

器叛意摸倣林はまだ出現していない㍉　甘廿が赤彩されている、また．林・椀より大娠りな鉢が出現する、、高林

はタ　前段階のものに比べて脚部が低くなる傾向が認められタ　三割が赤彩されている。増は　器種構成の中から

消滅する、－．悪は，前段階と同じくまだ　ム部にハケ日による調整を残すが，主体となるのはヘラナデやへラ削り

による調整で，－A部にヘラ磨きが施されたものも見られるようになる、、甑は，無底式の悪形甑が出現する．、つ貞

恵器では　TK飢型式段階の種差　第錮号住居跡　0嚢　第　号住居跡　が共伴していて　実年代を与える

ための参考資料になるものと思われる、、その他，ミニチュア上器（、第5号住Il朋亦）・手捏上器（第8事月日古

跡）e混乱関東（第5号住居跡）の陽物形模造品（第m1号住居跡）等の祭祀関連遺物の出土も注目される。

以上のように先の12軒を古墳時代年軋　5世紀代に比定し、さらに3段階に細分した、－、実年代としては，．I

段階には5世紀第1回半期，I圧是階には第2回、円肛　HI段ド削二は第3llL日用Jという年代を与えるのが妥当と思

われる。なおタ　世紀第　四半期より　新しい様欄が認められる個体，いわゆる「鬼高式」の土器はまだ共伴

していないことから，5世紀第1川LP1雄JJという年代を積極的に与えることができる住居跡は．現時点では認め

られない、‥

（3）　後期（第395図）

良好な遺物が出上したこの時期の什訂引跡は。調査1区に位置する第1（う1つ77号住居跡，Ⅲ区の中央部に位置

する第21．つ15・119つ60号住Ir朋机　H区の南部に位置する第2・11・16㌢住居跡、Ⅲ区に位置する第56号住

居跡，Ⅳ区に位置する第38号住居跡のⅢ軒が該当する。その他にも調査Ⅲ区の中央部に位置する第182号土坑ヲ

調査I区からⅢ区の南部にかけて南走する第＿1事Jl溝が該当する、これらの遺構は，調査区の全域に矧瑚してい

て芦　当遺跡が立地する舌状台地の先端部付近から奥部付近までの全域に当たっている。つまりタ　後期の集落は

舌状台地の全域に広がって古地していた様相を示している－、これらの仕方誹亦から出上した上器群にはあまi川‾、ゝ三

期差が認められない．－

これらの竪穴住居群の規模と、自鉦形は．中形で方形プランのものが多いが，比較的大形のものも2軒存在す
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る。主軸方向は，北より西に振れるものが多い。確認面から床面までの深さは，比較的深いものが多く，床の

硬化面が確認できたものは8軒である。壁溝はすべての住居跡から確認できた。四本柱の配列が確認できたも

のは8軒である。出入り口施設に伴うピットが確認できたものは8軒で，おおむね竃の反対側の壁寄りに掘り

込まれている。貯蔵穴が確認できたものはなく，当該期の住居には一般的に付設されていなかったものと思わ

れる。竃が付設された位置は，北壁中央部5軒，北西壁中央部5軒である。その他，炭化材の検出状況や覆土

の堆積状況から，焼失家屋と思われるものが1軒（第161号住居跡）存在する。

出土した土器の様相を見てみると，杯は，目線部形態によって分類が可能である。主体となるのは小形化の

傾向が認められる須恵器杯蓋模倣杯や須恵器杯身模倣杯で，四割が黒色処理されている。また，鉢も黒色処理

されている。高塚は，まだ器種構成の中に残存している。嚢は，長胴化の傾向が認められ，目線端部をわずか

につまみ上げたものも見られる。また，へラナデやへラ削りによる調整を主体としているが，ヘラ磨きが施さ

れたものも認められる。甑は，直線的な無底式のものが主体で，日縁端部のつまみ上げ（つまみ出し）や調整

技法に嚢の影響が認められる。須恵器は共伴していない。その他，第38号住居跡から出土したミニチュア土

器e管玉等の祭祀関連遺物も注目される。

以上のように先の11軒を古墳時代後期，7世紀代に比定した。実年代としては，7世紀第2四半期～第3四

半期という年代を与えるのが妥当と思われる。ところで，今回の調査では，古墳時代後期のうち，6世紀と明

確に言い切れる遺構は検出されていない。このことから当明石遺跡の場合，中期の集落と後期の集落の間には，

100年以上の断絶があったということができる。つまり，4世紀から5世紀代にかけて継続して営まれてきた

集落は，後期を迎える前に廃絶され，100年以上の年月を経て7世紀代になってから新たな集落が形成された

可能性が高いのである。この新たに形成された古墳時代後期（7世紀）の集落の展開は，その後に続く奈良時

代（8世紀）の集落の展開との関連性が強いものと思われる。なお，実年代でいうところの7世紀第4四半期

～8世紀第1四半期については，その土器様相から，本項でいう古墳時代後期には含めずに，次項の奈良時代

に含めるものとする。

5　奈良e平安時代

今回の調査では，調査区の全域から当該期に属する竪穴住居跡106軒，大形士坑2基及び士坑8基を検出し

た。これらの遺構からは，土師器（杯。大形杯。片口杯・皿・小皿e大形皿e高台付皿e耳皿e盤・椀。片口

椀e高台付椀e蓋e鉢e壷e嚢e小形嚢e羽釜e甑eミニチュア土器・手捏土器），須恵器（杯e高台付杯。

盤。三足盤。蓋e高杯e施e器台？e小瓶e長頚瓶e横瓶。短頸壷・広口壷・鉢e聾・甑），灰粕陶器（椀・

高台付椀e高台付輪花輝。長頚瓶。水瓶・短頸壷），緩和陶器（段皿），土製品（紡錘車e管状土錘e球状土

錘。士玉・木葉形士製品。角柱状土製品e支脚e置き竃e平瓦e丸瓦），ガラス製品（丸玉），石製品（紡錘車），

石器（砥石。磨石。軽石），鉄製品（紡錘車e刀子・鉄鉱e鉄釘e鉄鎌e板状鉄製品。不明鉄製品），銅製品

（不明銅製品），古銭（和同開弥）等が出土している。これらの検出された遺構は，出土遺物から奈良時代（8

世紀），平安時代前期（9世紀），中一後期（10～11世紀）というように，大きく三つの時期に区分することが

できる。また，出土遺物が少ない遺構でも，重複関係及び遺構の形態等から当該期の遺構と判断できるものも

存在する。本項では，遺構に伴う出土遺物を中心に時期を判断し，それを基にそれぞれの時期の様相について，

以下に述べてみたい。

なお，ここでいう大形杯，椀，鉢，小形婆は，古墳時代の器種分類に準じるものとする。また，皿は杯よりも

器高が低いもの（口径＜16cm，口径＞器高×4），小皿は血よりも口径が小さいもの（口径＜10cm，口径＞器
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高×4），大形皿は皿よりも口径が大きいもの（口径≧16cm，口径＞器高×4）をそれぞれ指すものとする。

（1）　奈良時代（第395図）

良好な遣物が出上したこの時期の住居跡は言調査I区に位置する第165・166・173～176・178・179・182～

．184号住居跡，Ⅲ区の北部に位置する第136・142・144・148・150・154号†封朋軋　中央部に位置する第19・

120・123・127、129・139・158・163号住居跡言有部に位置する第1・3・6・7・9・10・98・101・113号

住居跡，調査Ⅲ区に位置する第58e75e79～81e87・88号住居跡，調査Ⅳ区に位置する第28e30040e42e45

～48号住居跡の50軒が該当する。その他にも調査Ⅱ区の南部に位置する第2号大形土坑，Ⅱ区の中央部に位置

する第84号土坑が該当する。これらの遺構は，調査区の全域に展開していて，当遺跡が立地する舌状台地の先

端部付近から奥部付近までの全域を占めている。古墳時代後期と当該期の占地状況を比べてみると，両時期と

も舌状台地の全域に広がって占地していた様相を示しているが，当該期の遺構密度の方が圧倒的に濃い。つま

り，当明石遺跡の場合，奈良時代（8世紀）が最も繁栄していた時期ということができる。これらの住居跡か

ら出土した土器群には時期差が認められ，新治窯跡群産須恵器及び灰粕陶器の生産地福年を基に，四半世紀に

近い4段階の細分が可能で，7世紀第4四半期も含めると5段階の細分が可能であるが，ここではI eⅢの2

段階の区分にとどめておく。

I段階の住万隷亦は，第1・3・28・40・45～48・80・87・88・98・101・＿142・144・158・175号f祐朋亦の17

軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形は，中形で方形プランのものが多いが，比較的大形のもの

も2軒，小形のものも1軒存在する。主軸方向は，北より西に振れるものが多い。確認面から床面までの深さ

は，比較的深いものが多く，床の硬化面が確認できたものは15軒である。壁溝はすべての住居跡から確認でき

た。四本柱の配列が確認できたものは11軒で，主柱穴がまったく確認できなかったものも1軒存在する。出入

り口施設に伴うピットが確認できたものは11軒で，その内1軒は2か所に付設されていて，おおむね竃の反対

側の壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたものはない。竃が付設された位置は言ヒ西壁中央部1軒，

北壁中央部13軒，東壁中央部1軒である。

出土した土器の様相を見てみると，土師器の杯は，古墳時代のいわゆる「鬼高式」の系譜を受け継いだ丸底

のものが主体で，口縁部内面に沈線が巡るものもある。聾は，いわゆる「常総型婆」と呼ばれる目線端部のつ

まみ上げ，体部下位の縦位のへラ磨きを基本とするものが主体で，底部にはへラ磨きと木葉痕が認められる。

甑は，嚢の影響が認められるいわゆる「常総型甑」を主体としている。新治窯跡群産須恵器については，栗山

窯段階。一丁田窯段階e一丁田窯に後続する段階（Ⅹ2段階）の須恵器群をここでいうI段階とした。杯は，

器高が低く，体部下端が丸みを帯びるものが主体で，太e中。小の三つの大きさが認められる。底部の調整に

は回転へラ削りと手持ちへラ削りが認められ，目線部内面に沈線が巡るものもある。蓋は，伏せ皿形を皇し，

目線端部にかえりが付くものが主体で，扁平な擬宝珠状のつまみ（古）とボタン状のつまみ（新）が認められ

る。鉢。聾e甑は，横位の平行叩きによる調整を主体としている。わずかではあるが新治窯跡群産の墟e器

台？・短頸壷や，東海地方産の長頚瓶。横瓶も出土している。その他，ミニチュア土器（第46号住居跡）。手

捏土器（第40号住居跡）等の祭祀関連遺物の出土も注目され，古墳時代と共通の祭祀行為が，当該期までは継

続していたものと思われる。

Ⅲ段階の住居跡は，第6・7・9・10・19・30・42・58・75・79・113・120・123・127・129・136・139・

148・150・154・163・165・166・173・176・178・179・182～184号住居跡の30軒が該当する。．これらの竪穴住

居群の規模と平面形は，比較的大形のものはなく，中形で方形プランのものが多いが，小形のものも5軒存在
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の硬化面が確認できたものは器軒である。壁藩が確認できたものは28軒である。四本柱の配列が確認できたも

のは13軒芦二本柱の配列が確認できたものは後節で汐主柱穴がまったく確認できなかったものも3軒存在する。

出入り口施設に伴うピットが確認できたものは23軒で芦　おおむね竃の反対側の壁寄りに掘り込まれている。貯

蔵穴が確認できたものは1軒だけである。竃が付設された位置は　北壁中央部飢軒　北東壁中央部　軒　北東

′　一㌦　．　一、－1六、・∴1－－、、′・、言二　・　∴　∴　二一．ナ∴、′・こ∴・ノ・－　∴’．ニ′て・左‾、日工の三．し了．

れるようになる。その他夕　炭化材の検出状況や覆土の堆積状況からタ　焼失家屋と思われるものが　軒　第蟻5

号住居跡）存在する。

出土した土器の様相を見てみるとき　土師器の棒は一部残存しているが，基本的には器穫構成の中から消滅す

る。聾はタ　前段階よりも長胴化が進んだ「常総型整」が主体で，底部には木葉痕が認められる。小形婆の体部

下位には綻位のへラ磨きと横位のヘラ削りが認められる。甑は，器種構成の中から消滅する。新治窯跡群産須

恵器については芳　東城寺寄居前Å窯段階も東城寺無段階の東城寺桑木窯段階の須恵器群をここでいうⅡ段階と

した。棒はタ　体部が直線的に立ち上がるものが主体とな勘　太の小の二つの太ききだけとなる。底部の調整は

手持ちへラ削りが主体となり，体部下端も手持ちへラ削りが主体となる。また，有畜器種である高倉付棒の盤

が出現する。蓋は㍉擬宝珠状のつまみを有する笠形を皇し，目線端部を折り返すものが主体となる。鉢の婆魯

甑はタ　前段階と同じく横位の平行叩きによる調整を主体としタ　体部下端には横位のヘラ削りが認められる。わ

ずかではあるが新治窯跡群産の高塚の短頚壷やタ　堀ノ内窯産の短頚壷及び東海地方産の三屋盤の蓋も出土して

いる。また　灰粕陶器の猿投折戸川号窯段階の水瓶　第は号住居跡　及び短頸壷（第柑号住居跡）や言徹庫

に鋳造された「都岡開弥」（第9号住居跡）が共伴していて　実年代を与えるための参考資柳こなるものと恩

われる。その他，手淫土器（第58のⅢ3号住居跡）の丸玉　第摘号住居跡）等の祭祀関連遺物も出土している

が撃　先に見た須恵器や灰粕陶器の中に，灯明を上げるために使用された琢（第6号住居跡）の高台相棒（第

は号住居跡），清浄な水を入れるために健用された水瓶夕　供物を供えるための器として使用されたと思われる

三足盤（第温23号住居跡）等の仏教関連遺物も存在している。また，墨書土器を見てみると，「寺」（第90127

号住居跡），「上寺」（第12号住居跡上「悌」（第13号住居跡上「光」（第120の139号住居跡），「千万」（第19号

住屠跡）等の文字が確認で凱　仏堂的な建物の存在など仏教との関わりを物語っているものや芳　書禅語と思わ

れるものが明らかに多いことに気付く。さらに，模骨痕を有する平瓦（第鋸号住居跡）の出土も注目される。

これらのことから，当明石遺跡の集落では，この時期（8世紀第3四半期）既に人々の間に仏教信仰が浸透し

ていたものと考えられる。このことは，茨城県域における一般集落への仏教信仰の普及（民間仏教）という視

点において転　義　早い段階に位置付けることができると思われる。

残念ながらタ　今回の調査区域内からほ掘立桂建物跡が1棟も検出されなかったが，付近に仏堂的な建物があ

った可能性は充分に考えられる。また　古墳時代後期　は世紀　に掘　込まれ　当該期にもまだ機能していた

と思われる第14号港の存在も注目に催しタ　この第摘号溝によって方形に区画されたであろう空間の存在とその

利用については考えなければならない問題ではあるがタ　ほとんどが調査区域外となってしまうため，今後の調

査・研究に期待したい、、

以上のように先の50軒を奈良時代夕　世紀代に比定し，さらに2段階に細分した。実年代としては，I段階

には8世紀第1四半期～第2四半期ラ　Ⅱ段階には第3四半期～第4四半期という年代を与えるのが妥当と思わ

れる。しかし，それぞれに新しい様相あるいは古い梯欄を示しているものも認められる。特に，8世紀第4四

半期～9世紀第1四半期にまたがるものも存在していて，その出土土器をもって世紀で時期区分するには難し
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いものがある。ここでは，須恵器。灰粕陶器の生産地福年及び遺物のセット関係などを基に，それぞれの住居

跡について現時点での時期判断を一応示したが，Ⅱ段階の30軒の内の何軒かについては，今後，次の平安時代

前期（9世紀第1四半期）に下る可能性があることを付け加えておく。なお，第81e128。174号住居跡に関し

ては，出土した土器類が細片で図示できるものがなかったため，8世紀代という大まかな枠組みでとらえるだ

けにとどめている。

（2）　平安時代前期（第396図）

良好な遺物が出土したこの時期の住居跡は，調査I区の第168。169e180号住居跡，Ⅱ区の北区に位置する

第133。143。147号住居跡，中央部に位置する第125。126e140号住居跡，Ⅱ区の南部に位置する第4。18・

108elO9号住居跡，Ⅲ区に位置する第60◎73号住居跡の15軒が該当する。その他にも調査Ⅲ区に位置する第1

号大形士坑，Ⅱ区の中央部に位置する第241号士坑，Ⅲ区に位置する第61号土坑が該当する。これらの遺構は，

調査区の最南部を除いた区域に展開していて，当遺跡が立地する舌状台地の最先端部付近を除いた区域を占め

ている。奈良時代と当該期の占地状況を比べてみると，当該期の方が南部よりやや中央部へ寄って占地してい

た様相を示し，遺構密度も薄くなる。これらの住居跡から出土した土器群には時期差が認められ，奈良時代

（8世紀）と同様に，新治窯跡群産須恵器及び灰粕陶器の生産地福年を基に，四半世紀に近い4段階の細分が

可能であるが，ここではI eⅡの2段階の区分にとどめておく。

I段階の住居跡は，第18・60・108・109・126・133・140・147・169号住居跡の9軒が該当する。これらの

竪穴住居群の規模と平面形は，中形で方形プランのものが多いが，小形のものも1軒存在し，奈良時代のもの

に比べて小形化の傾向が認められる。主軸方向は，北より東に振れるものが多くなる。確認面から床面までの

深さは，比較的深いものが多く，床の硬化面が確認できたものは7軒である。壁溝が確認できたものは7軒で

ある。四本柱の配列が確認できたもの，二本柱の配列が確認できたもの，一本柱のもの，主柱穴がまったく確

認できなかったものがそれぞれ1軒ずつ存在する。出入り口施設に伴うピットが確認できたものは5軒で，お

おむね竃の反対側の壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたものは1軒だけである。竃が付設された

位置は，北壁中央部7軒，北東コーナー部1軒，東壁中央部1軒で，いわゆる「棚状施設」と呼ばれる竃の脇

に高い段を有するものも1軒存在する。

出土した土器の様相を見てみると，前段階で姿を消した土師器の杯が再び登場するが，すべてロクロ成形に

よる須恵器模倣杯である。嚢は，引き続き「常総型嚢」を主体としている。小形嚢の体部下位には前段階と同

じく異なる二つの技法が認められる。新治窯跡群産須恵器については，小高村内無段階・東城寺寄居前B窯段

階の須恵器群をここでいうI段階とした。埠は，前段階のものに比べて器高が高く，底径が小さくなる傾向が

認められ，一つの大きさだけとなる。体部下端の手持ちへラ削りの幅が広くなる傾向も認められる。高台付

捧e盤。蓋e鉢e嚢e甑も一定量器種構成の中に確認できる。わずかではあるが新治窯跡群産の小瓶も出土し

ている。灰粕陶器では，尾北篠岡47号無段階の高台付椀（第140号住居跡）が共伴していて，実年代を与える

ための参考資料になるものと思われる。これらの遺物の中にも，灯明を上げるために使用された杯（第18号住

居跡），生花を供えるための花瓶として使用されたと思われる小瓶（第133号住居跡）等の仏教関連遺物が存在

している。また，墨書土器では，「石」（第109号住居跡）等の文字が確認できるが，その意味するものについ

ては不明である。

Ⅱ段階の住居跡は，第4e73e125e143・168e180号住居跡の6軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模

と平面形は，中形で方形プランのものが多い。主軸方向は，北より東に振れるものが多い。確認面から床面ま
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での深さは，前段階のものに比べて浅くなる傾向が認められ，床の硬化面が確認できたものは4軒である。壁

溝が確認できたものは5軒である。四本柱の配列が確認できたものは3軒で，主柱穴がまったく確認できなか

ったものも1軒存在する。出入り口施設に伴うピットが確認できたものは3軒で，おおむね竃の反対側の壁寄

りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたものはない。竃が付設された位置は，北壁中央部4軒，東壁中央

部2軒で，いわゆる「東電」と呼ばれる東壁に竃を有するものも多くなる。「棚状施設」を有するものも1軒

存在する。

出土した土器の様相を見てみると，土師器の高台付皿や，須恵器模倣盤が出現する。聾は，さらに長胴化の

進んだ「常総型襲」を主体としているが，体部下端には横位のへラ削りが施されたものも見られるようになる。

新治窯跡群産須恵器については，小野1号窯段階・小野1号窯に後続する段階（Ⅹ3段階）の須恵器群をここ

でいうⅡ段階とした。埠は，前段階のものに比べてさらに底径が小さくなる傾向が認められる。高台付杯e

盤。蓋もまだ器種構成の中に確認できる。鉢e聾・甑は，縦位の平行叩きによる調整を主体とし，体部下端に

は横位のへラ削りが認められる。これらの遺物の中にも，灯明を上げるために使用された杯（第125号住居跡）

や，「寺」（第4号住居跡）と書かれた墨書土器等の仏教関連遺物が存在していて，奈良時代（8世紀第3四半

期）に当明石遺跡の人々の間に浸透した仏教信仰が，当該期までは継続していたものと思われる。

以上のように先の15軒を平安時代前期，9世紀代に比定し，さらに2段階に細分した。実年代としては，I

段階には9世紀第1四半期～第2四半期，Ⅲ段階には第3四半期～第4四半期という年代を与えるのが妥当と

思われる。

（3）　平安時代中～後期（第396図）

良好な遺物が出土したこの時期の住居跡は，調査I区に位置する第162ゆ167e181号住居跡，調査Ⅲ区の北

部に位置する第131・132・141号住居跡，［区の中央部に位置する第20・22・23・117・118・124・130・155・

157・159号住居跡，Ⅲ区の南部に位置する第8・12・15・100・106号住居跡，Ⅲ区に位置する第92・93号住居・

跡，Ⅳ区に位置する第24e39e4巨44号住居跡の27軒が該当する。その他にも調査Ⅱ区の北部に位置する第

104e209号士坑，中央部に位置する第222e239号土坑，Ⅲ区に位置する第10号土坑が該当する。これらの遺構

は，調査区の全域に展開していて，当遺跡が立地する舌状台地の先端部付近から奥部付近までの全域を占めて

いる。平安時代前期と当該期の占地状況を比べてみると，当該期の方が舌状台地の全域に広がって占地してい

た様相を示し，遺構密度も再び濃くなる。これらの住居跡から出土した土器群には時期差が認められ，I。

Ⅱ。Ⅲの3段階の細分が可能である。　　　　　　　e

I段階の住居跡は，第8・12・15・20・22、24・100・117・130・132・155・157・159・162・167・181号住

居跡の17軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形は，中形で方形プランのものが多いが，小形のも

のも4軒存在し，平安時代前期のものに比べてさらに小形化が進む。主軸方向は，北より東に振れるものが多

い。確認面から床面までの深さは，比較的浅いものが多く，床の硬化面が確認できたものは14軒である。壁溝

が確認できたものは14軒である。四本柱の配列が確認できたものは4軒，二本柱の配列が確認できたものは6

軒で，主柱穴がまったく確認できなかったものも2軒存在し，住居の小形化に伴って，それを支える主柱の数

も減少する傾向が認められる。出入り口施設に伴うピットが確認できたものは14軒で，その内2軒は2か所に

付設されていて，おおむね竃の反対側の壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が確認できたものは3軒である。

竃が付設された位置は，北西壁中央部2軒，北壁中央部9軒，東壁中央部5軒，東コーナー部1軒で，「棚状

施設」を有するものも3軒存在する。その他，炭化材の検出状況や覆土の堆積状況から，焼失家屋と思われる
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ものが1軒（第181号住居跡）存在する。

出土した土器の様相を見てみると，土師器の杯は，すべてロクロ成形のもので，底部の切り離し技法には回

転へラ切りと回転糸切りが認められる。体部下端及び底部の調整や内面の調整にもいくつかの技法的相違が認

められ，それらの組み合わせによって分類が可能である。高台付椀は，須恵器高台付杯を模倣したものという

よりも，基本的には灰粕陶器高台付椀を模倣することによって新たに登場した器種と考えるべきものと思われ

る。灰粕陶器模倣高台付椀以外にも，灰粕陶器に祖形が求められないいわゆる「足高高台付椀」と呼ばれる高

い高台を有するものが器種構成の中に一定量存在している。聾は，目線端部をつまみ上げたものが主体で，形

態的には長胴化した「常総型棄」といえるが，体部下位の縦位のへラ磨きは見られず，横位のヘラ削りを基本

とする。目線端部が丸みを帯びた単目線のものも見られるようになる。小形嚢の体部下位も横位のヘラ削りが

主体となる。また，嚢に環状の鍔を付けたような羽釜が出現する。甑は，内面異色処理されたものや把手を有

するものが見られるようになる。わずかではあるが片口杯e皿e蓋。鉢。壷も出土している。須恵器の供膳具

は，器種構成の中から消滅する。鉢。聾。甑も一部残存しているが，基本的には器種構成の中から消滅する。

施粕陶器では，三河二川窯段階の灰粕陶器高台付輪花椀（第20号住居跡），東濃光ケ丘1号窯段階の灰粕陶器

椀（第100号住居跡），猿投黒笹90号窯段階の灰粕陶器短頸壷（第162号住居跡）及び緑粕陶器段皿（第132号住

居跡）が共伴していて，実年代を与えるための参考資料になるものと思われる。また，墨書土器では，「万」

（第12号住居跡。第209号土坑），「目」（第130号住居跡）等の文字が確認でき，こられは吉祥語と思われる。ま

た，刻苦土器では，「庄」（第157号住居跡）等の文字が確認でき，これは当時開拓されていた私営田（荘園）

に伴う建物の存在を物語っているものと思われる。これらの文字資料以外にも「寺」（第8号住居跡）と書か

れた墨書土器が出土しているが，これは混入したものと思われる。その他，置き竃（第12e132号住居跡）の

出土も注目される。

Ⅱ段階の住居跡は，第3904巨44092・930106e131。1姐号住居跡の8軒が該当する。これらの竪穴住居

群の規模は，中形のものが多いが，小形のものも2軒存在する。平面形は，長方形プランをもつものが多くな

る。主軸方向は，北より東に振れるものが多い。確認面から床面までの深さは，比較的浅いものが多く，床の

硬化面が確認できたものは7軒である。壁溝が確認できたものは5軒である。四本柱の配列のものはなく，二

本柱の配列が確認できたもの，主柱穴がまったく確認できなかったものがそれぞれ2軒ずつ存在する。出入り

口施設に伴うピットが確認できたものは3軒で，おおむね竃の反対側の壁寄りに掘り込まれている。貯蔵穴が

確認できたものは5軒で，再び付設率が高くなる傾向が認められる。竃が付設された位置は，北壁中央部1軒，

北東壁中央部1軒，東壁中央部3軒，北コーナー部1軒である。その他にも西方向に出入り口部を，南東コー

ナー部に竃を有するものも2軒存在する。「棚状施設」を有するものも1軒存在する。

出土した土器の様相を見てみると，土師器の埠は，前段階と同じ基準で分類が可能であるが，その出土量は

減る傾向にある。それに伴って，底部の切り離し技法が回転へラ切りの小皿が出現する。高台付椀は，灰粕陶

器模倣高台付椀や「足高高台付椀」を主体としているが，断面逆三角形の低い高台を有するものも見られるよ

うになる。嚢は，目線端部をつまみ上げた（つまみ出した）ものもまだ残存しているが，日録端部を面取りし

たものも見られるようになる。わずかではあるが皿。耳皿e片口椀・甑も出土している。須恵器では，第44号

住居跡から出土した広口壷の生産地が解明できれば，実年代を与えるための有効な資料になるものと思われる。

また，第92号住居跡から出土した鉄鉱群は，当時誕生しつつあった武士（兵）の一様相を示しているものと思

われる。これらの遺物以外にも丸瓦（第39号住居跡），灰粕陶器椀及び長頸瓶（第131号住居跡）が出土してい

るが，すべて混入したものと思われる。
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Ⅲ段階の住居跡は，第118e124号住居跡の2軒が該当する。これらの竪穴住居群の規模と平面形は，中形で

方形プランのものと小形で方形プランのものがある。主軸方向は，西と東にそれぞれ振れる。確認面から床面

までの深さは比較的浅く，床の硬化面は確認できなかった。壁溝，主柱穴及び貯蔵穴も確認できなかったが，

一方からは出入り口施設に伴うピットが確認できた。竃が付設されたものはなく，2軒とも炉が中央部に付設

されてる。これは当該期に至って，竃に代わる燃焼施設として囲い炉的な上部構造を伴う炉を採用したためと

思われる。

出土した土器の様相を見てみると，器種構成は，土師器の皿及び小皿だけである。皿の底部の切り離し技法

は回転糸切りと思われるが，その後丸底を意識したかのような手持ちへラ削りが施されている。小皿の底部の

切り離し技法は回転糸切りで，体部が直線的に立ち上がってそのまま目線部に至るなど，前段階とは器形の特

徴も異なっている。こうした土器様相は，12世紀第3四半期～第4四半期に出現すると思われるいわゆる「丸

底かわらけ」あるいは「非ロクロかわらけ」及び「平底かわらけ」あるいは「ロクロかわらけ」の古い様相に

近い雰囲気ももっていて，この2軒の燃焼施設が竃ではなく炉を付設していた点とも合致するものと思われる。

以上のように先の27軒を平安時代中～後期，10～11世紀代に比定し，さらに3段階に細分した。実年代とし

ては，I段階には10世紀第1四半期～第2四半期，Ⅱ段階には第3四半期～第4四半期，Ⅲ段階には11世紀第

1四半期～第2四半期という年代を与えるのが妥当と思われる。しかし，それぞれに新しい様相あるいは古い

様相を示しているものも認められる。特に，9世紀第4四半期～10世紀第1四半期にまたがるものも存在して

いて，その出土土器をもって世紀で時期区分するには難しいものがある。ここでは，須恵器供膳具の消滅や，

灰粕陶器の生産地福年及び遺物のセット関係などを基に，それぞれの住居跡について現時点での時期判断を一

応示したが，I段階の17軒の内の何軒かについては，今後，前の平安時代前期（9世紀第4四半期）に遡る可

能性があることを付け加えておく。また，茨城県域における10～12世紀代の土器の編年については，確立され

ているとは言い難いのが現状であるため，今後土器の新旧関係について逆転はないと思われるが，実年代につ

いて訂正される可能性は否定できない。

これまで見てきたように，奈良・平安時代が明石遺跡の最も繁栄した時代であるといえる。当遺跡の所在し
すがま　　すがま

ているつくば市明石は，平安時代中期に著された『和名類衆抄』の記載に見られる「諸蒲郷（渚蒲郷）」に含

まれるものと推定されていて，当遺跡は古代の筑波郡諸蒲郷（渚蒲郷）の中でも，拠点的な集落であったもの

と考えられる。

6　中e近世

今回の調査で，方形竪穴状遺構2基，土坑3基，堀2条，溝8条を検出した。

これらの遺構からは，土師質土器（皿），常滑の陶器（片口鉢e嚢），白磁（高台付椀），青磁（櫛掻文椀），磁

器（皿），士製品（鍔掛け），鉄製品（刀子e鉄釘），古銭（元祐適賓e寛永通賓）等が出土している。これら

の検出された遺構は，出土遺物から中世（13世紀e15－16世紀），近世（18～19世紀）の，大きく3つの時期

に区分することができる。本項では，遺構に伴う出土遺物を中心に重複関係及び遺構の形態等も考慮しながら

時期を判断し，それを基にそれぞれの時期の様相について述べていく。

（1）　中世前半

この時期の遺構は，方形竪穴状遺構，土坑及び溝である。方形竪穴状遺構は，調査Ⅲ区南部に位置する第2

号方形竪穴状遺構，調査Ⅲ区に位置する第1号方形竪穴状遺構の2軒が該当する。土坑は調査Ⅲ区中央部に位
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置する第15e23号土坑の2基が該当する。溝は第3号溝の1条が該当する。これらの遺構は，舌状台地の先端

部からやや奥部寄りに集まっているような様相を示している。

以下，これらの遺構から得られた情報を整理してみる。方形竪穴状遺構の規模と平面形については，一辺が

4m級のものと3m級のものがあり，方形のものが1軒，方形あるいは長方形のものが1軒である。確認面か

ら床面までの深さについては，最も浅いものが8cm，最も深いものが23cmであり，全体的に浅いものが多い。

床は平坦であり，特に踏み固められたところは検出されなかった。内部施設の主柱穴には，遺構の東部が調査

区外に延びているため3か所までの確認であり（第1号方形竪穴状遺構），もう1軒の主柱穴は1か所で抜き

取り痕と思われる穴も確認された（第2号方形竪穴状遺構）。土坑の規模と平面形については，長径1．14～工49

m，短径0．94－日5mで，楕円形を呈している。長軸方向はN－65～690－Wの範囲で，2基ともほぼ同じ方向

を示している。確認面から底面までの深さは，14－16cmで比較的浅い。溝の規模については，北から南に

35．4mの長さが検出されており，調査Ⅲ区を縦走している。

次に，これらの遺構から出土した遺物のうち，土器及び陶器の様相を見てみる。土器及び陶器は土師質土器

（皿），常滑の陶器（片口鉢e婆），白磁（高台付椀），青磁（櫛掻文椀）である。土器以外では古銭（元祐通貨）

が加わる。土師質土器は非ロクロ成形である。常滑の片口鉢は日縁端部が肥厚し，一条の沈線が巡る特徴があ

り，常滑5型式段階のやや古手と思われる。白磁及び青磁は破片ではあるが，中国南部で焼かれた良質のもの

である。また「元祐適賓」は北宋銭である。

以上のような遺物からはほとんど時期差が見られず，遺構の時期は中世前半（13世紀代）と考えられる。

（2）　中世後半

この時期の遺構は土坑と堀である。土坑は，調査Ⅱ区東部に位置する第189号士坑，堀はⅣ区北部に位置す

る第1e　2号堀の2条が該当する。第189号士坑は遺構の形態及び出土遺物等から土坑墓の可能性が考えられ

る。遺構の形態から土坑墓と考えられる土坑が第189号土坑の周辺に広がっているが，遺構から遣物が出土し

ていないため当該期のものと言えず，詳細は不明である。2条の堀は，舌状台地の先端部を並行して横切って

おり，規模は長さ31．6mほどで，形状は箱薬研堀と薬研堀である。城館跡の存在は確認されなかったが，堀か

らは土師質土器及び陶器の細片が出土しており，この時期のものと思われる。

（3）　近世

この時期の遺構は，溝は調査I区の南東部に位置する第20号溝，調査Ⅱ区に位置する第4。10－12e21号溝，

調査Ⅳ区に位置する第16号溝の7条が該当する。これらの溝は第16号溝を除いて，調査Ⅲ区北部から中央部に

集中して台地上に存在している。これらの溝から得られた情報を整理してみる。第4elle16・20e21号溝か

らは陶器片，士製品（鍔掛け），鉄製品（刀子），古銭（寛永通賓）が出土していることから，この時期の何ら

かの区画溝と考えられる。第10e12号溝は南（N－0～10－W）に13．4m～15．4mの長さで，調査Ⅱ区北部の

調査区外から延びている。上幅は0．8～1．8m，下幅は0．3－1．1m，深さ16－22cmである。断面は緩やかなU字

状であり，底面は平坦である。確認面から底面までの深さは比較的浅く，近世の陶器が出土していることや規

模及び形状から，近世の畑作に関する溝と考えられる。これらの溝と同じ形状の第7～9号溝は遺物が出土し

ていないために時期不明の溝として扱ったが，第10。12号溝と並行しており同様の性格を持っていたものと思

われる。

遺構外からの特徴的な遺物としては，泥面子及び土人形が調査Ⅱ区の表土中から出土している。泥面子は農

一一一一1525－…一一



明　石　遺　跡

耕，特に畑作に関連したものと考えられており，上記の溝の性格に合うものと思われる。

7　近・現代

今回の調査で，格納壕跡1基を検出した。格納壕跡は調査Ⅳ区の南部で，舌状台地の先端部に位置し，埋没

谷を掘り込んで構築されている。規模と平面形については長軸〔12．6〕m，短軸9．3mの長方形で，比較的大形の

遺構である。確認面から底面までの深さは90～120cmで，比較的深く掘り込んであり，遺物は太平洋戦争中と

思われる空き缶等が出土している。格納壕跡は，南西工5kmほどの地点に旧日本陸軍の「西筑波飛行場」があ

ったことと，聞き取り調査の結果から，戦時中に軍事物資を格納するために掘られたものと思われる。

以上をまとめると，今回の調査で，旧石器時代から近e現代までの人々の生活の痕跡を確認することができ

た。旧石器及び縄文時代は狩猟の場として利用され，弥生時代は後期前半の人々が舌状台地の先端部を中心に

小集落を形成していたことがうかがえる。古墳時代になると徐々に人々の数が増え，舌状台地の先端部付近か

ら舌状台地全域に集落が広がっている。奈良e平安時代にはそのピークを迎え，大規模な集落が形成されてい

き，この地域一帯の拠点的な役割を担っていたものと思われる。中世前半になると人々が住んでいた形跡が見

られなくなり，土坑墓が検出されたことから墓域が形成された可能性が考えられる。中世後半には台地を横切

る堀が掘り込まれたが，城館跡の確認には至っていない。近世になると溝が掘られ，多くは畑作に関係したも

のと思われる。近e現代では太平洋戦争中の格納壕跡が検出された。これらのことから，当遺跡は，旧石器時

代から近8現代にかけての複合遺跡であることが判明した。
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・茨城県教育財団　「（仮称）葛城地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　神田遺跡」『茨城県教育財

団文化財調査報告』第134集1998年3月

・茨城県教育財団　「北関東自動車道（友部、水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査幸腔子吉Ⅲ　大作遺跡・大畑遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第136集1998年3月

・l二高津貝塚ふるさと歴史の広場　『仏のすまう空間l－古代霞ケ浦の仏教f誹l「－』1998年3月

・佐々木義則　「常陸におけるロクロ成形土師器杯の展開一古代久慈・那珂・信太の三郡を中心として－」『婆良岐考

古』第20号　婆良岐考古同人会1998年5月

。赤井博之　「古代常陸国新治窯跡群の基礎的研究目上奈良。平安時代の須恵器編年を中心に…」『婆良岐考古』第20

号　婆良岐考古同人会1998年5月

・古墳時代研究班（集落）「茨城の「S字状口縁台付襲」について（3）」欄干究ノート』7号　茨城県教育財団

1998年6月

・奈良・平安時代研究班　「茨城県内における施細喝器の検討主1）」欄干究ノート』7号　茨城県教育財団　＿1998年6月

・川村満博　「熊の山遺跡の奈良・平安時代の土器様相について一平成7年度調査の成果から－」細「究ノート』7号

茨城県教育財団1998年6月

・小島敏　「つくば市熊の山遺跡の＿10世紀以降の土器様柚一一当三成8年度調査の成果から一一1・一一一」㌻棚‥究ノート三　7号　茨城
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明　石　遺　跡

県教育財団1998年6月

・上高津貝塚ふるさと歴史の広場　『焼き物にみる中世の世界一県内出土の土器・陶磁器を中心にして－』

1999年3月

・佐々木義則　「茨城県北半部における土師器椀の型式変遷」『婆良岐考古』第21号　婆良岐考古同人会1999年5月

・奈良・平安時代研究斑　「茨城県内における施粕陶器の検討（5）」『研究ノート』8号　茨城県教育財団1999年6月

・栃木県立Lもつけ風土記の丘資料館　『仏堂のある風景一古代のムラと仏教信仰－』1999年10月

一一一528・



第4章　明　石　北　原　遺　跡

第1節　遺跡の概要

明石北原遺跡は，つくば市の北西部に所在する明石遺跡から北へ約500m離れた筑波・稲敷台地上の標高30

m付近に位置する。当遺跡は，小月川，桜川など水系に恵まれた地域に立地している。調査区域の面積は

4，5031崩であり，現況は畑地である。今回の調査によって，土坑6基，溝3条を検出した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に2箱出土した。縄文時代の遺物は縄文時代中期の土器片及び磨

石である。古墳時代の遺物は土師器片である。平安時代の遺物は土師器片及び須恵器片である。中世の遺物は

土師質土器である。近世の遺物は陶器片，磁器片，煙管である。いずれも出土量は少量である。

1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

⑥

】 結 I

0　　　　　　　　　　　　　　　　40m

第397図　明石北原遺跡調査区設定図

一529



明石北原遺跡

第2節　基本層序の検討

第398図　明石北原遺跡基本土層図

調査区南部（D2CO区）にテストピットを掘り，基本層序

の観察を行った。（第398図）

第1層は，12－20cmの厚さの耕作土で暗褐色をしている。

第2層は，10～18cmの厚さのソフトローム層で褐色であ

る。

第3層は，20～30cmの厚さの第1黒色帯を含んだ暗褐色

である。

第4層は，23～35cmの厚さのAT層を含むハードローム

層で褐色である。

第5層は，26～36cmの厚さの第2黒色帯を含んだ暗褐色

である。

第6層は，32～48cmの厚さの褐色のハードローム層であ

る。

第7層は，13～30cmの厚さの褐色の粘土層である。

第8層は，10～19cmの厚さの明褐色の常総粘土層である。

遺構は第2層上面で確認し，第3，4層を掘り込んで構築されている。

第3節　遺構と遺物

1　土坑

今回の調査で，土坑6基を検出した。ここでは特徴的なものについて記述し，他は土坑一覧表及び実測図で

掲載する。

第6号土坑（第399図）

位置　調査区の南西部，C2a6区。

規模と平面形　長軸2．27m，短軸1．12mの隅丸長方形で，深さ24cmである。

長軸方向　N－57。－E

：

：二三
01

0　　　　　　　　　　　　　　2m
：－－　・1　－

一530－

第399図　第6号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿　　i　　　　！



壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。底面にピットが2か所存在している。ピットは長径30～53C恥短径20～40cmの楕円形で，

深さは45～60cmである。

覆土　3層からなる。ロームブロック，炭化物が多く含まれており，堆積状況も不自然なことから人為堆積と

思われる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
1　暗褐色　炭化粒子中量，炭化物・焼土粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多義，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遣物　加曽利EⅢ式期の縄文土器片が1点覆土中から出土しているが，本跡には伴わない。

所見　本跡は土坑の形態，覆土の堆積状況から土墳墓の可能性も考えられる。時期は中世以降と思われ，本跡

の2か所のピットのうち南壁中央部の1か所は卒塔婆あるいは墓標を立てた穴とも考えられる。

一一三十一二7　－－

SKl

SK3

第400図　第「～5号土坑実測図

SK4

…l1－－531－－－－－

SK5

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一　　　十　　　」



明石北原遺跡

第1号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

第3号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

第4号土坑土層解説
1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

第5号土坑土層解説
1　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

表8　明石北原遺跡士坑一覧表

土
坑
番
に1号

位置
長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備考

新旧関係 （古→新）長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

1 A 2 il N －720－E 隅丸長方形 2．06×0．97 50 外傾 平坦 自然

2 A 2 il N －360－E 楕　円 形 2．68×1．52 68 外傾 平坦 自然

3 B 2d7 N －610－E 〔楕　円　形〕 （2．2）×五2） 85 垂直 平坦 自然 本跡→SD 3

4 B 2 iO N ＿400－W 長楕円形 4．35×0．88 13 緩斜 平坦 自然 縄文土器

5 B 2j6 N －130－E 長楕円形 2．35×0．73 20 緩斜 平坦 自然 土師器

6 C 2a6 N ＿570＿E 隅丸長方形 2．27×1．12 24 外傾 凹凸 人為 縄文土器

2　溝

今回の調査で，南北に延びる3条の溝を検出した。溝は3条とも平行に並んで延びている。以下，それぞれ

の特徴と出土遺物について記載する。

第瑠号溝（第401・405図）

位置　調査区北東部，Alb5－Ald5区。

規模と形状　南及び北側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，南から北へ延び，検出された長さは

4．20mである。上幅3．30～3．50m，下幅1．00－日0m，深さ90～110cm前後である。断面は逆台形であり，底面は

ほぼ平坦である。

方向　Ald5区から北（N－70－E）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く。

＿　旦3。3m

第401図　第1号溝実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一Ill一一一一一一一一一丁－－」

一、－－－一・一一一532－－－…



穫羞　8層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・中ブロック少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　明褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
7　黒褐色　ローム中・小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　出十していない、、

新風　本跡は検出した長さが4．2mと短く遺物も出土していないことから，時期を限定することは困難である

が，周辺の第3号溝との関係から中世以降のなんらかの区画溝と考えられる。

第2号溝（第402，405回）

位置　調査1区北部．Alf9～BICO区J

規模と形状　南及び北側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，南から北へ延び，検出された長さほ

28。8mである。上幅1．30～1．80m，下幅0。10～0。60m，深さ40～60cmである。断面はU字形及びV字形と一定で

はなく，底面はやや凹凸である。

方向　BICO区から北（N－20－W）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く。

覆豊　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多義

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化載子中量

3　黒褐色　ローム小ブロックe炭化粒子eローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム少ブロック中量

6　褐　色　ローム少プロ、ソク・ローム粒子多量

遺物　縄文土器片2点，土師器片1息　須恵器片10点が出土しているが，すべて本跡に伴わない遺物である。

新風　遺物は本跡に伴わないもので，覆土とともに流れ込んだものと思われる。本跡は位置，形状及び周辺の

第3号溝との関係から，中世以降のなんらかの区画溝と考えられる。

旦29．6m

‾二二「了l

旦29．8m

＼＼／／
0　　　　　　　　2m

」二二二二［二二＝＝∃

第402回　第2号溝実測図

第3号溝（第403◎405図）

位置　調査区北東部，B2C7～C2i7区。

重複関係　第3号士坑を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と形状　南及び北側とも調査区域外になるため規模は不明であるが，南から北へ延び，検出された長さは

63．8mである。上幅上60～2．10m，下幅0．30～0．80m，深さ4～HOcmである。断面はU字形及び逆台形と一定で

なく，底面はほぼ平坦である。

－…l1－533、一一一一…



明石北原遺跡

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

一一一一－　　　　　　I　　　一　一1

第403図　第3号溝・出土遺物実測図

＿旦＿

‾＼＼二二了

、＼＼J／

「二‾一二
；・了

3

ノが

方向　C2i7区から北（N－30－E）にほぼ直線的に延び，さらに調査区域外に続く。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中畳，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大・中ブロック少量

遺物　土師質土器片57点，縄文土器片4点，土師器片4点，須恵器片1点が出土している。第403図1～3は

土師質土器の杯で，4は加曽利EⅢ式期の縄文土器の深鉢口緑部片で，それぞれ覆土中から出土している。

所見　本跡は位置や形状から，なんらかの区画溝と思われる。時期は中世の土器が覆土中から出土しているこ

とから，中世以降と考えられる。縄文土器片，土師器片，須恵器片は本跡に伴わない遺物であるので，流れ込

んだものと思われる。

第3号溝出土遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 40 3図 杯 A 〔12．5 〕 平 底 。 体 部 及 び ロ 綾 部 は 外 傾 し な が ロ ク ロ ナ デ 。 底 面 に 回 転 糸 切 り痕 有 長 石 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 P 2　 20％　 P L l16

1 土 師 質 土 器 B　　 3．7

C 〔 5．3 〕

ら 立 ち上 が る 。 り 。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

表 土 中

2

杯 A　 13．9 平 底 。 休 部 及 び 口 緑 部 は 外 傾 し な が ロ ク ロ ナ デ 。 底 面 に 回 転 糸 切 り痕 有 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・ P 1　 60 ％　 P L 116

土 師 質 土 器 B　　 3 ．8

C　　 8 ．2

ら立 ち 上 が る 。 り。 赤 色 粒 子

に ぷ い 褐 色

普 通

表 土 中

3

杯 A 〔11．4〕 ロ 緑 部 か ら休 部 片 。 丸 底 。 休 部 は 内 ロ タ ロ ナ チさ。 長 石 ・雲 母 P 3　 3 0％　 P L l16

土 師 質 土 器 B （2．7 ） 暫 し な が ら立 ち 上 が る 。 橙 色

普 通

表 土 中
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表9　明石北原遺跡溝一覧表

溝
番
号

位 置 主軸方向 形　 状

規　　　 模
壁 面 断面 方位 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備 考

新旧 関係 （古→新 ）
長さ（m ） 上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（m ）

1 A lb 5－ A ld5 N ＿7 0＿E 直 進状 （4．2 ） 3．30～3．50 1，00～1ユ0 0．90～1．10 外 傾 逆台形状 南→北 自然

2 A lf9～ B IcO N －2 。－W 直 進状 （28．8 ） 1．30～1．80 0，10～0．60 0．40 ～0．60 外 傾 U 字状 南→北 自然 縄文土器 ・土師器 ・須恵器 S K 3 ・．・・．・S D 3

3 B 2 C7 ～ C 2i7 N －3 0－E 直 進状 （63．8 ） 1．60～2．10 0．30～0．80 0，40～ 1．10 外傾 U 字状 南→北 自然 縄文土器 ・土師器 ・土師質土器

3　遺構外出土遺物

『；∃二ク
．1思⊥　　2

0

1

◎二モ：＝∈：：≡＝＝≡ヨ
1

6

第404回　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

（⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一　　　　1　　　　　－－－1－：

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第4 04図 甑 B　　 2．9 底部から休部片。体部は外傾しなが 体部内面ナデ，外面へラ削 り後ナデ。 石英 ・長石 ・雲母 P 4　 5 ％　 P L l16

1 土　 師　 器 C 〔9．2〕 ら立ち上がる。 にぷい黄褐色

普通

表土中

2

小　　　 皿 A 〔6．8〕 底部から体部片。平底。体部は外傾 ロクロナデ。底面に回転糸切 り痕有 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 5　 15％　 P L 116

土師質土器 B　 l．6

C 〔4．0〕

しなが ら立ち上がる。 り。 にぷい橙色

普通

表土中

3

小　　　 椀 A 〔8．8〕 口縁部か ら体部片。休部は外傾 しな ロタロナデ。ロ緑部から休部内面 ・ 胎土 ：灰白 P 6　 5 ％　 P L 116

陶　　　 器 B （1．9） がら立ち上がる。 外面とも灰粕を地軸。 粕 ：灰オリーブ

良好

表土中

4

小　　　 鉢 B （2．2） 底部か らロ縁部片。底部 は平底で， ロタロナデ。 削 り出 し高台。休部 砂粒 ・長石 P 7　 20％　 P L l16

陶　　　 器 C 〔7，7〕 断面形が逆台形の輪高台が付 く。体

郡は外傾して立ち上がる。

内 ・外面に灰粕 を施粕。 胎土 ：灰

粕 ：灰白色

良好

表土中

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第404図5 磨　　　 石 9．5 5．4 4．6 383．2 安　 山　 岩 表土中 Q I　　　　　 Pu 16

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cIu） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第404図6 煙　　　 管 （7．2） 1．3 1．2 （7．5） 衷土中 M I　　　　　　　　 PLl16
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明石北原遺跡

第4節　まとめ

今回の調査で検出した遺構は，士坑6鼠溝3条である○ここでは，室として中世～近世の遺構と出土遺物

についての概要を述べ．まとめとする．、、

縄文時代

加酎膵Ⅲ式期の縄文土器片や磨石が少巌出土しているcしかしタ今回の調査では当該期に属する遺構は検

出されなかった、、

古墳時代

土師器片が数点出土しているがラ　当該期に属する遺構は検出されなかった。

平安時代

土師器凱須恵器片が少量出土しているが芦小片で図示できるようなものは出土していない。当該期に属す

るような遺構は検出されなかった。

中世～近世

当遺跡の中心になる時期で士坑6基，溝3条を検出した0　6基の士坑の方向性は北東方向と北西方向の2芳

一∴1′、’「ノ吊完　工・ノi＼ら：’．の・＿Jノ∴∴′′、：　　′｝′．一′′・ノJ．ご－　＼　二、．′　．′′ふ、い　′・　一、・

ら　㌣し′宮リノ・・ノ了」完　′′　与′ノ、′∴‾＼・‘：：・、－‘′　＿、．了∴　′・「、断、′言、－．′　1

楕円形と分けられる。長径は2・0～205mが多ら第　号士坑のよ　に長径が4m以上の土塊もある。中でも学

第6号土坑は覆土の堆積状況が不自然で炭化軌ロームが多　含まれてお娠遺構の形態からも土墳墓の可能

性がある。残りの5基の土塊も覆土の堆積状況が不自然な人為堆積と思われタ遺構の形態からも土墳墓の可能

性が考えられる。

これらの士坑が土墳墓であるとすれば，溝はこれらの土墳墓を区画する藩と考えられる。溝は3条とも平行

に並んで南北に延びている。第3号溝からは平底及び丸底の土師質土器瀬）が出土しており，中世以降の溝

と考えられる。第1儲2号溝は，位置，形状及び周辺の第3号藩との関係から，同じく中世以降に掘られたも

のといえる。また夢第3号溝が第　号士坑を掘　込んでいることから　第　号溝の方が新しら調査区内の6

基の土坑が造られた後タ　3条の清で区画がなされたと考えることもできる。地形的には酋方向に緩やかに傾斜

しているところに，士坑と溝が意図的に造られていると思われることからタ　この遺跡が墓域であっ′た可能性が

考えられる。

その他の遺物としてほ，陶器片，磁器片，煙管が表土及び遺構確認面から少量出土しているが　これらの遺

物は近世のものと思われるご

参考文献

の茨城県教育財団「一般県道長高野筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　小泉館跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告。』第97集1991年3月

。茨城県教育財団「一般国道6号東水戸道路改築工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ　梶内遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第100集1995年9月

も茨城県教育財団「一般国道3別号　水海道バイパス）道路改良工事地内埋蔵文化財調査事泣告書　前原遺跡の太門適
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第5章　上　白　畑　遺　跡

第1節　遺跡の概要

上白畑遺跡は，つくば市と隣接した明野町の南

部，筑波・稲敷台地上の標高29m付近に位置する。

当遺跡は，小月川，桜川など水系に恵まれた地域

に立地している。調査面積は3，396Idであり，現

況は畑地及び陸田である。今回の調査によって，

縄文時代の竪穴住居跡1軒，陥し穴1基，土坑2

基，不明遺構1基，遺物包含層1か所，その他，

時期不明の土坑16基，溝2条，焼土遺構3基を検

出した。以上のことから，当遺跡は，縄文時代を

中心とする遺跡であることが判明した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に

20箱出土した。出土遺物は大部分，縄文時代中期

の土器や石器である。中・近世の遺物は土師質土

器，陶器，磁器などで，出土量は少量である。　　　C

第2節　基本層序の検討

調査区北西部（B5f4区）にテストピットを掘り，

基本層序の観察を行った。（第407図）

本地点ではローム層の最上部に確認されることが

多い，ソフトローム層は認められなかった。

第1層は，12～20cmの厚さの耕作土で暗褐色をし

ている。

第2層は，12～18cmの厚さの黒色土層である。

第3層は，18～45cmの厚さのローム小ブロックを

少量含んだ黒色土層である。

第4層は，3－17cmの厚さの締まりある暗褐色の

ロームへの漸移層である。

第5層は，10～45cmの厚さの褐色のハードローム

1　　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　　40m

第406図　上白畑遺跡調査区設定図

第407図　上白畑遺跡基本土層図
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上白畑遺跡

層である。

第6層は，2～30cmの厚さの褐色のハードローム層でやや黒色粒子を含んでいる。5層と同じく粘性。締ま

りとも強い。

第7層は，19、30川の厚さのにぷい黄褐色ハードローム層で，粘性・締まりとも強い、、

第8層は学　9～15cmの厚さのにぷい黄褐色の粘土層への漸移層である。第7層と同じも　粘性の締まりとも

強いが，第7層より層が粗い．

第9層は，摘～30cmの厚さのにぷい黄橙色の常総粘土層で，締まりもあるが，特に粘性が強い。

第10層は，31、48elllの厚さの灰白色の常総粘上層で，粘性もあるが，特に締まりが強い。、

遺構は第4層上面で確認し，第5，6層を掘り込んで構築されている。この他，遺物包含層としては第2，

3層が主体になる層である。

第3節　遺構と遺物

鼠　縄文時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡1軒，陥し穴1基，士坑2基，不明遺構1基，遺物包含層1か所を検出した。以下，

検出した遺構と遺物について記載する。、

（『）竪穴住居跡

第瑠考健腰掛（第408の409回）

位置　調査I区の北部，Å2e3区。

重複関係　本跡は第1号溝に掘り込まれており．第1＿号溝より高1㌧

規模と平面形　北東部は調査区域夕机こなるため未調査であり，また溝に掘り込まれており，本跡の規模及び平

面形を明確にとらえることはできなかったが，長径〔6．0〕I11，短径〔5．6〕111の楕円形と推定される。

主軸方向　N－6e－W

壁　壁高は12cmほどで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。

ピット　確認できなかった。

炉　ほぼ中央部と推定される部分に付設されている。平面形は長径60C恥　短径40cmの不定形である。床を17cm

ほど掘りくぼめた地床炉である。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。、

炉土層解説

1　赤褐色　焼土粒子多量
2　暗赤褐色　焼士小ブロックe焼士粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

覆土　7層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　焼土粒子eローム粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片203点が出土している。第409図1は把手を有する深鉢の目線部片で，炉上面の覆土中層から

出土している。2は深鉢の口縁部片，4は深鉢の胴部片で．炉より60cnlほど東側の覆土中層から出土している。、
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